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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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密約は淫らに甘く





　












「サンライズ・キャピタル代表の高たか嶺ね秀ひで幸ゆきと申します」


　深みのある低音、彫ほりの深い精せい悍かんな顔立ち。


　彼のことはよく知っているはずだったのに、記き憶おくの中の姿と目の前の人物が結びつかなかった。学生時代のＴシャツにジーンズというラフな格好と、上質のダークスーツという服装の違ちがいだけではない。


　それほどに、彼の雰ふん囲い気きは変わっていた。


　自信に満ちた、他者を睥へい睨げいするようなまなざし。口の端はしには傲ごう然ぜんとした笑えみが浮うかんでいる。なにより、彼の態度は初めて会う他人に対するかのようだった。


　本当に、自分が知っている彼なのか。


　昔せき日じつの面おも影かげを探ろうとしていると、目が合った彼が薄うすく唇くちびるを綻ほころばせた。こちらの戸と惑まどいを楽しむように。


　どこかひんやりとした笑みが、男とのあいだに存在する隔へだたりを感じさせる。


　八年。


　彼が突とつ然ぜん姿を消してから、それだけの月日が経たっている。彼が変わったとしても、無理はなかった。


　この八年間、どうしていたのだろう。


　どうして、いまになって自分の前に現れたのだろう。


　そつのない、しかしよそよそしい笑みを浮かべる彼の表情は、いかなる問いをも拒きよ絶ぜつしていた。


　こちらが訊たずねるよりも早く、彼が用件を切り出す。


「本日、伺うかがったのはほかでもありません。御おん社しやに投資させていただきたい」




１







　窓から射し込む光が眩まぶしい。


　五月も半ばに入り、陽ひ射ざしは初夏の気配を帯びている。


　爽さわやかな季節とは裏腹に、桐きり原はら忍しのぶの気持ちは晴れなかった。早期退職者のリストを眺ながめていた切れ長の瞳ひとみが、眼鏡めがねの奥で細められる。


「四十人の募ぼ集しゆうに、五十四人の応おう募ぼとは……驚おどろきました」


「はい。予想外でした」


　報告にやってきた人事部長の辻つじ村むらが、忍の言葉に複雑な面おも持もちで頷うなずく。


　先月初めて早期退職者を募つのったところ、定員以上の応募があり、期日の十日前に募集を締しめ切る事態となった。


「沈しずみかける船から一刻も早く逃のがれたい、ということでしょうね」


「取とり締しまり役やく」


　辻村がぎょっとしたように目を剝いた。経営改革担当役員である忍の言葉に、どう返したらいいのかわからないのだろう。


「大だい丈じよう夫ぶ、そう簡単に沈むような船ではありません」


　──沈ませるものか。


　内心で呟つぶやいてにっこり微ほほ笑えむと、辻村もほっと表情を緩ゆるめた。


「多数の応募があったのは残念ですが、無理やり社員を辞やめさせる事態にならなくてよかったです」


「辻村部長のおっしゃるとおりです。人件費の削さく減げんという目的が達成されたのだから、これでよしとしましょう」


　上乗せした退職金を支し払はらっても、年間四億程度の人件費が削減できる試算だ。


「あとのことは、よろしくお願いします」


「はい」


　辻村が役員室を出ていき、一人になった忍はふっと息をついた。ああは言ったものの、桐原物産はいまや危機的な状じよう況きようにある。


　まさにいま、応接室では東洋食品からの来訪者と父たちが会談中だ。オリジナルブランドの製造部門を売ばい却きやくしてくれないかという打だ診しんだろう。製造部門の買収や、会社の合がつ併ぺいを持ちかけられるのは、これで五社目になる。


　桐原物産は、東証一部上場の食品専門商社だ。約五十年前に祖父がはじめた個人商店をもとに事業を拡大し、現在は父が二代目の社長を務めている。


　ベルギー王室御ご用よう達たしのチョコレート「ギネヴィア」、イタリアの発はつ泡ぽう性ミネラルウォーター「アズール」。オリジナル商品では、日本初のドリップコーヒー「エストリア」ブランドが、桐原物産の商品として有名だ。


　自社工場を持ち、メーカー機能を併あわせ持つ商社という独自の形態で発展を遂とげたものの、十年前に祖父が亡なくなって以降、業績は下降し続けている。


　大学卒業後、大手総合商社の丸まる菱びし商事に勤務していた忍が、父に請こわれて桐原物産に移ったのは二年前だ。


『おまえの力を貸してくれ』


　父に頭を下げられて、当時二十六歳だった忍は驚きよう愕がくした。仕事同様、家庭でも強ごう引いんなやりかたを通そうとする父とは、対立したことも多い。丸菱商事に入社したのも、父への反発からだ。


　一ひと人り娘むすめの母と結けつ婚こんし、桐原家の婿むこ養よう子しとなった父には、義父から受け継ついだ会社をより大きくしなければという気負いがあったのだろう。


　だが、その強引な手法が仇あだとなり、役員である親族の一人が叛はん旗きを翻ひるがえした。社長派と反社長派に二分された社内を目まの当たりにし、父は自分の過あやまちに気づいたらしい。


　息むす子こに助力を請うなど、かつての父なら考えられなかった事態だ。そこに、桐原物産が置かれた状況の厳しさが如によ実じつに表れていた。


　一刻も早く経営を立て直さなければ、いずれ桐原物産は立ちゆかなくなる。切実な危機感を抱いだいた忍は、父の頼たのみを聞き入れ、経営改革担当役員に就任した。


　不動産事業からの撤てつ退たい、外食事業の縮小。この二年で徹てつ底てい的に事業内容を見直し、不採算事業を清算した。


　成果はじょじょに表れはじめていたが、それより情勢の変化が早かった。


　紅茶ブランドの売上の四割を占しめる、「メイソンズ」の代理店契けい約やくの終しゆう了りよう。さらに、「ギネヴィア」などの売上減少が追い討ちをかけた。


　もはや、経営改革だけで業績を回復させるのは難しい。窮きゆう状じようを嗅かぎつけた他企き業ぎようからは、製造部門の買収や、合併を持ちかけられる始末だ。


　今年の春に弟の悠ゆうが入社したばかりだというのに、不ふ甲が斐いなかった。弟のためにも、五百人あまりの社員のためにも、なんとかしなければならない。


　とはいえ、経営改革に邁まい進しんしてきた忍には手て詰づまりの感がある。


　不採算事業の整理が一段落したいま、残るのは人員削減などのさらなる効率化しかない。オリジナルブランドの売却も手段の一つだが、父は強固に反対している。初の自社開発商品である「エストリア」は桐原物産の誇ほこりだというのが、父の持論なのだ。


　昨日も、オリジナルブランドの売却を進言して、父と険悪な雰囲気になった。


　親子なだけに、難しい。経営の話をしていたはずが、必要以上に感情的な言い争いに発展してしまう。


　皮肉なことに、忍を経営改革担当に任じた父が、改革のいちばんの障害となっている。この二年で、父を含ふくめた社員の意識を変えることがいかに難しいかを思い知らされた。


　経営コンサルタントなり非常勤役員なり、思いきった改革を断行できる人物を外部から招いたほうがいいのではないか。最近では、そんな考えも浮うかぶ。


　──どうしたらいいのだろう……。


　パソコンに向かったものの、東洋食品との会談の結果が気になって集中できない。リムレスの眼鏡を外し、凝こった眉み間けんを揉もむ。


　切れ長の瞳とほっそりとした鼻び梁りようのせいで怜れい悧りな印象が強いが、眼鏡の下にある容よう貌ぼうは意外なほど甘く、繊せん細さいだ。忍と悠の兄弟はいずれも母親似で、悠などはもっとふんわりと甘い顔立ちをしている。


　忍が眼鏡をかけているのは視力の問題だけでなく、母親譲ゆずりの貌かおを隠かくすためだ。ことに経営改革担当として改革を推おし進めるいま、迫はく力りよくに欠ける女顔では古参の社員に舐なめられてしまう。


　眼鏡をかけ直したとき、父から内線がかかった。


『東洋食品の連中が帰った。話があるから、こっちに来てくれ』


　わかりました、と返すのもそこそこに通話が切れる。よほど苛いら立だっているらしい。


「ああ、来たか」


　同じフロアにある社長室に向かうと、父のほかに会談に同席していた沢さわ口ぐち副社長、財務担当の木き島じま専務がいた。二人とも、祖父の代からの幹部だ。


「どうでしたか？」


「製造部門が欲しいそうだ」


　苦々しい声で返して、父の桐原亮りよう介すけはハイバックチェアに身を沈めた。


「こちらが東洋食品からの提案書です」


　沢口が東洋食品の提案書を忍に差し出す。同社は中ちゆう堅けんの菓か子しメーカーだが、業績は好調だ。その勢いに乗って桐原物産の製造部門を買収し、事業を拡大しようというのだろう。


「どうするんですか？」


「どうするもなにも、売らん。決まっている」


　父の答えは、取りつく島もなかった。東洋食品との会談で、忍にん耐たいのすべてを使い果たしたようだ。沢口と木島の困りきった表情を見かね、忍は父を諫いさめるために口を開いた。


「しかし、このままというわけにはいきません」


「おまえは、これ以上会社を切り売りしろというのか」


「それでも桐原の名前は残ります」


「オリジナル商品あってこその桐原だ」


　父は頑がんとして譲らない。いつもと同じ堂どう々どう巡めぐりのやりとりだ。


「オリジナルブランドの縮小に手をつけないと、ＭＵＧからの融ゆう資しは下りないでしょう。ピエール・デュフィの出店にも支障が出ます」


　ピエール・デュフィというのはベルギー人の有名ショコラティエで、今後彼の名前を冠かんしたチョコレートブランドを展開する計画になっている。桐原物産の社運を懸かけたプロジェクトだ。


　しかし、メインバンクであるＭＵＧ銀行からは融資と引き換かえに、新たな経営改革案の提出を求められていた。


「デュフィさえうまくいけばな……」


　独り言のように呟いて、父は机の上で組んだ両手に額を押し当てた。社長としての苦く渋じゆうが、表情の端はし々ばしに滲にじむ。だからこそ、忍は言っておかなければならなかった。


「これまでは買収の打診がありましたが、前まえ触ぶれなしに、いつ買収を仕し掛かけられないとも限りません」


「うちにＴＯＢでも仕掛けられる話があるのか」


　父がぎろりと上うわ目め遣づかいで睨にらんできたが、忍は怯ひるまなかった。


「可能性がないわけではありません。買収されてしまえば、相手方にとって必要な事業部門だけを残して、あとは売却することも可能です。そうなったら、こちらの希望は通りません」


「だがな、我が社のような……」


　父の反論を内線の呼び出し音が遮さえぎった。隣りん室しつにいる秘書からのようだ。受話器を手にした父が、訝いぶかしそうに眉まゆ根ねを寄せる。


「サンライズ・キャピタル？……いや、心当たりはないが」


　聞こえてきた名前に、忍は慄りつ然ぜんとした。控ひかえていた沢口と木島も、不安そうに目を見み交かわしている。


　サンライズ・キャピタルといえば、元祖ハゲタカファンドとして知られる外資系の投資ファンドだ。十年ほどまえに設立され、大手銀行のバルクセールで一いち躍やく名を馳はせた。一時国有化された某ぼう銀行を買収後に再上場させて、二千億円を超こえる利益を上げたと言われている。


　親会社は、米国の投資会社ＫＫＷ。三人の創業メンバーの姓せい、コール・キングスレー・ウィルスからＫＫＷと名乗るこのファンドは一九八〇年代に設立され、現在運用金額世界一の規模を誇る巨きよ大だいファンドである。


「重要な提案があると言ってるって？　アポイントもなしに来られても困る。帰ってもらってくれ」


　話も聞かずに追い返すのは得策ではないだろう。黙だまって聞き流すことができず、忍は通話を切ろうとする父を制止した。


「待ってください。僕が会います」


「おまえが？　ファンドなどという得体の知れない連中と会う必要はない」


　父の口ぶりには、ハゲタカファンドに対する侮ぶ蔑べつが滲んでいた。


「重要な提案があると言っているんでしょう？　とりあえず、話を聞いてみます」


「仕方ないな。──忍が相手をすると言っているから、応接室に通してくれ」


　渋しぶ々しぶといった様子で秘書に指示し、父は受話器を置いた。


「向こうからは代表と副代表が来ているそうだ」


　アポイントなしの初めての訪問だというのに、いきなり代表がやってくるとは。


　なんというタイミングだろう。買収の話をしていたときだけに、忍はうなじのあたりがそそけ立つのを感じた。


　サンライズ・キャピタルは、最近立て続けに強ごう引いんなＴＯＢを仕掛けて世間を騒さわがせている。いずれも業績好調な企業ばかりだ。その点では、桐原物産がターゲットになるとは考えにくいが、他社から買収を依い頼らいされた可能性もある。


「木島専務、同席をお願いできますか」


「承知しました」


　木島が緊きん張ちようした面おも持もちで頷うなずいた。


　父はこれから大おお阪さかへ出張で、沢口は取引先との打ち合わせがあるという。忍と木島と二人で、招かざる客に臨のぞむしかなかった。


　一難去って、また一難だ。


　来客を応接室に案内したという連れん絡らくが入り、忍は覚かく悟ごを決めた。悪い予感が当たらないことを祈いのりつつ、木島とともに社長室を出る。


　これほど世間の耳じ目もくを集めながら、サンライズ・キャピタルの代表はマスコミにいっさい露ろ出しゆつしていない。謎なぞに包まれた人物だ。


　──どんな人物だろうと、どんな話を持ちかけられようと、冷静に対応しなければ。


　指先が緊張に震ふるえかけたが、怯んでいる場合ではなかった。話しだいでは、買収の防衛策を取らなければならないだろう。


　一つ息をついて気持ちを落ち着けてから、ドアをノックする。


「お待たせしました」


　応接室に足を踏ふみ入れると、来客者二人がソファから腰こしを上げた。まだ若い長身の男性と、白はく髪はつの紳しん士し。


　長身の男の貌を見た瞬しゆん間かん、忍は心臓が止まりそうになった。


　──噓うそだ……。


　夢ではないのか。どうして彼がここにいるのだろう。瞬まばたきするのも忘れ、目の前の男を凝ぎよう視しする。


　意思の強さを表す眉とがっしりした顎あごのライン、高い鼻梁。闇やみのように深い、漆しつ黒こくの双そう眸ぼう。甘さを削そぎ落とした野性的な顔立ちに、官能的なフォルムを持つ唇くちびるが成熟した色いろ香かを添そえている。


　ゆっくりと一度瞬きしたが、彼の姿は消えなかった。


　確かに、彼だ。忘れるはずがない。でも、どうして──。


　驚おどろきすぎて、声も出なかった。こんな形で高嶺と再会するとは思わなかった。しかも、有名ファンドの幹部だなんて。


　予期せぬ再会に立ち竦すくんでいると、高嶺がふと唇を綻ほころばせた。儀ぎ礼れい的な、よそよそしい笑えみだ。


「本日は、突とつ然ぜんお訪ねして申し訳ありません。貴重なお時間を割さいていただき、ありがとうございます」


　ありきたりな口上を述べ、慣れた手つきで名めい刺しを差し出してくる。


「サンライズ・キャピタル代表の高嶺秀幸と申します。こちらは、副代表の北川です」


　高嶺に紹しよう介かいされて、五十前後の温厚そうな男性が会え釈しやくする。投資ファンドの副代表というよりも、大学教授のほうがふさわしい雰ふん囲い気きの持ち主だ。


　呆ぼう然ぜんと高嶺の貌かおに見入っていた忍は、「取とり締しまり役やく」という木島の囁ささやきで我に返った。「頂ちよう戴だいします」と一礼して名刺を受け取る。


　忍を見る高嶺のまなざしは、以前のような親しみに満ちたものではなかった。よそよそしいというより、冷れい淡たんでさえある。


　やはり、怒おこっているのかもしれない。あのときの自分の軽率な言葉を、高嶺が不ふ愉ゆ快かいに思っていても無理はなかった。


　大学を辞やめたのも、あれが原因だったのだろうか。この八年、どうしていたのだろう。


　罪悪感に胸が激しく疼うずいたが、木島や北川の手前、個人的な会話はできなかった。高嶺の態度からしても、初対面を装ったほうが賢けん明めいだろう。


「取締役の桐原忍と申します」


「よろしくお願いいたします」


　名刺を渡わたすなり、高嶺がさりげないしぐさで握あく手しゆを求めてくる。戸と惑まどいがちに手を差し出すと、大きな手に包み込まれた。


　痛いほどの力で握にぎり締しめられて、思わず眉を寄せる。目が合った高嶺が、瞳ひとみを笑みの形に撓たわめた。


　わざとなのだ。こちらの動どう揺ようを楽しむような高嶺の表情に、忍はその意図を察した。背中に冷たいものを感じながら、テーブルを挟はさんで高嶺と対たい峙じする。


　お茶を運んできた女性社員が出ていくのを待って、高嶺が口を開いた。


「本日、伺うかがったのはほかでもありません。御おん社しやに投資させていただきたい」


　単刀直入な申し出に、空気が凍こおりつく。


　もっとも、動揺しているのは忍と木島だけで、サンライズ側の二人は表情を変えていない。


　覚悟をしていたとはいえ、心臓を鷲わし摑づかみされたようなショックがあった。姿を消して以来音おと沙さ汰たのなかった高嶺が現れただけでも驚きなのに、ハゲタカと恐おそれられる外資系ファンドの代表として、買収を持ちかけてきたのだ。


「……それは、いったいどういう……」


　ようやく出たのは、喉のどに絡からまったような声だった。高嶺がおもしろそうに眉を上げる。


「御社は現在、経営再建中とか。不採算部門からの撤てつ退たいや人事の刷新などを行った、桐原さんの手しゆ腕わんは見事だ。しかし、残念ながら明確な効果が上がっているとは言いがたい」


「いきなりやってきて、失礼な……！」


「木島専務」


　木島が食ってかかろうとするのを、忍は静かに制した。


　高嶺の指し摘てきは、もっともだ。反論の余地はない。むしろ、学生時代は親しげに「忍」と呼んでくれた高嶺に、「桐原さん」と呼ばれたことのほうがショックだった。


「桐原さんのやりかたに、問題があるというのではありません。ただ、このままでは焼け石に水だと申し上げているのです。さらなる改革を断行し、本業である輸入・販はん売ばい部門の不ふ振しんを立て直さない限りは」


　なめらかな低音は昔と同じだが、いまの彼の口調には、キャリアを積んだ余よ裕ゆうと自信が滲にじんでいた。


「そのためにも、ぜひ弊へい社しやに再建のお手伝いをさせていただきたいのです。経営上のパートナーとして」


「それで、弊社に出資してくださると？」


「桐原物産がかつての栄光を取り戻もどし、さらなる発展を遂とげるための一いつ端たんをサンライズ・キャピタルが担う。そうお考えいただきたい」


　目を逸そらしたくなる衝しよう動どうと必死に闘いながら、忍は高嶺の瞳の奥にあるものを探ろうとした。しかし、漆黒の瞳は闇のように深く、真意を窺うかがい知ることはできない。


「報告書の提出はこれからですが、すでに御社の株式の五パーセント強を取得しております」


　副代表の北川が穏おだやかに告げる。忍の隣となりで木島がかすかに唸うなった。驚くことばかりで、もはやなにに驚けばいいのかわからない。


「幸い、経営から退しりぞかれた桐原家の方から株を譲ゆずっていただくことができましてね」


　忍の脳のう裡りを掠かすめたのは、父と対立して会社を辞やめた例の親族だった。


　この調子でいくつかの大株主を抱だき込めば、議決権の三分の一に達する株式を保有するのは難しくないだろう。ＴＯＢでも仕し掛かけられたら、多くの個人株主が桐原物産の株式を手放すのは必至だ。


　くらりと目め眩まいがして、足あし許もとが傾かしぐ感覚があった。それでも必死に顔を上げ、目の前の男を見み据すえる。


「具体的な再建案をお持ちですか」


　忍の言葉を受けて、北川がアタッシェケースから分厚い書類の束を取り出す。


「こちらが再建案です。どうぞ、ご覧ください」


　表紙には、「桐原物産再建計画」と記されている。中をぱらぱらとめくっただけでも、経営トップの交代、業務の見直しといった改革のほかに、取り扱あつかいブランドの整理・再構築といった文字が見えた。本業である食品の輸入・販売事業により深く切り込んだ内容だ。


「今後も、オリジナル商品の生産は続けられるんですか」


「そのつもりです」


「寿じゆ福ふく園えんブランドも？」


　高嶺の問いに、忍はとっさに返答できなかった。寿福園はオリジナルブランドの一つだが、商品は抹まつ茶ちやオレなどのスティックタイプのみ。桐原物産の取り扱い商品の中で、浮ういた印象があるのは否いなめない。


　寿福園を含ふくめ、オリジナル商品の売上はどれも前年割れが続いている。だからこそ父にオリジナル商品の見直しを求めたのだが、それを高嶺に話すわけにはいかなかった。


「現在のブランド展開を変える予定はありません」


「製造工場の設備投資がかさむ一方で、売上が減少しているのに？」


　高嶺の双眸が、挑ちよう発はつするように耿ひかる。事前にかなり調べているようだ。背筋がひやりとするのを感じつつ、忍は冷静に返した。


「自社ブランド商品は、我が社の誇ほこりです」


「誇りだけでは、生き残っていけない」


　嘲あざ笑わらうように言って、高嶺は長い指を腿ももの上で組み直した。


「それは、誇りという名の慢まん心しんではありませんか。そこから生まれるのは、滅めつ亡ぼうでしかない」


　高嶺の言葉が鋭えい利りな刃は物ものとなって胸に突つき刺ささる。忍の隣で、木島も色をなくしていた。


　ドリップコーヒーの「エストリア」が大成功したことで、この商品があれば大だい丈じよう夫ぶという思い込みが社内に蔓まん延えんしていた。


　最近は一いつ杯ぱい十九円のドリップコーヒーが販売されるなど、価格競争が激化している。「エストリア」は高品質なだけに単価が高く、苦戦が続いていた。


「弊社が外資ファンドということで、警けい戒かいなさっておいでかと思います。しかし、国内資本か、外資かという括くくりだけで考えるのは馬ば鹿かげてる。金は、金でしかない。それを踏ふまえて、なにが御社にとって大切なのか、よく考えていただきたい。名より、実を取る勇気を持っていただきたいと思います」


　説得力のある言葉だった。口調は奇き妙みようなほど熱く、思わず引き込まれそうになる。


　だがそれも、ほんのつかの間だった。


「ご返答は、十日以内にいただきたい。よくご検討ください」


　一方的に通告すると、高嶺はこれで用がすんだとばかりにソファから立ち上がった。


「よいお返事をいただけることを期待しております」


　忍を見つめるまなざしは、最後まで冷ややかだった。











　優美な曲線を描えがく錬れん鉄てつ製の門が、軋きしんだ音を立てる。


　世せ田た谷がやにある実家は、祖父が健在だったころに建てられたものだ。洋館を模した凝こった造りが昔せき日じつの栄光を偲しのばせる。


　玄げん関かんの吹ふき抜ぬけ窓に嵌はめられた青いステンドグラスは、子供のころからの忍のお気に入りだ。古びてはいるが、久しぶりに見るとほっとした。


「お帰りなさい」


　インターホンを押すと、母親の早さ智ち子こに迎むかえられた。すでに家政婦は帰ったらしい。昔は住み込みで数人いたのだが、いまは通いの家政婦が一人いるだけだ。


「遅おそかったわね。いつもこんなに遅い時間なの」


「これでも早く帰ってきたんだけれど」


　お嬢じようさま育ちの母は、おっとりとしている。外見も若々しく、二十八歳の息むす子こがいるようには見えない。いまも娘むすめ時代と同様に、生け花やお茶、日本舞ぶ踊ようなどの趣しゆ味みに明け暮れる、優ゆう雅がな生活を送っている。


「お帰り、兄さん」


　玄関先の物音を聞きつけて、弟の悠が二階から下りてきた。会社で会うときは周囲に対する遠えん慮りよがあるらしく、距きよ離りを置いて接してくる。


　もっとも、同じ母親似でありながら、外見だけで二人が兄弟だと気づかれることはめったにない。クールだと評される忍とは対照的に、悠は子犬のように人ひと懐なつこい雰ふん囲い気きの持ち主だ。くるくると変わる表情もあって、顔立ちの甘さがより際きわ立だつ。


　誰からも愛される六歳下の弟を、忍は可愛かわいがっていた。いまもつい、弟の柔やわらかな髪かみに手が伸のびる。


「ただいま。今日は早かったんだな」


「うん。お父さんがいないから、早く帰ろうと思って」


　忍に髪を撫なでられ、悠が面おも映はゆそうに微ほほ笑えむ。


「早くないわよ。悠だって少しまえに帰ってきたばかりじゃないの。みんな、働きすぎよ」


　最近、父と出かける機会がめっきり減って不満を募つのらせている早智子が、唇くちびるを尖とがらせる。経営不振が続いていることは、母の耳に入れていない。気づいているのかもしれないが、母は一度も触ふれたことがなかった。


「お腹が空すいたでしょう？　忍さんが帰ってくるというから、好きなものを作ったのよ」


「それは楽しみです」


「あたためるから、着き替がえてらっしゃい」


　一人暮らしをしている息子が久しぶりに帰ってきたのが嬉うれしいらしく、早智子がうきうきとした様子でキッチンへ向かう。母の姿が消えるのを待って、悠がため息混じりに告げた。


「またお刺さし身みと肉じゃがに、カレーライスっていう不思議な組み合わせだよ」


「好きなものを食べさせてやろうという親心だろう。ありがたくいただくよ」


　いずれも子供のころの好物だ。もうカレーライスに喜ぶ子供ではないが、母の気持ちは嬉しかった。


　着替えてくると悠に言い置いて、自室に向かう。実家を出たときのままに保たれた部屋は、いつ帰ってもいいように、埃ほこり一つなく掃そう除じされていた。


　大学時代を過ごした部屋にいると、当時のことを思い出してしまう。今日は、高嶺と再会したからなおさらだ。


　よそよそしい声こわ音ねと、冷ややかなまなざし。まるで彼は、別人のように変わっていた。


　あの場には、木島や北川が同席していたし、高嶺にはサンライズ・キャピタル代表としての立場がある。プライベートではなく、仕事で顔を合わせたからだと思いたいが、それにしても高嶺の態度は冷れい淡たんだった。


　思い当たる原因といえば、ただ一つ。


　──どうして、あんなことを言ってしまったのだろう。


　最後になるとは思わずに高嶺と交かわした会話を思い出せば、苦い悔かい恨こんが込み上げてくる。いや、八年間、ずっと後こう悔かいしてきたのだ。


　二歳年上の高嶺とは、大学のフライフィッシングサークルで知りあった。


　野性的な顔立ちと、百九十近い長身。沈ちん黙もくしていると怖こわいほどの迫はく力りよくがあるが、高嶺は気取りがなく、大らかな性格をしていた。人望も篤あつく、しぜんと周囲に人が集まる。


　当初は強面こわもての先せん輩ぱいを敬遠していた忍も、高嶺の人となりを知るにつれて打ち解けていった。同じ経済学部だったからか、高嶺もなにかと忍を気にかけてくれた。


　外見も性格も可愛い悠とは違ちがい、忍は同級生からはクールで近寄りがたいと煙けむたがれ、上級生からは生意気だと毛け嫌ぎらいされることが多かった。あの桐原物産の御おん曹ぞう司しという先入観があったのかもしれない。


　だが、高嶺は違った。色いろ眼鏡めがねで見ることなく、ありのままの忍を受け入れてくれた。ただし、お気に入りの後輩として。


　サークルの仲間には内ない緒しよで忍だけ釣つりに誘さそってくれたり、一人暮らしをしているアパートに招いてくれたりした。誰にでも公平に接する高嶺に特別扱いされて、ひそかな優ゆう越えつ感さえ覚えたものだ。


　父が再さい婚こんし、高校時代から一人暮らしをしていること。学費と生活費は父が出してくれているが、なるべく自分で稼かせぎたくてアルバイトをしていること。お金を貯ためて、長期の休みには釣りのために海外へ行くことなどを、二人きりのときに話してくれた。


　それが、無性に嬉しかった。高嶺の秘密を共有しているようで。


　付属からエスカレーター式で進学した忍の周囲には、恵めぐまれた環かん境きようで育ったタイプが多かった。だから、自みずからの力で人生を切り開こうとしている高嶺がよけい新しん鮮せんに思えたのだ。野性的な力強さや、迸ほとばしるような生命力。自分にはないものに、惹ひかれたのかもしれない。


　忍自身はちょうど、父親との関係に悩なやんでいた時期でもあった。


　父の言いなりにはなりたくないが、母によけいな心配をかけたくない。六歳下の弟には、兄としてお手本を示さなければならない。


　あのころの自分は、家でも学校でも必要以上に気を張っていたと思う。


　けれど、高嶺にだけは自然体でいられた。


『親子というだけで、理解しあえるわけじゃない。おまえはよくやってるよ。親おや父じさんの期待に応こたえながら、自分の意思を通すところはちゃんと通してるんだから』


　俺は反発するばかりだったから、すっかりこじれちまったけどな、と微び苦く笑しようする高嶺の言葉には重みがあった。高嶺から、父親との関係がうまくいっていないと聞いていたせいもある。


　重い話をしても逃にげず、かといってありきたりな正論で忍を追いつめることもなく、高嶺はただ話を聞いてくれた。だから、どんなにつまらない愚ぐ痴ちでも弱音でも吐はけたのだ。


　悠が生まれて以来、弟を守る兄としての役割を担わされてきた忍は、高嶺によって初めて、甘やかされ、庇ひ護ごされる心ここ地ちよさを知った。


　ほかの相手なら、馬ば鹿かにするなと突つっ撥ぱねただろう。けれど、十センチあまり背の高い高嶺に髪をくしゅくしゅと搔かき混ぜられると、奇き妙みように甘い感情に胸が騒さわいだ。


　そんな親密だった高嶺との関係に水を差したのは、翌年、サークルに入ってきた一年生だった。やたらに目が大きくて、甘ったるい顔立ちをした男子学生。顔だけでなく、日ひ野のという名前も覚えている。その後輩が、高嶺にまとわりつきはじめたのだ。


　高嶺は男女問わず人望があったし、何人かから告白されていたことも知っている。もし高嶺に彼女ができたら、いままでのようなつきあいはできないだろう。そのくらいは、忍も弁わきまえていた。


　だが、日野はただの後輩に過ぎない。


　先輩、先輩と連呼する甘えた声も、媚こびを含ふくんだまなざしも、なにもかもが不ふ愉ゆ快かいだった。男のくせに、気持ちが悪い。


　高嶺に馴なれ馴れしくする日野の姿を目にするたび、どす黒い感情が胸に広がって、息ができなくなった。


　高嶺も高嶺だ。日野にべたべたされて、嫌いやがるそぶりも見せないのだから。おかげで、あの二人は怪あやしいなどという噂うわさまで出る始末だ。それが、忍の不快感に拍はく車しやをかけた。


　決定的な事件が起きたのは、夏休みのあの日だ。


　サークル合宿で行った、山やま梨なしの渓けい流りゆうで偶ぐう然ぜん目もく撃げきしてしまった。高嶺が、日野にキスする場面を。


　夕暮れどきで茜あかね色いろに染まった空と、重なる二人のシルエットがいまも目に灼やきついている。


　二人がそんな関係だったなんて、まったく気づかなかった。誰より、高嶺の近くにいたはずなのに。


　──嫌だ。


　真っ白になった頭の中、嫌だという声だけが響ひびいていた。


　顔を上げた高嶺が、日野になにかを囁ささやく。救いだったのは、高嶺が恋こい人びとに向けるような甘い笑え顔がおではなく、厳しい表情をしていたことだ。


　そのとき、運悪く足許の小石を弾はじいてしまった。物音に気づいて振ふり返った高嶺と、目が合う。


　刹せつ那な、高嶺はなんとも言えない表情をした。驚きよう愕がくと後悔、罪悪感が複雑に入り混じったような。


　だから、わかってしまった。噂は、ただの噂ではなかったのだ。


　それからどうやって民宿に帰ったのか、覚えていない。覚えているのは、その日の夜の高嶺との会話だけだ。話があると言って忍を外に連れ出した高嶺は、開口一番に謝った。


『今日は悪かったな。妙なとこ見せちまって』


『いいえ。こちらこそ、すみません。高嶺さんと日野とのこと、ぜんぜん気づいてなくて……』


　無ぶ粋すいな真似まねをしたことを詫わびると、高嶺が驚おどろいたように目を瞠みはった。


『忍、なんか勘かん違ちがいしてないか？』


『勘違い、とは……？』


『日野とはなんでもない。おまえが思っているようなことは、なにもないんだ』


　だったら、どうしてキスなんかしたんだ。ほっとした次の瞬しゆん間かんに、どうしようもない怒いかりと不快感が突き上げてきた。我ながら、不可解だった。二人のキスシーンを見て、どうしてこんなにショックを受けているのか、よくわからない。


『そ…そんなこと、俺には関係ありません。でも……あんなの、気持ち悪いです。男同士で、あんな、穢けがらわしいこと……』


　混こん沌とんとした感情のまま、口から出た言葉だった。そこに深い考えがあったわけではない。


　高嶺の凍こおりついた表情を目にしてやっと、自分の失言に気づいた。すうっと血の気が引く。


　違う。穢らわしいなんて、言うつもりじゃなかった。ただ、ショックだっただけで──。


『……そっか。そう思ってたのか』


　焦あせっているあいだに、高嶺が強こわばった貌かおでぎこちなく微ほほ笑えんだ。細められた瞳ひとみには傷ついた色があって、なにも言えなくなる。


『嫌な思いをさせたな。ごめん』


　少し散歩をするからと言い置いて、高嶺は背中を向けた。


　謝らなければ。焦る気持ちとは裏腹に、高嶺を呼び止める声すら出なかった。


　高嶺の背中が闇やみに紛まぎれる。それが、高嶺を見た最後だった。


　翌朝早く、高嶺は一人で民宿を発たってしまった。なんでも急な用ができたのだという。大学を辞めたことを知ったのは、夏休みが終わってからだ。


　高嶺が一人暮らしをしていたアパートを訪ねたが、もぬけの殻からだった。サークルの仲間や友人に訊たずねても、誰一人高嶺の行ゆく方えを知らない。謝りそびれたことを後悔しても、あとの祭りだった。


　思うところがあったらしく、高嶺は就職活動をしていなかった。中退したせいで内定を取り消される心配はなかったが、だからといって、四年生の九月にもなって中退しなければならない理由がわからない。


　ただ、高嶺がいなくなってから、わかったことがある。


　高嶺に懐なつく日野を見るたび、胸が不快に波立ったのは、後輩に嫉しつ妬としていたからだ。


　自分の感情に素す直なおで、甘えるのがうまくて。庇護され、愛されるのがあたりまえの日野は、忍とは対照的だった。


　そういえば、日野と悠は少し似ているかもしれない。悠のことは可愛かわいいし、愛している。けれどあまりにも素直で純じゆん粋すいで、ときに疎うとましくなることがあった。


　歪ゆがんだ感情だ。自分の醜みにくさを、日野によって突きつけられた気がした。日野が羨うらやましくて、だから大だい嫌きらいだった。


　高嶺が日野にキスするのを見てショックを受けたのも、嫉妬したからだ。穢らわしいなんて思っていない。


　高嶺に対する気持ちに気づいたのは、彼がいなくなったあとだ。


　雨が土に染み入るようにして、ゆっくりと芽生えていた高嶺への想おもい。あまりにも自然すぎて、気づかなかった。同性に好意を持ったことはなかったから、高嶺への気持ちはずっと親愛の情だと思っていたのだ。


　なんの音おと沙さ汰たもなく一年、二年と過ぎ、高嶺がいないという切実な喪そう失しつ感かんが深まっていくなかで、自分の気持ちを自覚した。


　高嶺が、好きだったのだ。


　気づいたところで、どうしようもなかった。高嶺はもういないのだから。


　せめて、不用意な言葉を謝りたい。自分のせいで大学を辞めたのかもしれないと思うと、いたたまれなかった。


　忍が苦い罪悪感を嚙かみ締しめ続けた八年、高嶺はどうやって過ごしてきたのだろう。どういう経けい緯いで、サンライズの代表になったのだろう。


　世界的な投資会社の日本法人を三十歳の若さで任されているという事実が、彼の有能さを端たん的てきに示していた。


　サンライズからの提案は、父にも伝えてある。明日、大阪出張から父が戻もどるのを待って、幹部を集めて会議を開く予定だ。ファンドからの接せつ触しよくは初めてなだけに、対応策を練らなければならない。


　高嶺が置いていった提案書には、一とおり目を通した。的確な分ぶん析せきと、具体的な改革案。文句のつけようのない内容だった。


　しかし、受け入れられるかどうかはべつだ。


　本ほん棚だなから大学時代のアルバムを取り出す。サークルの合宿だろう。二十二歳の高嶺と、二十歳の忍がくったくのない笑え顔がおで写っている。


　もう、このころには戻れないのだろうか。


　高嶺とのことは、切実な悔かい恨こんと痛みをもってしか振り返れない過去になってしまうのだろうか。


　ふいにノックの音が響いて、アルバムをめくる手が止まる。


「兄さん、食事の用意ができたよ」


「ああ、いま行く」


　胸を疼うずかせる切ない追つい憶おくを断ち切り、忍はため息とともにアルバムを閉じた。




２







　サンライズ・キャピタルのオフィスは、神かみ谷や町ちよう駅近くにあった。外資系企き業ぎようが多く入居するインテリジェントビルの最上階だ。


　先日の件で、お会いしたい──忍の申し出に対して高嶺が時間を割さいてくれたのは、金曜の夜だった。


　週末とあって残業する社員は少ないのか、意外にもフロアはひっそりしている。時折、英語でやりとりする声が聞こえてきた。


「会議が長引いておりまして……申し訳ありませんが、こちらでお待ちください」


　高嶺の秘書という女性に案内されたのは、いかにも外資系らしい、洗練された雰ふん囲い気きの応接室だった。


　サンライズの提案があってから、約一週間。


　桐原物産の社内は、対応を巡めぐって紛ふん糾きゆうしていた。何度も会議が開かれたが、結論が出ない。


　ハゲタカファンドなどに身売りしてたまるかと激しい拒きよ絶ぜつ反応を示す者もいれば、他社に吸収合がつ併ぺいされるよりましだと主張する者もいて、さまざまだ。


　これまでは買収の申し出を即そく座ざに拒きよ否ひしてきた父も、今回ばかりは悩なやんでいた。


　サンライズの提案書には、同社が第三者割当増資を引き受けて筆頭株主となり、経営のアドバイスを行う、とあった。経営権は獲かく得とくしないと明記されていたことが、父をはじめとする幹部たちを安心させたようだ。


　ただし、今回の提案を受け入れない場合はその限りではない。


　Ｍ＆Ａが増えているとはいえ、日本ではまだまだ敵対的買収は成功しにくい。世論の支持を得られないうえ、企業イメージを損ねることを恐おそれる買収側が、強ごう引いんな手法を取りたがらないからだ。


　しかし、外資系は違う。高嶺が言ったように、彼らは名より実を取る。桐原物産が今回の申し出を拒否すれば、即座にＴＯＢをかけてくるだろう。


　もう少し詳くわしい説明をとサンライズに要よう請せいしたところ、やってきたのはバイス・プレジデントの肩かた書がきを持つ金きん髪ぱつ碧へき眼がんの青年と、まだ若いアソシエイトの日本人社員だった。


　彼らの説明は的確でそつがなかったが、高嶺が出向いてくれなかったことに、忍は内心で落らく胆たんした。


　いくつもの買収案件を抱かかえる、多た忙ぼうな身であることはわかっている。でも、返答するまえにもう一度、高嶺と話がしたかった。


　提案書に記された再生計画は、忍が考えていたものとほぼ同じだ。寿福園ブランドの売ばい却きやくにも異存はない。サンライズが描えがいた桐原物産再生のシナリオは、この通りに実現できるならば、完かん璧ぺきと言えるだろう。


　ただ、サンライズの目的が気になった。


　投資家から高い運用利益を求められるのが、ファンドの宿命だ。とくにサンライズは、年利四十五パーセントという驚異的な運用利益を上げている。


　サンライズはこれまで、株式の過半数を取得して経営権を握にぎるやりかたを取ってきた。買収費用がかかるかわりにサンライズ主導で経営ができ、結果的により多くの利益を得られるからだ。


　にもかかわらず、桐原物産の案件では経営権を握らないと断言している。中ちゆう途と半はん端ぱで、不可解な気がした。


　高嶺の話しぶりからすると、忍が経営改革担当であることを知っていて、投資の提案をしてきたのは明らかだ。


　手を差し伸のべようというのか、それとも──。


　高嶺が仕事に私情を差し挟はさむとは思えないが、桐原物産に投資するメリットがサンライズにあるのだろうか。なにか、ほかの意図があるのではないか。たとえば、他企業に転売するような。


　目的を質ただしたくて、高嶺に会いに来た。


　だが、それは言い訳かもしれない。高嶺に訊たずねたいことは、ほかにもある。


　今回の提案と高嶺に対する個人的な感情は、切り離はなして考えるべきだ。過去の高嶺とのつきあいがどうあれ、判断が左右されてはならない。


　わかってはいるが、高嶺にこれまでのことを訊ねないと、さきに進めない気がした。これ以上、罪悪感とやましさを抱え続けるのはつらい。


　十分ほど経たったとき、こちらに向かってくる足音とが聞こえた。


「明日は予定どおりだ。今日はもう帰っていい」


「承知しました。お先に失礼いたします」


「お疲つかれさま」


　高嶺とさきほどの秘書のようだ。彼女を労ねぎらう声は、笑えみを含ふくんでやさしい。かつて、忍に向けられたように。小さな棘とげが突つき刺ささったように、つきんと胸が疼いた。


　どうかしている。高嶺を好きだったのは、過去のことだ。


　忍が腿ももの上に乗せた両手をぎゅっと握り締しめたのと、ドアが開いたのは同時だった。


「待たせたな」


「……お忙いそがしいところ、申し訳ありません」


　漆しつ黒こくの瞳ひとみとまともに目が合い、心臓の鼓こ動どうがどくんと跳はね上がった。どういう態度で接したものかと一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよしたが、後こう輩はいとしてではなく、桐原物産取とり締しまり役やくとして来たのだと思い直す。


「で、俺に話とは？」


　高嶺の口調は先日よりくだけていたが、かえってそっけなく響ひびいた。ドア越ごしに聞こえた、秘書に対する親しげな声こわ音ねとは大おお違ちがいだ。


　先日と変わらぬ冷れい淡たんなまなざしを向けられ、ひんやりとした失望が胸に広がる。


　他た人にん行ぎよう儀ぎな態度はほかに人がいたからで、二人きりならば以前のように接してくれるのではないか。どこかで、そんな期待があったのだ。


　甘かった。個人的な感情と仕事はべつだと言っておきながら、このざまだ。いますぐ逃にげ帰りたくなったが、来た以上は目的を果たさなければならない。怯ひるみそうになる自分を鼓こ舞ぶし、忍は口火を切った。


「弊へい社しやへ投資される目的は、いったいなんでしょう？」


「金かね儲もうけのためだ。当然だろう？　俺たちは慈じ善ぜん事業をやっているわけじゃない」


　皮肉っぽく目を細め、高嶺は煙草たばこを咥くわえた。プラチナのライターを取り出した袖そで口ぐちからは、クロコダイルストラップの高級時計が覗のぞく。オーダーのスーツに皺しわ一つないワイシャツ。趣しゆ味みのよいネクタイに、シンプルなプラチナのネクタイピンが映はえる。


　洗練された、隙すきのない装いだった。身につけているのは高級品ばかりだが、嫌いやみな印象はない。億単位の収入があるだろういまの彼には、どれも安いものだろう。


　服装に無む頓とん着ちやくだった昔の高嶺からは考えられない、変へん貌ぼうぶりだ。向き合っていると、高嶺の変化がいっそう浮うき彫ぼりになるようでつらかった。


「それならなおのこと、弊社に投資されるメリットがあるとは思えません」


「あるさ。桐原物産にはブランド力がある。提案書の再生計画を実行して企業価値を上げれば、当然株価も上がる。我々にとって最大の利益が見込める段階で保有株式を売却し、投資家を納なつ得とくさせるだけの利益を出せる計算だ。もっとも、うちの投資先はいくつもある。桐原物産だけじゃない」


　自信に満ちた口調で断言し、高嶺が紫し煙えんを吐はき出す。以前は喫きつ煙えんしない忍を慮おもんぱかり、いっしょにいるときは吸わなかったのに。


「経営権を握らないのは、なぜですか？　御おん社しやがこれまでに手がけられたケースとは、違ちがうように思いますが」


「破は綻たん企き業ぎようをプレパッケージ式で再生させるのと、桐原物産のケースとは違う。第一、日本では強引なやりかたは成功しない。俺の前任者は、玄げん武ぶビールの買収に失敗して本国に送そう還かんされた。俺としては、同じ轍てつを踏ふむわけにはいかない」


　高嶺の言う玄武ビールの件は、二ヵ月ほどまえのことだ。同社に買収攻こう勢せいをかけていたサンライズは、株主総会での買収防衛策の否決を目指して株主に働きかけたが、三分の二以上の大差で承認され、買収に失敗した。


　そのときのサンライズの代表は、高嶺ではなかったのか。ふと気になって、忍は訊ねた。


「いつから、サンライズにいらっしゃるんですか？」


「日本に帰国したのは、今年の四月だ。それまでは、本国のＫＫＷにいた」


「……どうしてＫＫＷに？」


　立ち入りすぎだろうかとためらいつつ訊きいたのだが、高嶺はあっさり話してくれた。


「大学を辞やめたあと、釣つりをしながら海外をぶらぶらしていたら、ひょんなことでＫＫＷ創立者の一人、ジョン・ウィルスと知りあった。それがきっかけでＫＫＷでアルバイトをすることになって、そのまま居ついたってわけだ」


　物もの怖おじしない高嶺らしい。けれど、旅先でＫＫＷの創立者と知りあうことなどそうないだろう。アルバイトから、日本法人の社長に上りつめる人間もだ。


　高嶺の意思と才能、そして度胸が幸運を引き寄せるのだろう。


　この際だから、大学を辞めた理由を訊ねてみようか。迷っているあいだに、「そんなことはともかく」と高嶺が話を元に戻もどしてしまった。


「本国のＫＫＷは、バルチャー・ファンドと叩たたかれて、日本でのビジネスがやりにくくなることを恐おそれている。サンライズ・キャピタルなんて名前にしたのも、そのせいだ。日本法人を設立してから十年あまり、狭せまい島国には独自のローカル・ルールが存在することを彼らは学びつつある。もっとも俺の前任者はアメリカ人だったから、そのあたりがよくわからなかったんだろうな」


　前任者の失敗を冷静に分ぶん析せきしながら、高嶺は長くなった灰をクリスタルの灰皿に落とした。骨ばった長い指。かつて、フライ（毛け鉤ばり）を自作する高嶺の器用な指に見み蕩とれたことを思い出す。


　切ない追つい憶おくに浸ひたりそうになり、忍は高嶺の指先から目を逸そらした。


「提案書にある再生プランは三年計画でしたが、三年で再生が可能というご判断ですか？」


「あくまで予定だ。再建の進しん捗ちよくしだいでは、短くなることも長くなることもあるだろう。だが、桐原物産は絶対に再生してみせる」


　揺ゆるぎないまなざしが、忍を見み据すえる。高嶺には己おのれの手しゆ腕わんに対する絶対の自信があるのだろう。それが、実績に裏づけされたものであることもわかる。


　高嶺を信用したい。だが。


「再建のあいだ、弊社の株式を売ばい却きやくしないという保証は？」


「ずいぶん信しん頼らいがないんだな。そんなにハゲタカファンドが怖こわいか？」


　高嶺がくっと喉のどを鳴らす。かつての高嶺からは想像もつかない露ろ悪あく的な表情に違い和わ感かんを覚えつつ、忍は冷静に切り返した。


「提案書には、なにも記されていませんでしたので」


「保証ね。──そうだな……」


　独り言のように呟つぶやき、高嶺はなにかを考え込む顔つきで沈ちん黙もくした。


　しんとした静せい寂じやくのなか、奇き妙みように空気が張りつめていく。


　不利な条件を提示されるのだろうか。不安と緊きん張ちように喉が干上がるのを感じながら、高嶺が口を開くのを待った。


　数十秒だったのか、それとも数分だったのか。闇やみ色の双そう眸ぼうが底光りするように耿ひかり、忍を映した。


「保証は、おまえと引き換かえだ。おまえをぜんぶ、俺によこせ」


「え……？」


　意味がわからなかった。労働力かなにかを提供しろということだろうか。しかし、そんなものが保証と引き換えになるのだろうか。


「わからないか？　おまえの体で、俺を愉たのしませろと言っているんだ」


　困こん惑わくしている忍に、高嶺が薄うすく笑いかけた。目を眇すがめた表情は酷こく薄はくで、そのくせ背筋がぞくりとするほど官能的だ。


「おまえが俺の要求に従っているあいだは、桐原物産の株式を売却しない」


「な…、っ」


　ようやく高嶺の意図を理解し、忍は全身の血が逆流するような感覚を覚えた。噓うそだ。高嶺が、こんな破は廉れん恥ちな要求をするはずがない。


「冗じよう談だんはやめてください」


「こんなこと、冗談で言わないさ。最近少し派手にやりすぎたからか、マスコミが取材させろとうるさくて敵わない。女で憂うさ晴ばらししたいところだが、そんなことをすればやつらの格好の餌え食じきになるだろう」


　冗談であってほしい。すがるようなまなざしを向けた忍の願いは、おもしろそうに眉まゆを上げた高嶺に一いつ蹴しゆうされた。


「だが、男のおまえが相手なら安心だ。怪あやしまれることはないだろうし、口外される心配もない。──言えないだろう？　プライドの高いおまえが、男と寝ねたなんて」


　高嶺が皮肉っぽく笑う。


　そのとおりだ。世間体や体裁を気にする忍が、同性との関係を他人に打ち明けられるはずがない。高嶺には、考えかたも性格も知り尽つくされている。


「取り引きしよう。三年間、株式を売却しないという保証が欲しいなら、おまえ自身で手に入れろ。桐原物産のために、人ひと身み御ご供くうになる覚かく悟ごがあればだがな」


「そんな……」


　まだ、サンライズの提案を受け入れると決まったわけではない。しかし、父の気持ちが傾かたむきはじめているのは明らかだった。忍自身、他社に吸収合がつ併ぺいされるよりは、サンライズの力を借りて桐原物産を再生したほうがいいと考えている。


　だが──。


　取り引きとして、高嶺と寝る。そんなことが、できるだろうか。


　欲望を解消するための、都合のよい遊び相手。それが、忍に求められている役割だ。


　これは、八年前の意い趣しゆ返がえしなのだろうか。穢けがらわしいと高嶺を詰なじったことへの。


「どうする？」


　高嶺はおもしろそうな貌かおで、忍の出方を窺うかがっている。桐原物産の再生に懸かける熱意を、試されているのだろうか。


　どうしよう。どうしたらいい。


　しかし、いくら考えたところで忍に選せん択たく肢しがないのは明らかだった。


「──わかりました」


　凍こおりついたような喉から、自分のものとは思えない声が出た。


「それが、我が社のためになるなら」


　刹せつ那な、高嶺の整った貌から表情が消えた。驚きよう愕がくと怒いかり、落らく胆たんともつかないものに、瞳ひとみだけが燃えている。


「見上げたものだな。会社のために、俺と寝るなんて」


　ぞっとするほど冷ややかな口調で忍を揶や揄ゆし、ソファから腰こしを上げる。


　反射的に忍も立ち上がったが、伸のびてきた腕うでに手首を捉とらえられた。逃にげる間もなく引き寄せられて、前のめりになった体を厚みのある胸板に受け止められる。


　かすかな苦みを孕はらんだ、涼すずやかなフレグランスと煙草たばこの匂におい。衣服越ごしに、隆りゆう起きした胸板の感かん触しよくがはっきりと伝わってくる。


「高嶺さ……」


　顎あごを摑つかみ取られ、強引に仰あおのかされる。獲え物ものを狙ねらう猛もう禽きん類るいのようなまなざしに射い竦すくめられて息を呑のんだ瞬しゆん間かん、高嶺の唇くちびるが落ちてきた。


「……っ」


　信じられない。高嶺と、キスしているなんて。


　予期せぬ事態にすっかり虚きよを衝つかれて、抵てい抗こうできなかった。濡ぬれた舌先に唇の輪りん郭かくをなぞられて、生々しい熱さにはっとする。


　驚おどろいて胸を押しやると、意外にも高嶺はあっさりと離はなれた。


　かわりに、痛いほどの熱を湛たたえたまなざしが忍を射い貫ぬく。


「これで契けい約やく成立だな」


　くちづけは、二人だけの密約の証あかしだった。











　オフィスからほど近くにある麻あざ布ぶ十番のマンションが、高嶺の住まいだった。


　外国人向けの物件らしく、靴くつを履はいたままで生活できるようになっている。天てん井じようが高く、一部屋ずつが広い。


　忍が通されたのは、四十畳じようほどのリビングだった。オフィスと同じイタリアブランドの家具が並んでいる。


　インテリアコーディネーターの手が入っているのか、インテリア雑誌のように生活感がない。もっとも、日本に帰国したのは四月というから、ここに住んでまだ一月くらいのはずだ。


　大学生のころ、高嶺が一人暮らしをしていたアパートとは大おお違ちがいだった。吸い殻がらでいっぱいになった灰皿や、読みかけの雑誌、釣つり道具。もので溢あふれた狭い部屋は雑然としていたが、生活する高嶺の体温が感じられて居い心ごこ地ちがよかった。


　以前の部屋を知っているだけに、いまの住まいが寒々しく思えてならない。部屋のありようにも、高嶺の変化が現れているようで。


「お一人なんですか？」


「結けつ婚こんしている家庭におまえを連れ込むほど、俺は厚顔じゃない」


　憮ぶ然ぜんとして返し、高嶺はキッチンのほうへ消えた。


　確かに、高嶺の指には既き婚こん者であることを示す指輪はなかった。高嶺が独身だと知ってほっとしている自分が嫌いやになる。


　しばらくして、高嶺がグラスを手に戻もどってきた。


「八年ぶりの再会に、乾かん杯ぱいだ」


　ずきんと胸が疼うずいた。乾杯するような気分ではなかったが、高嶺に倣ならってグラスを掲かかげる。軽く触ふれあったクリスタルが、澄すんだ音を立てた。


　一口含ふくむと、シングルモルトの独特の香こう気きが鼻を抜ぬける。かつて高嶺と飲んだのは、居酒屋だった。いまとなっては、懐なつかしい思い出だ。


　静かだった。


　時折、グラスに氷がぶつかる音がする以外、なんの音もしない。水割り程度では酔よえず、緊張が高まっていく。


　これから、高嶺と寝ようとしているのだ。欲望のみの、なんの感情も介かい在ざいしない取り引きとして。


　忍がグラスを飲み干すと、見計らったように高嶺が口を開いた。


「バスルームは、廊ろう下かを出て右手の扉とびらだ。バスローブとタオルは棚たなにある」


　いよいよだ。高嶺のごく事務的な説明に頷うなずき、腰を上げる。酔ってもいないのに、雲の上を歩いているように現実感がなかった。


　白で統一されたバスルームは明るく、広々としていた。バスタブはジャグジーつきで、一角にはシャワールームがあり、坪つぼ庭にわが見えるという贅ぜい沢たくさだ。


　ネクタイに手をかけたところで、鏡の中の自分と目が合った。ひどく青ざめ、強こわばった貌をしている。


　ショックだった。こんな形で、高嶺と体を重ねようとしていることが。


　高嶺に会って八年前のことを謝ろうと思っていたのに、事態は予想もしていなかった方向へ転がってしまった。


　高嶺の要求を拒きよ絶ぜつすれば、サンライズからの投資は受けられない。当然、桐原物産はさらなる窮きゆう地ちに立たされるだろう。


　ピエール・デュフィの出店計画が暗あん礁しように乗り上げるだけではない。他社に吸収合併されるか、買収されるか。いずれ桐原物産の名前は消えてしまうだろう。そうなるくらいなら、サンライズの再建案に賭けたかった。


　桐原物産の再生を果たせるなら、それでいい。熱い湯に打たれながら、自みずからに言い聞かせる。


　窮地につけ込み、取り引きを突つきつけた卑ひ劣れつな男。


　失望し、軽けい蔑べつすればいい。いっそ、高嶺秀幸という男に幻げん滅めつしてしまいたかった。


　そうすればもう罪悪感もやましさも、感じないですむ。胸の奥深くで疼き続ける高嶺への思し慕ぼを、捨てられるはずだ。


　いや、違ちがう。高嶺を好きだったのは過去のこと。親愛の情を、恋れん愛あい感情と勘かん違ちがいしただけだ。


　八年あれば、人は変わる。自分だって変わった。


　時間をかけてシャワーを浴び、覚悟を決める。バスローブを羽織って眼鏡めがねをかけたことで、いつもの冷静さをいくぶん取り戻せた気がした。


「こっちだ」


　リビングに戻ろうとバスルームを出ると、べつのドアから顔を覗のぞかせた高嶺に手招きされた。


　足を踏ふみ入れたそこは、寝しん室しつだった。窓際には黒い革張りのソファが二脚と、シンプルなデザインのガラステーブルが置かれている。


　忍がシャワーを浴びているあいだ、高嶺はここで飲み直していたらしい。テーブルに氷の入ったアイスペールとウィスキーがあった。


「飲むか？」


「……いえ」


　中央に据すえられたキングサイズのベッドがやけに生々しく思えて、直視できない。ドア口に佇たたずんでいると、高嶺が長い脚でつかつかと歩み寄ってきた。


「こんなときくらい、外せよ」


「……っ」


　眼鏡を奪うばわれて、視界がぼやける。だが、沈しずんだ照明が作る陰いん影えいに彩いろどられた、高嶺の端たん整せいな顔立ちははっきりと見えた。


　ネクタイを緩ゆるめた高嶺は、憎にくらしいほどに男としての自信と風格に溢れている。


　強ごう引いんな指に顎を掬すくわれ、まともに視線を合わせられず、目を閉じた。


　吐と息いきが触れ、次に唇くちびるが落ちてくる。軽く吸われて、啄ついばまれて。ささやかなキスに、おかしいほど体が震ふるえた。


「……、っ」


　顎に添そえられた指に力が入り、口を開くように促うながされる。ためらいがちに従うと、すぐさま熱くぬめった舌先が押し入ってきた。


　かすかに甘い、ウィスキーの味。


　冷静でいられたのは、そこまでだった。


　歯は茎ぐきをなぞられて、くすぐったさとは異なる、微び妙みような感覚に体が竦すくむ。深く侵しん入にゆうしてきた舌に搦からめ捕とられると、背筋がぞくぞくと慄おののいた。


「ん……ん…っ」


　息をすることもできず、生きもののように蠢うごめく男の舌に翻ほん弄ろうされる。キスがこれほど官能的な行こう為いだということを、初めて知った。


「は、……っ」


　ようやく高嶺の唇が離はなれたときには、頭の中がぼんやりと霞かすみ、骨まで蕩とろけたようになっていた。


　肩かたを抱だかれて、ベッドに導かれる。清潔なシーツから、高嶺がつけているフレグランスの匂においがかすかに漂ただよう。


「自分で脱ぬいで、体を見せるんだ」


「っ…」


　信じがたい要求に顔を上げると、ベッドに腰こしを下ろした高嶺が酷こく薄はくなまなざしでこちらを睥へい睨げいしていた。


「できないのか？」


　覚かく悟ごを、試されているのだ。揶や揄ゆを含んだ冷えた声に、忍は唇を嚙かんだ。できないと言えば、ここで終わりだろう。当然、サンライズの投資は受けられない。


　激しい羞しゆう恥ちと屈くつ辱じよくを抑えつけ、バスローブのベルトを解く。そのまま合わせを開こうとしたが、手が震えて止まってしまう。


「怖こわいのか？」


　怖いに決まっている。ぬくもりの一いつ片ぺんたりともない、高嶺の冷れい酷こくなまなざしが。


　だが、恐おそれていることを知られるのは癪しやくだった。これは取り引きなのだ。ならば、感情のない人形のように体を投げ出したかった。


「相変わらず綺き麗れいだな」


　バスローブの前を開くと、高嶺の冷れい徹てつな視線が突き刺ささってきた。寒くもないのに、肌はだがざっと粟あわ立だつ。薄うすく筋肉がついた体は、綺麗という形容からはほど遠い。


　昔、サークルの合宿で温泉に行ったことがあった。むろん、高嶺もいっしょだ。


　あのときは、高嶺のまえで肌を晒さらすことに特別な感情を覚えたりしなかった。それが、取り引きという屈辱的な状じよう況きようで体を曝さらけ出すことになるなんて。感情を殺そうとしたそばから、高嶺のささいな言葉に心を搔かき乱されるのが情けない。


「男は初めてなのか？」


　当然だ。忍が肯こう定ていの徴しるしに頷くと、冷徹だった高嶺の視線がわずかに和やわらぐ。


「光栄だな」


　冗じよう談だんめいた口調で呟つぶやいて、顔を寄せてくる。くちづけられるのかと思ったが、高嶺の唇は顎あご先を掠かすめて、首筋に落ちた。


「ッ」


　竦み上がる忍をよそに、首筋から鎖さ骨こつにかけてくちづけてくる。


　まだはじまったばかりなのに、心臓が痛いほど音を立てていた。高嶺にも聞こえているのではないか。


「……な…っ」


　唇に小さな突とつ起きを含ふくまれ、忍は驚きよう愕がくした。女性でもないのに、どうしてそんな場所を弄いじるのだろう。思わず体を捻ひねり、胸むな許もとに顔を伏ふせた高嶺を押しのけようとする。


「おとなしくしてろ」


「ぁ、っ」


　片方の乳ち首くびを指先で摘つままれて、じいんと鈍にぶい疼うずきが突き抜ぬける。口を衝ついて出た声は、自分のものとは思えないほど甘ったるかった。


「やめて、ください……こんな、……」


　誰だ。こんな弱々しい声で訴うつたえているのは。困こん惑わくしているあいだにも、左右それぞれの突起を舌で転がされ、指先で揉もみしだかれる。


「この程度で音を上げるのか？」


「ちが……」


　意地の悪い指にゆるゆると捏こねられて、否定する声が途と切ぎれた。音を上げたわけじゃない。でも。


「そうじゃ…ない、けれど……、くすぐったい……」


「くすぐったい？　本当に、くすぐったいだけか？」


　高嶺が視線だけを上げ、薄く笑う。眇すがめた淫いん蕩とうなまなざしに、体の中ちゆう枢すうが妖あやしく疼いた。


「あ…ぅ、…っ」


　軽く歯を立てられて、上うわ擦ずった声が洩もれた。突起の先せん端たんがうずうずと甘あま痒がゆい感覚を訴えて、硬かたく凝しこっていく感覚がある。


「くすぐったいんじゃなくて、気持ちいいんだろう？　我が慢まんせずに、声を出せよ」


　男のくせに、こんな場所を弄られて感じるはずがない。否定したかったが、口を開いたとたん妙みような声が出そうだった。唇を嚙み締しめ、熱くなった呼吸をひたすら吐はき出す。


　体中の神経が、胸先の小さな突起に集中している。張りつめていっそう過か敏びんになった乳にゆう嘴しを括くくり出すようにされて、体がびくびくと跳はねた。与あたえられる刺し激げきはすべて淫みだらな熱に変へん換かんされ、忍の全身を蝕むしばんでいく。


　おかしい。こんなに感じているなんて。玩がん弄ろうされる突起から生じる感覚はもはや、紛まぎれもない快感だった。


　体の下に敷しき込んだバスローブは、忍が身を捩よじったせいでぐちゃぐちゃに乱れている。かろうじて腕うでにバスローブを通しただけの忍に対し、高嶺はいまだワイシャツにスラックスという格好だった。高嶺のまとう衣服が肌に触ふれるたび、自分だけ素す肌はだを晒していることを思い知らされ、惨みじめになる。


「尖とがってきたな。わかるか？」


「あ…っ」


　こりっと凝った乳嘴を抓つねられて、ガラスの破片のような快感が脳のう髄ずいに突つき刺さる。慄いた弾はずみに下か肢しが高嶺のスラックスに触れかけ、忍はぎょっとして腰を引いた。


　──噓うそだ……もう……。


　一度も触さわられていないのに、勃たち上がった屹きつ立りつの先端がじっとりと潤うるんでいた。自分の反応が信じられない。


「い、や……だ……」


「嫌いやでこんなになるのか？」


　思わず零こぼれた呟きを聞き咎とがめ、高嶺が下肢の付け根に触れてきた。やんわりと包まれて、ますますはしたない形に変化していく。


「もう濡ぬらしているじゃないか」


　張りつめた花か茎けいの先端をなぞられて、胴どう震ぶるいが走った。忍の意思とは裏腹に、熱くなった体は高嶺に触れられることを欲ほつしている。自分の浅ましさが恥はずかしく、情けない。


「とろとろだ。どんどん溢あふれてくるじゃないか」


「あっあ…っ」


　豊ほう潤じゆんな蜜みつの量を思い知らせるように、先端から根元にまで塗ぬり広げられる。手の動きに合わせて洩れる、ぬめった水音がいたたまれない。


「初めてなのに、乳首を弄られただけでこれほど感じるような淫いん乱らんな体だとは思わなかった。男同士なんて、穢けがらわしいって言っていたのにな」


　低く含み笑う高嶺の言葉が、忍の胸を鋭するどく抉えぐる。やはり、覚えていたのだ。


　否定したくとも、できなかった。高嶺に触れられて、かくも感じているのだから。


「や…、あ…っ」


　根元に実る蜜の袋ふくろを揉みしだかれて、押し出されるようにしてつぷつぷと蜜が溢れた。


　……もう、出てしまう。


　高嶺は双そう球きゆうを刺激して快感を煽あおる一方、小指で微妙に花茎の付け根を締めつけて射精を阻はばんでいた。さらに片方の手で、紅あかく尖った乳首を摘んだり、押し潰つぶしたりしてくる。


　これまでつきあったのは女性ばかりだったから、主導権を握にぎられ、焦じらされることには耐たい性せいがなかった。自身で触れるときも快楽を得ることは目的ではなく、処理に近い、実に機械的な行為だった。


　だから、知らなかった。


　絶頂を引き延のばされ、快楽さえ支配される屈辱が、さらなる悦えつ楽らくを生むことを。


「は…っ、ふ……」


　一いつ生しよう懸けん命めい息をしているのに、酸欠状態になったように苦しかった。放出を赦ゆるされない快感は、どろどろのマグマとなって体の中枢で渦うず巻まいている。


　気持ちがよくて、……溶とけてしまう。


　虚うつろに見開いた瞳ひとみから、瞬まばたきした弾みに涙なみだが零れた。涙とともに、理性も矜きよう持じも溶けて流れてしまいそうだ。少しでも気を抜くと、達いかせてほしいとねだりそうになる。


　朦もう朧ろうとしかけたとき、双そう丘きゆうの奥になにかが触れるのを感じた。


「あ、……？」


　窄つぼまりを軽く撫なでられて、慄りつ然ぜんとする。高嶺の指だ。ぐっと押しつけられて、忍は反射的に逃にげを打った。


「慣らさないと、つらい目に遭あうぞ」


「……ッ」


　ぎくりと固まった忍の腰こしを摑つかんで引き戻もどし、高嶺が指を差し入れてくる。


　覚かく悟ごを決めていたはずだった。しかし、初めて体内に感じる異物感に全身が竦すくんだ。指先がめり込んできただけで、不慣れな粘ねん膜まくが押し出そうとする。


「力を抜け。息を吐くんだ」


　どこをどうすればいいのか、わからない。浅い呼吸を繰くり返して、体の強こわばりを解こうと試みる。


「ぁ…ぁっ」


　息を吐くとわずかに締めつけが緩ゆるみ、長い指が少し埋うめ込まれた。爪つめの形や、関節の部分がはっきりとわかる。タイミングを見計らいながら、高嶺がじわじわと指を進めていく。


「や…め……」


　途と中ちゆうで制止の言葉を口にしかけ、忍は唇くちびるを嚙かんだ。やめてくれと言う権利は、自分にはないのだ。どれほどつらくとも、高嶺の気がすむまで耐たえなければならない。


　ついに根元まで沈しずめられる。中で指をわずかに動かされただけで、みっしりと絡からんだ襞ひだが軋きしんだ。


「きついな。緩められないのか？」


「……っ、く……」


　できない、とかぶりを振ふるのが精せい一いつ杯ぱいだった。誰にも触れられたことのない場所を、高嶺の指に支配されている。違い和わ感かんと羞しゆう恥ちに、忍は惑わく乱らんしかけていた。


　このままでは埒らちが明かないと思ったのか、高嶺が萎なえかけた花茎を掌てのひらに包み込んだ。


「ふ、…っ」


　巧たくみに扱しごかれて、苦痛と快感が綯ない交まぜになる。内ない奥おうに食はんだ指を小刻みに揺ゆすられるうちに、狭きよう隘あいな襞が熱を孕はらむ。


「あ、あ…っ」


　慎しん重ちように内部を探っていた指が、ある一点を掠かすめた。脳髄にまで激しく快感が突き抜ぬけ、驚きよう愕がく交じりの嬌きよう声せいが上がる。


「ここか」


「な、に…あ、あっ」


　かりっと引っ搔かかれて、わけもわからず腰がうねる。そういう場所が存在するということは知っていたが、経験するのは初めてだった。


「洩らしそうに快いいんだろう？　ぐちゃぐちゃになっている」


「や…っ、あ、あ…っ」


　内奥に潜ひそむ弱みをぐっぐっと抉られて、忍は髪かみを打ち振って悶もだえた。下肢では、紅く熟うれた果実がぬめった蜜を零している。


　嫌だ。見ないでほしい。


　羞はじらう気持ちをよそに、忍の細ほそ腰ごしは男の指ゆび遣づかいに合わせて妖しく揺れていた。男の指先がポイントから少しでも逸それると、ねだるように追いかけて突き上がる。


「や…あ、あっ、そこ…っ」


　なにを言っているのか、自分ではもうわからなかった。理解する能力が残っていたら、舌を嚙み切っていただろう。


　張りつめきった花茎が、濃のう密みつな滴したたりに塗まみれながら、なにかべつの生きもののように震ふるえている。もう限界だった。あと少し、ほんの少しの刺し激げきがあれば──。


「あ……ぁ…ぁっ」


　だが、絶頂を求めて腰を振り立てる忍を嘲あざ笑わらうように、高嶺は指を引き抜いてしまった。


　熟んだ粘膜が、恨うらめしげに収縮する。はしたない蠢うごめきを自覚したとたん、まるでそこにぽっかりと空くう隙げきが生じたような気がした。


　浅ましい。恥じ入って閉じようとした膝ひざを、高嶺に摑まれた。両りよう脚あしを抱かかえられ、左右に大きく開かれる。


「ぁ……」


　なんという格好だろう。羞恥に竦み上がった瞬しゆん間かん、柔やわらかく綻ほころんだ部分に灼しやく熱ねつの塊かたまりが押し当てられた。


　高嶺のまとうスラックスの生き地じが肌はだに触れる。服を脱ぬごうともせず、一方的に忍を弄ろう虐ぎやくする高嶺の態度に、これが快楽のみを目的とした行こう為いであることを思い知らされた。


　高嶺への思し慕ぼは、過去のもの。いくらそう思おうとしても、胸がやるせなく痛んだ。


「や…っ」


「いまさら逃げる気か？」


　忍の細腰を押さえつけて、高嶺が自身をあてがう。激しい圧あつ迫ぱく感かんとともに、張り出した切っ先が襞を巻き込むようにして突つき入ってくる。


「あ、……──」


　丹たん念ねんに慣らされていたとはいえ、指とは桁けた違ちがいの質量だ。不慣れな粘膜は侵しん入にゆうしてくる異物に怯おびえて、竦み上がった。


「だめだ。締しめつけるな」


　高嶺を受け入れなければ、苦痛は終わらない。わかっていたが、忍の体は男の蹂じゆう躙りんを拒こばんでいた。


「ぅ……っ、く……」


　熱くて、大きくて、……苦しい。


　引き裂さかれそうな恐きよう怖ふと、激しい痛み。歯を喰くい縛しばって悲鳴を堪こらえたものの、ぼろぼろと零こぼれる涙までは止められない。


「……泣くな」


　苦い声が落ちてきた。額に、なにか柔らかなものが触ふれる。高嶺の唇だ。


　どうして、キスなんか──。濡ぬれた睫まつ毛げを瞬またたかせると、滲にじんだ視界に高嶺の貌かおが映る。


　忍に苦痛を与あたえている高嶺のほうが、苦しそうな貌をしていた。忍を見つめる目の奥には、苦い光がある。


　絶対的な優位に立って、取り引きを強要しておきながら、どうしてそんな貌をしているのだろう。


「……、ぁ……」


　見上げていると、高嶺がくっと眉まゆ根ねを寄せてくちづけてきた。薄うすく開いた唇の隙すき間まから、熱い舌先が侵入してくる。


　敏びん感かんな部分を舌先に擦こすられて一いつ瞬しゆん、苦痛から意識が逸れた。濡れた音を立てて、逞たくましいものがまた少し進んでくる。


「ん…ん──…っ」


　上げた悲鳴は、男の唇に消えた。下腹で萎しおれていた花か茎けいを握にぎられ、緩やかな愛あい撫ぶを施ほどこされる。


　苦痛に竦んだ体から、少しずつ力が抜けていく。忍の呼吸に合わせて、じりじりと縫ぬうようにして高嶺が入り込んでくる。


　大きい──。ゆっくりとした侵入がかえって、男の逞しい容積を忍に知らしめた。


　征せい服ふくされる、淫いん靡びな悦よろこび。それは屈くつ辱じよくと背中合わせの、倒とう錯さく的な快楽だった。


「は…っ、ふ……っ」


　男の唇が離はなれて大きく息を吸った瞬間、ずるりと揺すり上げられて最さい奥おうまで征服される。すべてを受け入れてしまえば、いくぶん楽になった。


　穿うがたれた場所がずくずくと脈打っている。体内から響ひびいてくる鼓こ動どうが自分のものなのか、高嶺のものなのか、曖あい昧まいだった。


「大だい丈じよう夫ぶか？」


　鈍にぶい動作で、そろそろと視線を上げる。高嶺はうっすらと汗あせの滲んだ眉み間けんをきつく寄せ、昏くらく底光りする瞳ひとみで忍を凝ぎよう視ししていた。


　本当に、高嶺と体を繫つなげているのだ。


　高嶺の瞳に映った自分を認めた瞬間、改めて自覚した。深く結ばれた場所が、ずくんと甘く疼うずく。


「忍？」


「……ぁっ」


　高嶺が、名前を呼んでくれた──。


　怪け訝げんそうな高嶺が身を屈かがめた拍ひよう子しに、密着した粘ねん膜まくが擦こすれた。無数の火花が散るような感覚があって、抱えられた腰こしがびくんと慄おののく。


「あ…ぁ」


「もう大丈夫みたいだな」


　頰ほおを紅潮させて喘あえぐ忍の表情から、苦痛を感じていないことを見て取ったのだろう。高嶺が動きはじめようとする。


「ま…まっ、て……まだ、…」


「待てるか。……こんなに熱くて、絡からんでくるのに」


　どこかいまいましげな高嶺の声は、さきほどの冷ややかなものではなかった。


「あっ、あ…っ」


　硬かたい切っ先で小刻みに突き上げられ、高嶺の牡おすを食はんだ柔やわ襞ひだがぐちゅぐちゅと潤うるむ。猥みだりがわしい交接音にすら、快感を煽あおられた。自分がとんでもなく淫みだらな生きものになったようで怖こわくなる。


「腕うではこっちだ」


「……ぁ」


　シーツを握り締めていた手を取られ、高嶺の背中に回された。ワイシャツの下で、しなやかな筋肉がうねるのがわかる。


「あ…ぁ…っ」


　掬すくい上げられるように抱だきしめられ、いっそう結合が深くなった。高嶺を押し包つつむ粘膜がうねって、きゅうっと絞しぼり上げる。


「すごいな……最高だ」


　熱に浮うかされたような囁ささやきだった。高嶺が、自分の中で快楽を感じている。背中がぞくぞくするような、不可思議な悦びがあった。それはそのまま、はしたない粘膜の蠢きに直結する。


「少し緩ゆるめろよ。食いちぎる気か？」


「ひ…あ…っ」


　緩く突き上げられただけで、感じ入った悲鳴が洩もれる。どこを擦られてもねっとりと甘い悦えつ楽らくが滲にじみ出して、忍を懊おう悩のうさせる。


「いい声だ。もっと聞かせろ」


「あっあ…っ」


　激しく揺ゆさぶられて、濡れた喘ぎが立て続けに迸ほとばしる。声を殺そうと嚙かみ締めた唇くちびるは突き上げられて解け、艶なまめかしい喘ぎに濡れた。


「や…あ、あ…っ」


「嫌いやじゃないだろう？　うまそうに俺のを喰っている」


　さきほど見み出いだされた例の弱みを張り出した先せん端たんで抉えぐられて、背中が浮き上がる。高嶺の衣服に擦れた果実から、新たな蜜みつがとろりと溢あふれた。


　熱い。熱くて、おかしくなりそうだった。


「たか…ねさ……」


　もう限界だった。迫せまりくる絶頂の予感にふるりと慄いたとき、ふいに高嶺が腰を引ひいた。勢いをつけて、ずんと最奥まで穿ってくる。


「ああ……っ！」


　頭の中に白い閃せん光こうが走る。ついに堪えきれず、忍は最奥に高嶺を受け入れたままで極きわめていた。


「……ッ」


　ぎっちりと締め上げられた高嶺が、低く呻うめく。達したばかりでいっそう敏感になっている粘膜で、高嶺の雄ゆう芯しんがさらに大きくなるのを感じる。


「今度は、俺に合わせろ」


「あっ、あ…、待…って、や、あ、あ…っ」


　絶頂の高みを漂ただよっている最さ中なかに突き上げられて、許容しきれない快楽に煩はん悶もんする。だが、達してなお貪どん欲よくな襞ひだが雄ゆう蘂ずいに吸いつき、抽ちゆう挿そうをねだっていた。


「あ…あっ」


　激しい突き上げに振ふり落とされそうになり、男の首にすがる。襞を抉られ、捏こね回されて、凄すさまじい愉ゆ悦えつに全身が滾たぎり立つ。


　腕に絡まったバスローブはすっかり乱れ、溢れた体液が高嶺の衣服をべっとりと濡らしていたが、構っていられなかった。


「快いいか……？」


「……いい……っ」


　気持ちいい。信じれないほど、よかった。相手に主導権を委ね、支配される被ひ虐ぎやく的な悦楽に陶とう酔すいする。


　もっと奥へと誘さそい込むように腰を振り、どれほど締しめつけても揺るがない、確固たる存在を存分に味わう。


　蜜のように濃のう密みつな、快楽。ぐちゅぐちゅと音を立てている場所から蕩とろけて、高嶺と一つに溶とけあってしまいそうだ。


　ぎりぎりまで引き抜ぬいた高嶺が、骨がぶつかるほど深く腰を叩たたきつけてくる。


「……く…ッ」


　掠かすれた呻きとともに、灼しやく熱ねつの奔ほん流りゆうが叩きつけられる。最奥に注ぎ込まれる感覚に引きずられて、忍も再び達していた。一度も触ふれられずに昂たかぶった熱が爆はぜる。


「あ…っ、あ…っ」


　長く尾おを引く余よ韻いんに震ふるえていると、高嶺が覆おおいかぶさってきた。確かな重みと、耳じ朶だを掠める荒あらい息。そして、ひたひたと体内を満たす熱。


　ふるりと身震いした。嫌けん悪おではない。したたかに放たれた熱情の感かん触しよくに覚えたのは、恐おそろしいほどに甘やかな喜びだった。


　高嶺への思し慕ぼが、過去のものだなんて噓うそだ。


　本当は、まだ高嶺のことが──。


　皮肉なものだ。高嶺への思慕を断ち切るために体を投げ出したのに、かえって高嶺への想おもいの深さを思い知らされるなんて。


　けれど、いまさらどうなるというのだろう。


　高嶺とのあいだにあるのは、取り引きしかない。かつてのような友情も、信しん頼らいもないのだ。


　ゆっくりと目を閉じる。眦まなじりから一筋の涙なみだが溢れ、シーツに消えた。


　高嶺がそっと体を離はなす。高嶺のぬくもりが消えると、いっきに肌はだが冷えた。


「どこか痛むか？」


「……いえ」


　浅ましく乱れた自覚があるだけに、高嶺とまともに目を合わせられなかった。


　羞しゆう恥ちを殺して冷静な表情を取り繕つくろい、ベッドに起き上がる。取り引きだという高嶺に、あくまで事務的に接したかった。


「俺は合格ですか？」


　高嶺の双そう眸ぼうがすうっと細くなる。憤いきどおりとも落らく胆たんともつかぬものが精せい悍かんな面おもてに浮かんだ。


　どうしてそんな貌かおをするのだろう。取り引きを受け入れたときもそうだった。戸と惑まどっていると、高嶺がくっと口の端はしを上げた。


「そうだな。投資するだけの価値はありそうだ」


　ひとまずは、合格だったようだ。自分をもののように扱あつかう高嶺の物言いに傷つく一方で、忍は安あん堵どしてもいた。


「契けい約やくのあいだ、ほかのやつと寝ねるなよ」


「わかりました」


　高嶺への気持ちを思い知らされたいまは、誰ともそんなことをする気にはなれなかった。


　けれど、この気持ちに気づかれるわけにはいかない。高嶺にとって自分は、後あと腐くされのない遊び相手なのだから。


　俯うつむいた顎あごを、しなやかな指に掬い取られる。


「まだできるだろう？　こんなもので俺から金を引き出そうとするなんて、甘すぎるぜ」


　凍いてついた瞳ひとみが、忍を映していた。
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『忍』


　洗いざらしのシャツにジーンズ、ごついワークブーツ。お馴な染じみの出いで立ちをした高嶺が、向こうで手を振っている。


『ほら、来いよ』


　くったくのない笑え顔がおにつられて足を踏ふみ出しかけ、ぎくりと立ち止まる。


　高嶺の傍かたわらに寄り添そう影かげ。──日野だ。


　あの図ずう々ずうしい後こう輩はいが、高嶺にべったりとくっついていた。媚こびた目で高嶺を見上げながら、忍に敵てき愾がい心しんのこもった一いち瞥べつをよこす。


『どうした？』


　立ち尽つくしていると、高嶺が不ふ審しんそうな貌になった。


　そばに行きたい。でも。


　高嶺と二人きりのはずだった。大学のカフェテラスで待ち合わせをして、週末に行く釣つりの相談をするはずだったのに、どうして日野がいるんだろう。


『しょうがないな』


　立ち竦すくんだままの忍を見て、高嶺が小さく苦く笑しようした。しがみつく日野から自分の腕うでを引き抜き、こちらに歩いてくる。


　よかった。高嶺は、自分を選んでくれたのだ。


　けれど、ほっとしたのもつかの間だった。


『知ってるんだぜ』


　目の前まで来た高嶺が、意味深に笑う。笑みの形に撓しなった瞳が、酷こく薄はくに耿ひかった。


『あいつに妬やいているんだろう？』


　残ざん酷こくな指し摘てきだった。取り繕った貌の下にある、後輩への嫉しつ妬と心。よりによって、高嶺に暴かれるなんて。


『綺き麗れいな貌をしていても、おまえは醜みにくいんだよ。それでよく俺に、穢けがらわしいなんて言えたな』


　心臓を射い貫ぬかれた気がした。足あし許もとがぐらりと傾かしいで、激しい目め眩まいがする。


　気づいたときには、周囲の景け色しきが変わっていた。カフェテラスにいたはずなのに、川原で高嶺と二人きりで向かいあっている。


　葦あしが生おい茂しげる風景には見覚えがあった。高嶺とよく出かけた、忍おし野ののあたりだ。


『高嶺さん』


『触さわるな』


　手厳しい拒きよ絶ぜつに遭あって、差し伸のべようとした手が宙を浮うく。軽けい蔑べつに満ちたまなざしと厳しい語調が、鋭するどい刃やいばとなって忍の胸を抉えぐった。


『おまえにはもうつきあいきれない。じゃあな』


　冷れい淡たんな口調で言い捨てて、高嶺が背中を向けた。濡ぬれることなど意に介かいさず、葦を搔かきわけて川に足を踏み入れる。


『高嶺さん……！』


　慌あわてて高嶺を追いかけたが、生い茂った水草に足を取られてなかなか前へ進めない。


　焦あせるあいだにも、広い背中がどんどん遠ざかっていく。


　──行かないで。


　悲鳴に似た切実な声が、鼓こ膜まくに弾はじけた。











「忍」


　高嶺の声がする。


　瞼まぶたを開けるなり、視界に高嶺の貌が飛び込んできた。気き遣づかわしそうなまなざしでこちらを見下ろしている。眼鏡めがねがなくとも、精悍な容よう貌ぼうは鮮せん明めいだった。


　まだ夢を見ているのだろうか。夢と現実が混在し、どこにいるのかわからなくなる。


　煌こう々こうと明かりの灯ともった室内、高嶺の肩かた越ごしに広がる、見慣れない天てん井じよう。


　──そうだ。高嶺さんと……。


「……、っ」


　高嶺とホテルにいることを思い出すと同時に、体の中ちゆう枢すうに息づく存在をリアルに感じた。深く繫つながった部分から、自分のものとは異なる鼓こ動どうが響ひびいてくる。


「……高嶺さ……」


　かあっと頰ほおを染めた忍の瞳が焦しよう点てんを結ぶのを見て、高嶺の表情から忍を案じる気配が消えた。かわりに、酷薄な微笑が浮かぶ。


「だらしないな。入れただけで達いくなんて」


「……っ」


　高嶺を受け入れただけで達った挙げ句、失神してしまったらしい。どれほど意識をなくしていたのだろう。そのあいだ、ずっと高嶺に見られていたのかと思うと、消え入りたくなった。


「いくらこれが好きだからって、少しくらい我が慢まんできないのか」


「あ…あっ」


　漲みなぎったものを引き抜ぬきかけてから、勢いをつけてぐんと突つき上げられる。視界がぐにゃりと歪ゆがみ、高嶺に抱かかえられた両りよう脚あしが爪つま先さきまで反り返った。


「おまえの役目は、俺を愉たのしませることだ。おまえが愉しむことじゃない」


　さっきの気遣わしげな表情は、見み間ま違ちがいだったのかもしれない。そう思うほどに、忍の淫みだらさを嘲あざける高嶺の口調は冷れい酷こくで、抜き差しには容よう赦しやがなかった。


　あれから一ヵ月、密約どおり高嶺との関係は続いている。


　会うのはたいてい高嶺のマンションで、今日のようにホテルのときもある。仕事と同様、高嶺は精力的で、飽あきることを知らない。忍のほうが体力で劣おとるうえに受け入れる側の負担は大きく、最後には意識を失うようにして寝ね入いるのが常だった。


　体を傷つけることこそしないが、高嶺はいつも徹てつ底てい的に忍を貶おとしめ、辱はずかしめようとする。まるで、高嶺を受け入れて悶もだえる忍の淫らさを罰ばつするように。


　絡からみあう体が熱を共有するのは、ほんの一いつ瞬しゆんだ。


　行こう為いが済めば、高嶺は書しよ斎さいにこもってしまうか、ホテルからさきに帰ってしまう。欲望のために、体を重ねるだけの関係だと言わんばかりだ。


　おかげで、まともな会話を交かわしたことがない。仕事上ではいくらでも話すことがあるのに、二人きりになったとたん、会話は途と絶だえてしまう。


　過去の失言を謝ろうにも、高嶺の態度は取りつく島がなく、きっかけさえ摑つかめなかった。


　だから、あんな夢を見たのだろうか。高嶺に背中を向けられ、置き去りにされる夢。


　思い出しただけで胸がひりついて、忍はぎゅっと唇くちびるを嚙かんだ。


　あのころの自分は、高嶺しか見ていなかった。どの友人よりも、高嶺と過ごす時間が多かったほどだ。


　落ち込んだときに励はげましてくれて、必要なときに必要な言葉をくれる。高嶺は、忍の気持ちを読み取るすべに長たけていた。


　もしかしたら、忍自身がまだ意識していなかった感情も、高嶺は見抜いていたのかもしれない。


　日野への嫉妬から、穢らわしいと詰なじった自分を高嶺はどう思っただろう。


　自分の気持ちに気づいていて、高嶺がこんな取り引きを持ちかけたのだとしたら──。


「我慢せずに、声を出せよ」


「ふ…っ、く…ぅ」


　体を繫げてなお冷れい徹てつなまなざしが、目を閉じていてもまざまざと感じられた。


　もはや、恋こいの形けい骸がいしか残っていないと思っていた。高嶺への思し慕ぼは、罪悪感をもってしか振ふり返れない過去のものだと。


　なのに、高嶺に抱だかれるたび、彼に対する気持ちが少しも変わっていないことを思い知らされる。


　淫らな仕打ちを恐おそれる一方で、高嶺に触ふれて欲しいと願う自分がいた。


　卑ひ劣れつな取り引きを強要されていながら、どうして高嶺への想おもいを捨てきれないのか、自分でもわからない。けれど確かに、この胸には高嶺への恋れん情じようが存在している。


　決して成就する見込みはないと、知りながら。


「目を開けて、おまえを抱いているのが誰かちゃんと見ろ」


「あ…あ、あ、…っ」


　苛いら立だった声がして、容赦なく腰こしを叩たたきつけられる。腰こし骨ぼねがぶつかって、浅ましい音を立てた。


「忍」


「……ぁ」


　仰のけ反った顎あご先を摑んで、視線を固定される。滲にじんだ視界に、眉をひそめた高嶺の貌かおが映った。


　漆しつ黒こくの双そう眸ぼうは灼やけつくような焦しよう燥そうを湛たたえ、ただ苦い。取り引きの名の下もとに忍を支配してなお、飽き足りないというように。


　体を重ねている最中、高嶺が時折見せる表情だった。やり場のない苛立ちを持て余しているようにも見える。


　──どうして……。


　胸に生じた疑問さえも、押し寄せる愉ゆ悦えつの波に呑み込まれて、消えた。











「期待しているよ」


「がんばります」


　高嶺の言葉に、若手社員が勢い込んで頷うなずく。高嶺と忍が面談に同席すると知って最初はがちがちに緊きん張ちようしていたが、やる気を出してくれたようだ。


　高嶺は、人をその気にさせるのがうまい。


　一ヵ月のあいだ、高嶺を間近で見てきた忍は、改めてその手しゆ腕わんに舌を巻いた。


　指導力、交こう渉しよう手腕、人心掌しよう握あく術、決断力。「俺は経営のプロじゃない」と本人は言うが、どれを取っても見事としか言いようがない。


　第三者割当増資を引き受けたサンライズ・キャピタルが筆頭株主となったのを機に、同社主導の経営再建計画がスタートしていた。


　六月末をもって父は代表権のない会長職に退しりぞき、新しく設立するブランド管理会社の社長職を兼けん任にんすることになっている。


『お客さま、取引先、株主、従業員。桐原物産を取り巻くステークホルダーに対して、どのような価値を生む企き業ぎようになりたいのかというビジョンを持つことが、再生に不可欠です。それには、商品のブランド力強化がいっそう重要になります。桐原社長には、一歩引いたお立場で、客観的な提案をしていただきたい』


　理論立てて懇こん々こんと説く高嶺に、父も心を動かされたらしい。


　社内では事業再生委員会が設置され、年代や部門ごとの壁かべを取り払はらったクロス・ファンクショナル・チームが改革案を作成中だ。並行して、サンライズ関連の経営コンサルティング会社による、社員一人一人の面談がはじまった。


　他ほかの案件を抱えて多た忙ぼうを極きわめるにもかかわらず、高嶺は朝から晩まで行われる経営会議に出席するだけでなく、可能な限り一いつ般ぱん社員の面談にも同席している。


『愚ぐ痴ちではなく、改善案を提示してほしい』


　これまでの仕事のやりかたを厳しく諭さとしたかと思えば、


『おもしろいアイディアだな。今度の販はん促そくキャンペーンでやってみたらどうだろう？』


　社員がなんの気なしに口にしたアイディアを、手放しで褒ほめる。


　当初、ハゲタカファンドに買収されるのではと戦せん々せん恐きよう々きようとしていた社員たちも、事態の深刻さを理解するにつれ、高嶺を含ふくめたサンライズ側の人間を受け入れようとしていた。


　ゆるゆると坂を下っていく会社に危機感を持っていた、とくに三十代以下の若手は、高嶺に好意的なようだ。


　それに伴ともない、停てい滞たいと諦てい念ねんに澱よどんでいた社内の雰ふん囲い気きが変わりつつあった。忍がこの二年、意識改革を訴うつたえ続けてもなかなか果たせなかったというのに。


　忍ができなかったことを、高嶺はいとも簡単にやり遂とげてしまう。父の社長退任の件も、忍一人では父を説せつ得とくできなかっただろう。


　敵わない──。


　そばで高嶺の有能さを目まの当たりにして、すっかり打ちのめされた気分だ。


『桐原取とり締しまり役やくとは、大学のサークルでいっしょでね』


　高嶺が社員との雑談で洩もらしたらしく、大学の先せん輩ぱい後輩だったことが社内に広まりはじめている。高嶺との関係を勘かん繰ぐられずにすむのはありがたいが、知ち己きだったから投資を受けられたと思われるのは心外だった。


　つまらない意地だ。誰にも言えない、やましい秘密があるからこそかもしれない。


　社員が一礼して出ていくと、コンサルタントの中なか根ねが今日はこれでおしまいですと告げた。


「ところで、再生計画書はどうなっている？」


　いきなり高嶺に振られ、忍は心臓がきゅっと縮むのを感じた。


「計画書を作成中です」


「途と中ちゆう経過でいい。これから話を聞こう」


　忍は高嶺から、チョコレートブランド・ギネヴィアの立て直しと、新ブランドであるピエール・デュフィの展開計画を中心に、改革案をまとめるよう命じられていた。高嶺の眼鏡めがねに適かなうかどうか、試されているのだ。


　人事部に立ち寄るという中根と別れ、面談に用いていたミーティングルームを出る。高嶺のあとから廊ろう下かを歩いていると、向こうから悠がやってきた。同じフロアにある総務部に用があったらしい。


「あ、こんにちは」


　忍とは社内で会っても目礼程度に留とどめている悠が、高嶺を見て満面の笑えみを浮うかべる。


　学生時代、高嶺は何度か世田谷の実家に遊びに来たことがあり、悠とも顔見知りだった。サンライズ・キャピタルの代表が高嶺だと知った悠は、「高嶺さんなら大だい丈じよう夫ぶだね」と無む邪じや気きに言ったものだ。


　高嶺との密約を知ったら、悠はどうするだろう。すべてをぶちまけてしまいたい衝しよう動どうに駆かられたが、高嶺との関係は、弟にすらも打ち明けられない秘密だ。


「お世話になっています。桐原悠です」


「大きくなったな」


「あんまり身長は伸のびてませんけど」


　面おも映はゆそうに微ほほ笑えむ悠に、高嶺の表情が緩ゆるむ。忍に向けるのとはまったく異なる、柔やわらかなまなざし。話しかける口調も、格段にやさしい。自分に対する態度とのあまりの落差に、忍の胸が嫌いやなふうに軋きしんだ。


「面談はもう終わった？」


「いえ、これからです」


　四月に入社した悠は、希望どおり販はん売ばい促そく進しん課に配属された。ギネヴィアの百貨店担当になり、毎日楽しそうに仕事をしている。


「地じ獄ごくのコンサルティングとの噂うわさなので、心配してるんです」


「悠くんにはとくに厳しく面談するように、中根に言っておこう」


　ええっ、と悠が大きな目をさらに瞠みはった。


「ギネヴィアの試作品ができあがったら、高嶺さんにもお持ちしますから、そこは一つ、どうかよろしくお願いします」


「困ったな。賄わい賂ろはお断りだが、チョコレートは大だい歓かん迎げいだ」


「おいしいですよ、新作」


　二人のいかにも気安い会話に、苛立ちにも似た感情が湧わき上がってくる。人ひと懐なつこい悠の笑顔が、やさしげに細められた高嶺のまなざしが、息苦しさを募つのらせた。


　昨夜、高嶺に抱だかれたときに見た夢が脳のう裡りを過よぎる。


　悠に日野が重なりそうになり、忍はぞっとした。悠と、日野は違ちがう。悠は人懐こい子だ。高嶺に対して、特別な感情があるわけではない。


　努めて平静を装い、「悠」と二人の会話に割って入る。


「仕事は大丈夫なのか？」


「あ、これから営業との打ち合わせがあるんだった」


　腕うで時ど計けいを確かめた悠が、ぺろりと舌を出す。甘く柔らかな顔立ちには、そんな子供っぽいしぐさもよく似合った。


「母さんが、たまにはうちに寄ってね、って言ってたよ。じゃ、高嶺さん、失礼します」


　ぺこりと頭を下げ、悠はばたばたと部署に戻もどっていった。


「可愛かわいいもんだな」


　悠の後ろ姿を見送り、高嶺がぽつりと呟つぶやく。思わずといった口調だっただけに、それが高嶺の本音なのだと知れた。きっと高嶺は、悠のような庇ひ護ご欲を刺し激げきされる相手に弱いのだろう。


　錐きりで突つき刺さされたように、胸が激しく痛む。鼓こ動どうが脈打つごとに、鋭するどい痛みが体中に広がっていく。


　これは、嫉しつ妬とだ。


　高嶺がかつて自分に向けてくれたやさしいまなざしを惜おしみなく注がれる、悠に対しての。


　その事実に、忍は狼ろう狽ばいした。


　弟に嫉妬するなんて、どうかしている。頭ではわかっているのに、感情はままならなかった。理性でも意思でも制せい御ぎよできない。


「もてるだろうな、あの調子じゃ」


「……悠は、まだ子供です」


　醜みにくい感情に気づかれまいとするあまり、硬こう質しつな声が出た。


　高嶺がちらりと忍を振ふり返り、不ふ機き嫌げんそうに眉まゆをしかめる。


「警けい戒かいしなくとも、あの子にまで手を出さないさ」


　そんなことを心配しているのではない。悠に嫉妬しているのだと言ったら、高嶺はどうするだろう。


　だが、プライドの高い忍が言えるはずもなかった。


「そこまで高嶺さんが恥はじ知しらずだとは思っていません」


「どうだかな」


　ふんと鼻で嗤わらい、高嶺は懐ふところから煙草たばこを取り出した。面談中からずっと我が慢まんしていたのだろう。


「社内は禁きん煙えんです。喫きつ煙えんルームをご利用ください」


「そうだった。これは失礼」


　茶化した調子で言って、広い肩かたを竦すくめる。悠に接していたときとは異なる、皮肉っぽい表情だった。


「一本吸ってから、おまえの部屋にいく」


「わかりました」


　一礼して高嶺の前から立ち去ろうとすると、いきなり手を摑つかまれた。


　不意打ちだ。間近に高嶺の顔が迫せまってきて、心臓の鼓動が耳みみ許もとにまで迫せり上げる。


「今夜もつきあえ」


　耳打ちされた、短い一言。


　抗あらがえない、絶対の命令だった。とたん、昨夜の名残なごりに火ほ照てっていた体の中ちゆう枢すうが妖あやしく疼うずきはじめる。


　返事をしないうちに、突き放すようにして摑んだ手を解放された。高嶺が悠ゆう然ぜんとした足取りで、ガラスで仕切られた喫煙ルームに向かう。


　さきにいた社員二人が、入ってきた高嶺を見て目を丸くする。高嶺に話しかけられて、彼らの表情から強こわばりが解けていく。


　それを横目に、忍は役員室へ戻った。


　高嶺が来るまでに、改革案をまとめておかなければならない。


　机に腰こしを下ろしたものの、速くなった鼓動はなかなか収まらなかった。高嶺に摑まれた手首には、まだぬくもりが残っている。


　体の中枢に灯ともった燠おき火びを持て余し、忍は唇くちびるを嚙かんだ。




４







　書類をめくる音だけが静かに響ひびく。


　緊きん張ちようが高まっていくのを感じながら、忍は高嶺が口を開くのを待った。高嶺がめくっているのは、先日の話し合いをもとに忍が作成した再生計画書だ。


　時折、長い指が精せい悍かんな口許をなぞったり、テーブルを小さく叩たたいたりする。


　その指に触ふれられたときのことを思い出しそうになり、忍は高嶺に気づかれぬよう、小さく息をついた。


　初めての夜からすでに二ヵ月近くが経たつ。しかし、なにもなかった貌かおで高嶺とオフィスで向きあえるほど、厚顔にはなれなかった。


　見み遣やった窓の外には、雲一つない夏空が広がっている。七月に入り、梅雨つゆ明けの宣言がなされないまま、日ごとに気温が上じよう昇しようしていた。


　六月末をもって父は社長職を退しりぞき、副社長の沢口が社長に就任した。創業家以外の、初の社長だ。


　沢口やほかの幹部からは、いっそ忍が社長に就任してはどうかと勧すすめられたが、経験不足を理由に固辞した。経営改革を進めるほうが先決だ。


　人事刷新に伴ともない、高嶺が社外取とり締しまり役やくに就任した。週に何度も会社にやってきては、会議に、社員の面談にと余念がない。高嶺のために役員室が用意されているが、来社してもろくに席をあたためる暇ひまはないようだ。


　高嶺との関係は相変わらずだった。仕事に関する会話は交かわすものの、二人のあいだに意思の疎そ通つうはない。


　もう以前のような関係には戻れないのだろう。哀かなしいと思う一方で、じょじょに忍は諦あきらめてもいた。


　体を重ねるごとに、高嶺との断絶が浮うかび上がる。なのに、体だけが高嶺に慣らされていく。


　取り引きという受け入れがたい行こう為いであるにもかかわらず、高嶺に触れられて忍の体は歓かん喜きに打ち震ふるえ、悦えつ楽らくに濡ぬれる。


　高嶺の言うとおり、自分は淫みだらなのかもしれない。


　遊び相手としか見なされていないことに打ちひしがれているのに、高嶺に触れられてしまえば、そのぬくもりに酩めい酊ていするのだから。


　いまだ消えない高嶺への思し慕ぼを思い知ったいまとなっては、高嶺のぬくもりを感じられることは喜びでもあった。


　計画書を睨にらんでいた高嶺がふいに視線を上げる。危あやうく目が合いそうになり、忍はそっと視線を伏ふせた。


「よくいままで、これだけの不採算店を放っておいたな」


　高嶺の第一声は辛しん辣らつなものだった。覚かく悟ごしていたので、この程度では忍も怯ひるまない。


「今後は店てん舗ぽ数を減らすことで希少性を高め、ギネヴィア・ブランドの強化を図はかります」


「そのためには、百貨店の売り場拡大と限定商品の強化が有効だろうな」


　書類に目を通しながら、高嶺が頷うなずく。いくつか質問が続いたが、ギネヴィアの立て直し案については、ほぼ合格をもらえたようだ。ほかにもエストリアシリーズのリニューアルを提案したが、高嶺は異議を挟はさまなかった。


　社内から改革案を募つのるといっても、基本的な路線を考えるのは、経営改革担当役員である忍の役目だ。計画書を作成し、高嶺の了りよう承しようを得なければならない。


「問題は、デュフィだな」


　ピエール・デュフィの第一号店は、来年丸の内に完成する商業施し設せつに出店する予定だ。近きん隣りんのオフィスで働くサラリーマンやＯＬのほか、駅のほぼ真向かいというロケーションから旅行客の需じゆ要ようも見込める。


　店舗には、デュフィの味を広く知ってもらうために、カフェを併へい設せつする計画だ。ギネヴィアはショップ展開だけで、カフェはない。カフェとショップの形態にすることで、ギネヴィアとの差別化を図ろうという狙ねらいもあった。


「ピエール・デュフィ氏は、ベルギー本国でカリスマ的な人気を誇ほこるショコラティエだそうだな。このあいだ試食したが、ギネヴィアよりも通好みの印象があった」


　意外にも高嶺は、甘いものが苦手ではない。先日、悠が貢みつぎ物と称しようして持ってきたギネヴィアの試作品も、ぺろりと平らげてしまったほどだ。


「おっしゃるとおりです。ギネヴィアは、王室御ご用よう達たしの店として本国でも広く認知されています。一方のピエール・デュフィ氏は新進のショコラティエとして有名で、カカオの産地や比率にこだわった、個性的なショコラを作られています」


「両者の違ちがいを、もっとデュフィ・ブランドの展開に活いかしたらどうだ？」


　ギネヴィアとショップの形態を変えるだけではだめなのだろうか。


「ショップにカフェを併設する形態だけでは、差別化が図れないということでしょうか？」


「カフェを併設するのはいいアイディアだと思う。だが、一号店が成功したら、そのあとはどうするんだ？」


「東京はこれから大型商業施設のオープンが続きます。二号店も、そういった場所に……」


「だめだな」


　高嶺はにべもなかった。忍のものわかりの悪さを嘆なげくように首を振ふり、いらいらと続ける。


「商業施設は話題性があるかわり、飽あきられるのも早い。次に新しい商業施設ができればそこに人が流れるし、売上が落ちれば撤てつ退たいの憂うき目に遭あいかねない。それで、デュフィ・ブランドを浸しん透とうさせることができるのか？」


　高嶺の言うことはもっともだったが、丸の内の新ビルにカフェ併設のショップを出すことが社内の既定路線になっていた。ここに来て計画を変へん更こうするのはデメリットが大きい。


「デュフィを知ってもらうためには、大型商業施設への出店が有効かと思います」


「もっと長いスパンで物事を見ろ。俺が言いたいのは、デュフィとギネヴィアは違ちがうということだ。ギネヴィアとの明確な差別化を図れないなら、新しいブランドを展開する意味はない」


　展開の形態はいいと言ったではないか。高嶺の言葉に、忍は混乱した。


「では、どうしたら……」


「話にならないな。それを考えるのが、おまえの役目だ」


　冷たく言い捨て、高嶺がばさりと計画書をテーブルに投げ出した。


　そんなことはわかっている。だが、簡単に思いつけば訊きいたりしない。高嶺に冷たく突つき放され、忍は力なく視線を伏せた。


「……申し訳ありません」


　不ふ機き嫌げんそうな高嶺のため息が落ちる。


　無能なやつだと呆あきれられたのではないか。心臓が凍こおりつきそうになった。


　高嶺に見放されることを、こんなにも恐おそれている。自分がいかに高嶺に頼たよっているか、思い知らされた気がした。


　経営改革推進室のスタッフがいるとはいえ、これまでは一人で、意見が対立する父や幹部に立ち向かってきた。それが、高嶺が来てからというもの、彼の強力なリーダーシップに表立って異を唱える者はおらず、忍としてはずいぶんやりやすくなったのだ。


　気づかないうちに、高嶺に甘えていたのかもしれない。こんなことでは、桐原物産の再建など覚おぼ束つかなかった。デュフィには、社運がかかっているのだ。自分の不ふ甲が斐いなさが腹立たしく、忍は爪つめが喰くい込むほどきつく拳こぶしを握にぎり締しめた。


　苛いら立だちを抑おさえるようにもう一度長く息を吐はき出し、高嶺が「とにかく」と口を開く。


「せっかく新しいブランドを、しかもカフェ併設という新しい形態で展開するんだ。コンセプトから考え直せ」


「わかりました」


　負けていられない。高嶺に喰いついていかなければ、見放されてしまう。そんなことになれば、高嶺と取り引きをした意味がない。


　決意を込めて、忍は毅き然ぜんと顔を上げた。まともに視線がぶつかり、高嶺がなにか眩まぶしいものを見るように目を細める。


　なんだろう。じっと見つめられて動どう悸きを速くしていると、高嶺がすっと視線を逸そらした。


「デュフィの成否が、桐原物産再生の鍵かぎを握ることになるだろう。投資した以上は、成功してもらわなければならない」


　いつもは傲ごう岸がんなまなざしで忍を射い貫ぬく男が、目を逸らしたままぶっきらぼうに話す。口調ほどに、声こわ音ねは冷れい淡たんではなかった。


「とにかく、期待している」


「……ありがとうございます」


　高嶺の言葉に胸が熱くなった。


　昔から高嶺は、忍が欲しい言葉をくれた。父との確かく執しつで悩なやんでいるときも、将来の進路に悩んでいるときも。高嶺の言葉は慈じ雨うのように忍を癒いやし、力づけてくれた。


　いまも、高嶺の一言で力が湧わいてくるから不思議だ。それも高嶺への恋こい心ごころゆえかと思えば、自分らしくもないけなげさに苦く笑しようしたくなる。


「ところで、今週末はなにか予定があるか？」


「なにもありませんが……」


　土日の予定を訊たずねられたのは初めてだった。高嶺と会うのはいつも平日で、仕事を終えたあとだ。


「松本に視察に行くから、おまえも来い」


「松本、ですか……？」


　鸚おう鵡む返がえしにすると、高嶺が悪戯いたずらっぽく笑った。


「たまには気分転てん換かんも必要だ」











　五十嵐いがらし産業は、長野県松本市にある縫ほう製せい加工会社だ。


　取引先のアパレル企き業ぎようの倒とう産さんを受けて一昨年民事再生法を申しん請せい、現在はサンライズ・キャピタルによって経営再建が行われている。


　朝早く新宿駅で待ち合わせた高嶺は、五十嵐産業の概がい要ようを説明すると、「これを読んでおけ」と忍に資料を渡わたした。


「月一回の経営会議には、俺もできるだけ参加するようにしている。おまえも、オブザーバーとして同席しろ。なにかの参考になるだろう」


　サンライズからは、二人の社員が同行していた。彼らの手前もあり、松本へ向かう列車の中では隣となりに座った高嶺とほとんど話さなかった。途と中ちゆう席を立って携けい帯たいで話したり、モバイルを叩たたいたりと、高嶺が忙いそがしそうだったせいもある。


　おかげで集中して資料が読め、松本に着くころには五十嵐産業の概要を頭に叩き込むことができた。


　五十嵐産業には失礼だが、どうしてサンライズが地方の一企業の再建に乗り出したのか、最初は不思議だった。


　しかし、資料を読んで謎なぞが解けた。五十嵐産業には、世界的なブランドのライセンス商品の縫製を請うけ負うほどの優すぐれた縫製技術があるらしい。


　午前十時すぎに松本駅に着くと、五十嵐産業の社員に出で迎むかえられた。松本城を車窓から眺ながめながら、五十嵐産業の本社に向かう。


　古いが、立派なビルだった。民事再生法の申請を機に、創業者一族出身の二代目社長が退たい陣じんし、現在はサンライズが送り込んだ人物が社長を務めている。


　佐さ原はらというその社長は、五十絡がらみの実直そうな男だった。スーツではなく、青い作業着姿でサンライズ一行を出迎える。


「わざわざご足労いただきまして、ありがとうございます」


「佐原さんも、土曜日にお疲つかれさまです」


　互たがいを労ねぎらう様子から、佐原と高嶺が固い信しん頼らいで結ばれているのがわかる。忍には、佐原が少し羨うらやましく思えた。


「連れん絡らくをしたとおり、今日は彼をオブザーバーとして参加させていただきたい」


　いきなり高嶺に肩かたを摑つかまれて佐原の前に引き出され、忍は慌あわてて挨あい拶さつをした。


「桐原物産の取とり締しまり役やくをしております、桐原忍と申します」


「ああ。桐原物産の」


　サンライズが桐原物産の筆頭株主となり、再建に乗り出したことはマスコミでも報道されている。佐原もそれらの報道を見たのだろう。


「五十嵐産業代表取締役の佐原です。今日はお恥はずかしい場面をお見せするかもしれませんが、よろしくお願いいたします」


「ありがとうございます。こちらこそよろしくお願いいたします」


　一とおり挨拶を交かわして会議室に赴おもむくと、すでに幹部たちが勢ぞろいしていた。高嶺が席に着き、空気がぴんと張りつめる。


　忍はサンライズの社員とともに会議室の片かた隅すみに座り、会議を見守ることにした。


「これより、経営会議をはじめます」


　佐原の声を合図に、各部門の報告がはじまった。管理、販はん売ばい、製造、営業部門。それぞれの代表者はみな、緊きん張ちよう漲みなぎる表情をしている。


　白熱した会議だった。


　製品を仕上げるまでのリードタイムの短縮、工場の在庫の減少、コストの削さく減げん。目標に対する達成度を、代表者が報告していく。


　オリジナル商品の製造部門の参考になるかもしれない。忍も集中して、会議の内容に聞き入った。


「目標は、たんなる数字の羅ら列れつではありません。逆に、達成が予測できる低い数字を目標に掲かかげても意味がない」


　高嶺は時折質問したり、的確なコメントを加えたりした。目標を達成できなければ、問題点を徹てつ底てい的に追つい及きゆうする。


　十も二十も年上の幹部たちが、高嶺の言葉を一言一句聞き逃のがすまいとしていた。彼らの視線も意識も、高嶺一人に収しゆう斂れんしている。明らかに、高嶺はこの場に君臨していた。


　高嶺はこの四月に、サンライズの代表に就任したばかりだ。ということは、月一回の経営会議に出席するのは、これで三回目になる。幹部たち一人ずつと面談を行ったとしても、短期間で、これほど人の気持ちを掌しよう握あくできるものなのだろうか。


　高嶺だからこそ、可能なのだ。


　桐原物産でも社内で擦すれ違ちがった社員に気軽に話しかけ、コミュニケーションを怠おこたらなかった。面談でも、不平不満をぶちまけるだけの社員には厳しく甘えを指し摘てきしながら、最後にはフォローを忘れない。


　学生のころから、高嶺の周りにはいつも人が集まった。その本質は、いまも変わっていないのだろう。


　最後、営業企き画かく部の報告を行ったのは唯ゆい一いつの女性だった。三十前後の、いかにもアパレルらしいおしゃれな女性だ。


「先月のアンテナショップ『ｅａエア』の売上は報告書のとおり、目標金額を十パーセント上回っております。また、インターネット販売も好調で……」


　彼女の報告を聞きながら、忍は手許の資料に目を落とした。


「ｅａ」というのは、再生後の新規事業として、五十嵐産業が昨年立ち上げた自社ブランドのことだ。インターネット販売のほかに、中目黒に直営店を出している。


　ガーゼ素材のブラウスやジャケット、スカートやワンピース。資料によると、マフラーやパジャマもあるようだ。今後は、子供や紳しん士し向けの商品を増やしていく予定だという。


　薄うすく破れやすいガーゼは、縫製が難しい。しかし、「ｅａ」では高い縫製技術を活いかして、目の細かい素材を用い、部位によっては何枚も重ねて強度を高める工夫をした。自社の強みを活かした成功例だろう。


　忍はつい二日前、高嶺にギネヴィアとの差別化を図り、デュフィの個性を活かせと言われたことを思い出した。


　ギネヴィアとはまたべつの、長く、愛されるブランドを作り上げる。そのためには、どうしたらいいのだろう。まだ、これといったアイディアが浮うかばなかった。


「この一年が正念場です。中だるみしないよう、努力を続けてください」


　高嶺が締しめくくり、三時間近くに及およんだ会議は終わった。ようやく出席者の表情が緩ゆるむ。


　このあとは、佐原と副社長、サンライズのメンバーの合計六人で食事をすることになっている。


　本社ビルを出ようとした際、エントランスの一いち隅ぐうにあるショーウィンドーが忍の目についた。


「あれが、『ｅａ』の商品ですか？」


「そうです。秋物です」


　佐原の了りよう承しようを得て、商品を見せてもらう。


　花はな柄がらを刺し繡しゆうしたオーガンジーを重ねたジャケットや、ガーゼを二重にして保温性を高めたトレンチコート。医療品のイメージが強いガーゼとは思えないほどデザインも洗練されているし、色も豊富だ。


　なにより、ふんわりとやさしい感かん触しよくがいい。自宅で洗せん濯たくができて、かさばらないとあって、女性に人気が高いのも納なつ得とくだった。


「薄いから重ね着できるし、セーターの下に合わせても、もたつかない。冬にはぴったりですよ」


　にこにこと説明してくれる佐原自身も、紳士向けの商品を愛用しているのだという。


　商品を見たことで、中目黒にあるという直営店にも興味が湧わいた。東京に戻もどったら、行ってみよう。デュフィの参考になるかもしれない。


　遅おそい昼食のあいだ、高嶺たちの会話に耳を傾かたむけながらも、忍の頭はデュフィのことでいっぱいだった。











「せっかくここまで来たんだ。釣つりに行くぞ」


　信州牛専門のステーキ店での昼食を終えると、高嶺が突とつ然ぜん宣言した。


「釣りって、……」


　松本近きん郊こうには千ち曲くま川がわ水系や梓あずさ川がわ水系の支流が流れ、いくつものフィッシングポイントがある。大学時代には何度か、サークルで訪れたことがあった。


　だが、今日は釣りをしに来たのではない。当然ながらなんの準備もなく、いきなり釣りに行くと言われて忍は戸と惑まどった。


「おまえも来い」


　有う無むを言わさぬ口調で命じられる。そこから、高嶺の行動は早かった。一足先に東京に戻るという二人の部下と別れ、佐原の案内でレンタカーを借りて釣り具店に立ち寄る。


　ロッド（釣り竿ざお）にリール、ライン、ティペットにフライ。入漁券とともに、フライフィッシングの釣り具一式を購こう入にゆうする。


　忍は見学だけで結構ですと断ったのだが、高嶺に押し切られてしまった。スーツ姿でロッドを握にぎるのはいささか間が抜ぬけているが、この際、贅ぜい沢たくは言っていられない。


　これが高嶺の言う、気分転てん換かんだったのか。


　のん気に釣りをしている場合ではないのだが、さきほどの「ｅａ」の話で少しだけデュフィのヒントを得たような気がする。


　釣り具をレンジローバーの後部座席に積み込み、忍を助手席に乗せると、高嶺はハンドルを握った。


「犀さい川がわ水系の支流にいいポイントがある。佐原さんが教えてくれた、穴場だ」


「佐原さんも釣りをされるんですか？」


　背広を脱ぬぎ、ネクタイを緩めた高嶺の襟えり許もとから、なめらかな肌はだが覗のぞいている。吸い寄せられそうになる視線を必死で引き剝はがし、忍は高嶺に話しかけた。


「ああ。佐原さんはこっちへ単身赴ふ任にんしてるんだが、釣りのために五十嵐産業の社長を引き受けたと言っている。半分本気だろうな」


　会議を終えて解放的な気分になっているのか、高嶺は饒じよう舌ぜつだった。このあいだ忍を叱しつ責せきしたときのような刺とげ々とげしさも、いつものよそよそしさもない。


「最近、釣りは？」


「この一年ほど、ロッドを握っていません。以前は、時間ができれば忍野あたりに出かけたこともありましたけれど」


　山中湖から流れ出す桂かつら川がわの源流部となる忍野は、日本有数の釣り場として知られる。高速道路を使えば都心から九十分ほどとあって、高嶺ともよく出かけたものだ。


　その思い出の地でもある忍野へ、忍が再び行くようになったのは就職してからのことだ。


　高嶺が大学を辞やめ、音信不通になってからというもの、サークルにもあまり顔を出さなくなってしまった。高嶺にまつわるものすべてが、つらく思えたからだ。


　あれから八年、高嶺とまた釣りをしようとしている。もう二度とないだろうと思っていただけに、嬉うれしかった。


「もともとは親おや父じさんの趣しゆ味みだったんだろう？」


　覚えていてくれたのか。以前、父の趣味がフライフィッシングだったことがきっかけで、自分も嵌はまったのだと話したことがある。どうでもいい雑談だったから、高嶺が覚えていてくれるとは思わなかった。


「はい。仕事一筋の父の唯一の趣味です」


「親子で同じ趣味なんて、いいじゃないか」


　前を見み据すえたまま、高嶺が薄く口許を綻ほころばせる。柔やわらかな表情に、性しよう懲こりもなくどきりとしてしまう。速くなった鼓こ動どうを意識しながら、忍は言葉を続けた。


「子供のときは、悠もいっしょに連れていったんですけれど、小さかったからか、あいつはあんまり興味を示さなくて……。そのうちに、父も仕事が忙いそがしくなって、俺一人の趣味になりました」


「悠くんは、釣るよりも食べるほうに興味がありそうだな」


「確かに。父が釣った魚を見ては、この魚はおいしいのってうるさかったですね」


　高嶺の口から悠の名前が出ても、先日のように胸が不快にざわめくことはなかった。


　不思議だ。こうして話していると、八年前に戻った気がする。


　いまなら、八年前のあのときのことを話せるのではないか。


「高嶺さん」


「ん？」


　こちらを見み遣やった高嶺とまっすぐ目が合う。鼓動が大きく音を立てた。


　どうして大学を辞めたんですか。俺が、あんなことを言ったからですか。


「あの……、どうして……」


「なんだ？」


「どうして、ＫＫＷに入社されたんですか？」


　高嶺に促うながされて、思わず違ちがう質問をしてしまった。


　おまえのせいだと言われたら、どうやって償つぐなえばいいのだろう。謝っても、謝りきれない。卑ひ怯きようだったが、過去の出来事を持ち出して、せっかくの穏おだやかな時間を壊こわしたくなかった。


「創業者の一人であるジョン・ウィルス氏と知りあいになったのが、きっかけとおっしゃっていましたよね」


「そうだ。大学を辞めたあとすぐ渡と米べいして、それからスチールヘッド狙ねらいで、バンクーバーのゴールドリバーに行ったんだ」


　高嶺が懐なつかしそうに目を細める。スチールヘッドはニジマスの一種で、大きいものは一メートルを超こえる。フライフィッシャー憧あこがれの魚の一つだ。


「どうでしたか？」


　愚ぐ問もんだというように、高嶺が肩かたを竦すくめた。


「三日間、冷たい水に腰こしまで浸つかって粘ねばったんだが、ノーヒット。四日目、今日もだめだったかと帰る途と中ちゆうで、一人のアングラーがスチールヘッドを釣り上げるのが見えたんだ。話しかけたら、同じモーテルに泊とまってることがわかって……それが、ジョンだった」


「すごい偶ぐう然ぜんですね」


「そうだな。まさか、自分が泊まってる小こ汚ぎたないモーテルに、ＫＫＷのパートナーの一人が泊まってるなんて思わなかった」


　その後の高嶺の成功を鑑かんがみるに、ジョン・ウィルスとの出会いは運命だったのだろう。それも、人生を切り開いていこうとする意志と行動力があってこそだ。


「次の日からいっしょに釣りに出かけるようになったんだが、ジョンが風か邪ぜ気ぎ味みだというから、葛くず湯ゆを作ってやったんだ。それがいたくお気に召めしたらしい」


「葛湯って……、あの葛湯ですか？」


「そうだ」


　覚えていたのかと言うように、高嶺がにやりとする。


　サークルの合宿で忍が風邪気味だったとき、高嶺が葛湯を作ってくれたことがあった。母親直伝の、梅としょうがを入れた葛湯はおいしくて、よく効きいた。翌朝には嫌いやな悪お寒かんも熱も治まっていたほどだ。


「ジョンに頼たのまれてレシピを教えてやったんだが、いまでも風邪を引いたときは葛湯を作っているらしい。いったいどこがそんなに気に入ったんだか」


　苦く笑しようする高嶺の口ぶりからは、ジョン・ウィルスに対する親しみが感じられた。


　高嶺が過ごしてきた八年。忍の知らない歳月の長さと重みを、高嶺のなにげない言葉に思い知らされる。


「そのあと、ＫＫＷに？」


「最初はほんのアルバイトのつもりだった。ジョンの下で仕事を学ぶうちに、おまえは才能がある、運が味方しているとおだてられて、ついその気になったんだ。といっても、俺にとっては、投資の世界も、フライフィッシングも同じようなものなんだが」


「同じ……ですか？」


　不思議に思って訊たずねると、高嶺は「そうだ」と頷うなずいた。


「状じよう況きようを的確に判断し、魚が喰くらいつきたくなるようなフライを投げ込んでやる。投資も同じだ。買収対象の企き業ぎようを徹てつ底てい的に調べて、強みはなにか、弱みはなにかを見つけて、適正な金額を提示する。どっちも、予想外の事態が起きて、勝つときもあれば負けるときもあるのも同じだな」


「高嶺さんが負けるなんて、想像できません」


「ディールもフライフィッシングも、負け知らずならいいんだがな」


　高嶺がやれやれと首を振ふる。


　ハンドルを握りながら、高嶺はそのあとも釣つりのエピソードを披ひ露ろうしてくれた。アイスランド、スカンディナヴィア半島、パプアニューギニア、アマゾン。


　学生時代、一人暮らしのアパートでいろいろな話をしてくれたときと同じ、生き生きとした高嶺の表情に錯さつ覚かくしてしまいそうになる。


　──いけない。


　こうしているのは会社のためだ。高嶺には後あと腐くされのない遊び相手として見なされていることを、忘れてはいけない。


　自らを戒いましめながらも、昔のように穏やかでやさしい時間にほんのりと胸があたたかくなった。いまくらいは、こんな時間に浸ひたることを赦ゆるしてほしいと思う。


　一時間ほど走ると民家が減りはじめ、緑が多くなる。広々とした川原が開けたあたりで、高嶺が駐ちゆう車しや場を見つけて車を停とめた。


「五十センチを超すレインボーや、梓川から落ちてきたブラウンが狙えるぞ。イブニングライズも期待大だ」


　ネクタイを鬱うつ陶とうしげに放り出し、高嶺は嬉き々きとしてタックルの準備をはじめた。スラックスに革かわ靴ぐつで大だい丈じよう夫ぶだろうかと不安はあったが、ここまで来てロッドを握にぎらないのはもったいない。高嶺のあとをついて生おい茂しげる葦あしを搔かきわけ、川原へ降りた。


　フライフィッシングでは、餌えさではなく、魚が捕ほ食しよくする虫を擬ぎしたフライを用いる。天候、水温、水量、水生昆こん虫ちゆうの成長具合、魚による虫の好み。条件によって、選ぶフライは異なる。


　フライには餌のような集魚効果も、ルアーのようなアピール性もないが、そのぶん釣り上げたときの喜びは大きい。


　フライを自作するのも、楽しみの一つだ。柔じゆう軟なんな発想と指先の器用さが必要だが、高嶺が作るフライはどれもうつくしく、完かん璧ぺきだった。


　今日用いる市し販はんのフライをもの足りなく思いつつ、忍は高嶺と充じゆう分ぶんな距きよ離りを置いてロッドを握った。


　午後四時近く、あたりはまだ明るい。落ち込みや石周りと呼ばれるポイントに魚ぎよ影えいが見えた。高嶺が言うとおり、期待できそうだ。


　久しぶりの釣りに心ここ地ちよい昂こう揚ようを感じつつ、ポイントを目がけて川面すれすれにフライを投じる。


　フライが生きている虫に見えなければ、魚は釣れない。魚との真しん剣けん勝負だ。そして、釣ちよう果かはアングラーの心理状態にも左右される。


　幾いく度どかキャストを繰くり返すうちに、心がしんと静まっていく。高嶺との関係も、桐原物産の今後も、デュフィの出店計画も、しばし忘れて没ぼつ頭とうした。


　水音がしたので、ふと高嶺のほうを見遣る。いつの間にか靴くつを脱ぬぎ捨ててスラックスの裾すそをたくし上げた高嶺が、川べりに踏ふみ出していた。いっきにロッドを空へ引き上げるや、ランディングネットに獲え物ものをキャッチする。


　水みず飛沫しぶきを上げて激しくもがいているのは、四十センチほどのレインボーだ。体全体に黒点が浮うかび、えらから尾おびれにかけて赤い模様が走っている。


「さすがですね」


「言っただろ？　穴場だって」


　高嶺が誇ほこらしげににやりとする。獲物を矯ためつ眇すがめつしてまずまずだなと呟つぶやくと、流れに手を浸して冷やしてから、魚をリリースした。人の手の体温で、魚は火傷やけどすると言われている。


　酸素を吸っておとなしくなっていた魚は、やっと泳ぎを思い出したかのように高嶺の手の中を擦すり抜ぬけた。夕ゆう陽ひを浴びて、泳ぎ去った魚の上げた水飛沫が薔薇ばら色いろに輝かがやく。


　高嶺にあやかろうと、忍も靴を脱ぎ捨てて素す足あしになり、浅あさ瀬せに踏み込んだ。ひんやりとした流れが心地よい。


「怪け我がしないように気をつけろよ」


「大丈夫です」


　そのあとは、二人とも連続してヒットが出た。夕方になって活動がさかんになったトラウト類が、水面の昆虫を捕食しようとして浮ふ上じようするためだ。


　高嶺と並んでロッドを握っていると、高嶺が姿を消していた八年間が夢で、本当はずっとこうして釣りをしていたのではないかと思えてくる。


　高嶺とはずいぶんいろんな場所に行った。サークルの合宿で、ときには二人で。東京近きん郊こうにはじまり長野や栃とち木ぎ、東北、九州や北海道にも行った。


　団体行動は好きではないし、他人と四六時中いっしょにいるのも苦手だ。けれど、高嶺だけは平気だった。何時間いっしょにいても息苦しくならないし、むしろ高嶺がそばにいてくれることにほっとした。


　あのころから、高嶺は自分にとって特別な存在だったのだ。高嶺がいてくれるのがあたりまえになっていて、彼への思し慕ぼに気づかなかった。


　でも、それでよかったのかもしれない。


　高嶺は男女を問わず人気があったし、日野への態度から察するに、同性同士の関係にもさほど抵てい抗こうがなかったように思える。だからといって、ただの後こう輩はいと思っている相手から想おもいを寄せられても迷めい惑わくだろう。


　高嶺に、嫌きらわれたくない。


　先日見た夢が、つきつきと胸を疼うずかせていた。あんなふうに蔑さげすみのこもったまなざしを向けられるのは、耐たえられない。


「そろそろ帰るか」


「……あ、はい」


　高嶺の声にロッドから注意が逸それた、一いつ瞬しゆんだった。夕刻になってつけかえたウエットフライ。がつっと鈍にぶい衝しよう撃げきがあって、水面近くに黒い魚影が見えた。


　感かん触しよくからして、かなり大物のレインボーのようだ。忍は川の中で足を踏んばり、リールを引こうとした。


　だが、敵もさるものだ。次の瞬間には、ロッドに引きを感じなくなってしまった。取り逃にがしたのか。


　リールを巻き上げてみると、嚙かみちぎられたフライと針だけが虚むなしく水面から現れた。


「やられたな」


「最後だったのに、残念です」


　大物をヒットさせながら、逃げられてしまうなんて。今日一日の疲ひ労ろうもあって、いっきに脱だつ力りよくする。川辺から上がろうとした足がもつれた。ぐらりと上体が傾かしぐ。


「……あっ」


　とっさに体勢を立て直そうとしたが、川底の石はぬめっていて、踏んばりが利きかなかった。


「忍」


　高嶺が気づいて手を差し伸のべてくれたが、遅おそかった。


　派手な水飛沫が上がる。


　大失態だった。川底に尻しり餅もちをついたまま、忍は呆ぼう然ぜんとした。


　魚には逃げられ、自分はずぶ濡ぬれ。跳はね上がった水飛沫のせいで、ワイシャツどころか、髪かみまで濡れている。


「大丈夫か？」


　ざばざばと川に入ってきた高嶺が、手を差し出してくれる。たくし上げたスラックスの裾が濡れることなど、まったく意に介かいしていないようだ。


「……すみません」


　あたたかく大きな手に引っ張られて、川底から立ち上がる。恥はずかしいのと水が冷たいのとで、頭の中がぐちゃぐちゃだ。まともに高嶺の貌かおを見られない。


「怪我は？」


「ありません」


　川から上がり、額に貼はりついた髪を払はらう。濡れた眼鏡めがねに眉まゆをしかめていると、高嶺がぷっと吹ふき出した。


「……っ」


　掌てのひらで口許を押さえているが、広い肩かたが小刻みに揺ゆれている。自分でも失態を犯した自覚があるだけに、いたたまれない。


「そんなに笑わなくてもいいでしょう」


　恨うらみがましい視線を向けると、高嶺が「悪い」とようやく笑いを納めた。


「取り澄すました王子さまタイプなのに、相変わらず抜けているんだな」


「王子さまタイプではありませんが、俺が抜けているのは事実です」


「バックキャストで、ほかの釣つり客の帽ぼう子しを釣ったこともあったしな」


「忘れてください」


　過去の失敗を持ち出され、忍はますます頰ほおが熱くなった。


　高嶺の前だと失敗が多い。財布をなくしたり、傘かさを忘れたり。抜けていると言われるのはそのせいだ。たぶん、高嶺といると気が緩ゆるむからだろう。


「すっかり陽が落ちたな。車に戻もどろう」


　茜あかね色いろに染まった空に、氷の破片のような月が浮かんでいる。あたりには薄うす闇やみが落ちていた。


　釣り具を片づけて草くさ藪やぶを抜ける。釣果はまずまずだったのに、最後にとんだ失敗を仕出かしてしまった。


「このままだと風邪かぜを引く。ホテルを取って、シャワーを浴びたほうがいい」


　ぐっしょりと濡れた衣服が気持ち悪かった。高嶺の勧すすめは魅み力りよく的だったが、日帰りの予定というから、今日中に東京に戻らなければならないはずだ。


「そのうち乾かわきます。それに、東京に戻らないといけないのでは？」


「明日の朝に戻れば大だい丈じよう夫ぶだ」


　口ぶりからすると、高嶺もいっしょに泊とまるつもりらしい。でも、と言い募つのる忍を無視し、高嶺は携けい帯たいで佐原に連れん絡らくして、ホテルの予約を頼たのんでしまった。


「市内のホテルを取ってもらった。着いたらすぐクリーニングを頼もう」


「すみません……高嶺さんまで、濡れてしまって」


　車内で改めて見れば、高嶺の服もすっかり濡れていた。転んだとき、ずいぶん派手な水飛沫を上げたせいだ。申し訳なくて、忍はしょんぼりと肩を落とした。


「謝ることはない。俺も、いい気分転てん換かんになった」


　前を見み据すえたまま高嶺が小さく笑う。染み入るような、やさしい声だった。


「最初から、釣りをするつもりだったんですか？」


「時間があればな。会議の進行しだいだったから、言わなかったんだが」


　高嶺の穏おだやかな表情に、胸がじわじわと熱くなる。会議に同行させてくれたうえ、時間を割さいて釣りに誘さそってくれたことに、感謝で胸がいっぱいになった。


「ありがとうございました。五十嵐産業の『ｅａ』のお話が参考になりました。デュフィの出店計画のヒントが摑つかめたような気がします」


「そうか」


　短い応こたえだったが、高嶺は満足そうだった。


　ここまでしてもらったのだから、なんとしても高嶺のお墨すみつきがもらえるような企き画かくを出さなければならない。忍は決意を新たにした。


　夕刻とあって、市内に向かう道路は行きより混んでいる。高嶺は運転に集中し、会話は途と絶だえたが、穏やかな空気は変わらなかった。


「クリーニングに出すから、さっさと脱ぬげ」


　チェックインをすませて部屋に入るなり、バスルームに追いやられた。ホテルに着くまでのあいだに生なま乾がわきになっていたのだが、スラックスには泥どろがついていたから、クリーニングしなければ着られない。


　あたたかな湯に打たれて、ほっと息をつく。会議の出席が目的だったのに、釣りをしてびしょ濡れになった挙げ句、ホテルに泊まることになるとは思わなかった。


　バスローブを着てバスルームを出ていくと、高嶺が缶かんビールを口にしていた。


「明日の朝までに急ぎで仕上げてくれるそうだ」


「ありがとうございます」


「飲んでおけ」


　缶ビールを忍に押しつけ、入れ替かわりにバスルームへ向かう。


　高嶺の背中を見送り、忍は窓際のソファに腰こしを下ろした。本当に飲んでいいのだろうか。ためらいつつも口をつけると、冷えたビールのほろ苦い味が広がった。


　間接キスだ。


　片思いしている中学生のようなことを思い、忍は薄うすく唇くちびるを綻ほころばせた。何度もキスをしたし、それ以上のこともしているのに、こんなささやかな触ふれあいにときめいてしまう。


　こんなに長く高嶺と過ごすのも、大学生のころ以来だ。


　再会してからというもの、取り引きとして体を重ねるだけで、情事が終われば高嶺は忍を顧かえりみようとしない。ホテルからそそくさと帰ってしまうのが常だ。


　けれど今夜は、明日の朝まで高嶺といられる──。


　はしたない期待が湧わいてきて、つきりと甘い疼きが下か肢しを貫つらぬく。


　取り引きでもいい。都合のよい遊び相手でもいいから、高嶺の体温を感じたかった。


　高嶺でなければ、あんなに感じたりしない。どれほど手ひどく苛さいなまれようとも、高嶺である限り、それは悦よろこびに変わった。


　高嶺に導かれて幾いく度ど、愉ゆ悦えつの深しん淵えんに引きずり込まれたことか──。


　浅ましく乱れた己おのれの痴ち態たいが脳のう裡りを過よぎる。淫みだらな映像を追い払おうとかぶりを振ふったとき、バスルームのドアが開いた。


　バスローブをまとった高嶺が、タオルで髪を拭ふきながらやってくる。濡れて艶つやを増した髪から伝い落ちる雫しずくがうっすらと灼やけた肌はだを濡らし、どきりとするような色いろ香かを醸かもし出していた。


「まだあるのか？」


「え…あ、はい」


　高嶺が目の前まで来てようやく、彼に見み蕩とれていたことに気づいた。どぎまぎしているうちに、手にしていた缶ビールを奪うばわれる。


　忍が口にしたかどうかなどまったく意に介さず、高嶺が無造作にビールをあおった。嚥えん下かする動きに合わせて、喉のど仏ぼとけが上下する。


「ぬるいな」


　眉をしかめてテーブルに空あき缶を置くと、高嶺は忍を見み遣やってふと笑った。


「なんて貌してるんだ」


「……っ」


　気づかれたのだろうか。もの欲しそうな目で見ていたことを。


「誘っているのか？　目が潤うるんでる」


　かあっと頰が熱くなって、忍は弾はじかれたように顔を背けた。はしたない期待が、貌に表れていたのだ。もしかしたら、高嶺への恋れん情じようも見み透すかされたかもしれないと思うと、消えてしまいたくなった。


「こっちを見ろよ」


　頭上から高嶺の声がしたが、顔を上げられなかった。酔よったわけでもないのに、全身が熱い。


「忍」


　宥なだめるような声で名前を呼ばれ、横合いから伸のびてきた手に顎あごを掬すくい上げられる。強ごう引いんに振り向かされたさきには、少し困った貌かおで高嶺が微ほほ笑えんでいた。呆あきれているふうでも、蔑さげすんでいるふうでもない。


　見上げていると、忍を映していた瞳ひとみが切なげに歪ゆがんだ。高嶺の顔が寄せられ、唇が落ちてくる。


「……、……」


　ビールの味がするキスだった。


　押し入ってきた舌に口こう腔こうをまさぐられて、甘い戦せん慄りつが背筋を駆かけ抜ぬける。舌を絡からめられ、痺しびれるほどきつく吸い上げられて、ビールの味はすぐにわからなくなった。


「んー……っ」


　息が続かなくなる寸前で、やっと唇が離はなれた。口の端はしから滴したたった唾だ液えきを追って、高嶺の唇が顎先へと伝う。


　柔やわらかな肌に押し当てられる唇の感かん触しよくにぞくりとして身じろげば、逃のがすまいとするように男の腕うでに力がこもった。


　熱情に翳かげった瞳が、忍を映している。


　そこに同じ希求の想おもいを見み出いだし、発熱したように体中が熱くなった。


「嫌いやか？」


　かぶりを振って、男の肩かた先さきにしがみついた。











　いつもよりずっと高嶺の愛あい撫ぶは甘く、やさしかった。


　淫らさを嘲あざける言葉はなく、かわりに熱いまなざしが忍を包む。


　高嶺に与あたえられる快楽に馴じゆん致ちした体は、ささやかな刺し激げきにも鋭えい敏びんに反応した。あっという間に蕩とろけ、高嶺を欲ほつするようになる。


　しかし、高嶺はなかなか忍の望みを叶かなえてくれなかった。ボディローションを丹たん念ねんに塗ぬり込んでから、今度は指を使って忍の体を開くための準備を続ける。


「あ…ぁっ」


　恥はずかしい格好だった。好きな相手の目の前で両りよう脚あしを大きく開いて、中心に指を突つき入れられているなんて。高嶺の指ゆび遣づかいに合わせて広げた両脚が引き攣つり、塗り込められたローションが耳を塞ふさぎたくなるような音を立てた。


「う…っ、く」


　潜もぐり込んできた指に絡みつく襞ひだを引っ搔かかれて、忍の全身が跳はね上がった。焦しよう燥そうに悶もだえていた粘ねん膜まくは与えられた刺激に歓かん喜きし、高嶺の指を奥へ引き込もうとする。


「や…あ…っ」


　だが、高嶺は内ない奥おうの動きに逆らって指を引き抜いてしまった。恨うらみがましく波打つ襞が収縮したころあいを見計らって、また指を突き入れてくる。


　閉じては開かれる繰くり返しに、どうにかなりそうだった。慣らすというより焦じらす愛撫に、哀あい願がんが口を衝ついて出る。


「高嶺さ…ん、もう……」


　呆れられるだろうか。言ったそばから、高嶺に軽けい蔑べつされる恐おそれに頰ほおがそそけ立った。


「ぁ……」


　覚かく悟ごしたような、侮ぶ蔑べつの言葉は落ちてこなかった。強ばった頰を大きな掌てのひらに包まれ、涙なみだが滲にじんだ目許にくちづけられる。そっと指を引き抜かれてひそめた眉み間けんにも、唇が落ちてきた。


　いったん体を起こし、高嶺が荒あら々あらしいしぐさでばさりとバスローブを脱ぬぎ捨てる。


　なだらかに隆りゆう起きした胸板、引き締しまった腹筋。彫ちよう像ぞうのように均整の取れた体たい軀くがあらわになった。高嶺の全身から、成熟した色香が濃のう厚こうに匂におい立つ。


　当てられたようになって見蕩れていると、両脚を抱かかえ上げられた。ぐっしょりと濡ぬれ綻んだ部分に硬かたい切っ先が押し当てられる。


「あ……あ、ぁっ」


　身構える間もなく、灼しやく熱ねつの昂たかぶりがぐっと突き入ってくる。


　何度経験しても、貫かれる瞬しゆん間かんの衝しよう撃げきには慣れることができない。狭きよう隘あいな襞を強引に抉こじ開けられる充じゆう溢いつ感に、意識が遠のきそうになる。無意識のうちに逃れようとする腰を押さえつけられ、さらに貫かれた。


「ふ…く…ぅ」


　時間をかけてすべてを沈しずめきり、高嶺は動きを止めた。


　最さい奥おうまで一分の隙すきなく満たされている。体の奥底から響ひびいてくる逞たくましい脈動は、高嶺と結ばれている証あかしだった。


　──嬉うれしい……。


　震ふるえるような歓喜が胸の奥から迸ほとばしる。心情そのままに、高嶺を押し包つつむ粘膜が嬉しいと訴うつたえて締めつけた。


　やっぱり、……まだ好きだ。


　過去への追つい憶おくでも、未練でもない。高嶺への想いはいまなお鮮せん明めいに、忍の胸に息づいている。


　取り引きを受け入れたのは、会社のためじゃない。もちろん、高嶺に対する贖しよく罪ざいの意識からでもなかった。


　ただ、高嶺が好きだったからだ。


　高嶺が好きで、どんな理由であれ、こうして触ふれたかったから──。


　たとえ、好きだと口にすることさえ叶わなくとも。


「大だい丈じよう夫ぶか？」


　労いたわりに満ちたまなざしに訊たずねられ、忍の胸を甘いときめきが過よぎる。


　取り引きと称しようして無む慈じ悲ひに振る舞まいながらも、高嶺は自みずからの快楽を優先して、忍の体を傷つけることは一度もなかった。初めてだったあの日、ろくに慣らさずに引き裂さかれていたら、しばらく起き上がれなかっただろう。


　胸を喘あえがせながら、大丈夫だとかぶりを振ると、高嶺が寄せていた眉まゆを緩ゆるめた。


　ほっとしたような高嶺の表情に、彼と体を繫つなげている悦よろこびが奥深くから湧わき上がってくる。目の前の広い肩かたにすがると、力強い腕が応こたえてくれた。


「ん…っ」


　掬い上げるように抱きしめられていっそう結合が深くなり、忍の眉間が艶なまめかしく歪む。頭の中まで、高嶺の存在に侵おかされている。そこへさらに挑いどみかかってくる高嶺の気配を察し、忍は狼ろう狽ばいした。


「待っ…て、まだ……」


「つらいのか？」


　そうではない。よすぎて、怖こわい。かろうじて首を横に振ふり、ふだんの自分からは考えられないような、か細い声で訴える。


「……おかしく、なりそうで……」


「そんな理由なら待てないな」


　色いろ悪あくめいた微笑を刷はいて、高嶺が唇くちびるをくいと上げる。欲望を湛たたえた双そう眸ぼうがきらりと照明を弾はじいた瞬間、腰こしを思いきり叩たたきつけられた。


「あぁあ…んっ」


　熟うれた果肉を押し潰つぶすかのような、ぐちゅっと濡れた音がして、頭の中に無数の火花が散った。深く食はみあった部分から、総毛立つような快感が背筋を駆け上ってくる。


「い…や、あっ、あ…っ」


　続けてぐっぐっと突き上げられて、羞はじらう間もなく、嬌きよう声せいが口を衝いて出た。硬く逞しいものに擦こすられるたび、ねっとりと甘い愉ゆ悦えつに全身が浸しん潤じゆんされていく。抽ちゆう挿そうに合わせて洩もれる、猥みだりがわしい音が快感を倍加させた。


「あ…っふ、あ…あ…っ」


　恥ずかしいのに、声を抑おさえられない。男の引き締まった下腹部に擦られる花か茎けいが、濃のう度どを増した蜜みつをとろとろと零こぼしている。


　熱く蕩けた柔やわ襞ひだは穿うがたれる歓喜に打ち震え、引き抜ぬかれそうになるたび、さもしく波打って追いすがった。もっととねだる動きに応えて、高嶺が最奥目指して突き込んでくる。


「ひ…あぁっ」


　抱え上げられた両脚の付け根が軋きしみ、これ以上ないと思っていた奥の奥まで高嶺に支配される。ぐっと重みをかけて貫つらぬかれて、衝撃に仰のけ反った。


「あ…あ…っ」


　真上から突き入れられた楔くさびに弱みを抉えぐられ、忍の細腰が淫いん蕩とうに跳ねる。昂りきった屹きつ立りつからとぷりと花か蜜みつが溢あふれて、しろい肌はだを濡らした。恥ずかしくてたまらないのに、そのぬめった感触にも感じてしまう。


　激しく脈打つ雄ゆう蘂ずいが、体内で嵩かさを増していく。狂くるおしい悦えつ楽らくに全身を灼やき尽つくされて、どろどろに溶とけてしまいそうだった。


「たか…ね、さ……」


　熱に浮うかされたように自分を抱く男の名を呼び、夢中で背中にしがみつく。より強い力で抱だき返されて、身も心も熱い愉悦に沸わき立つ。


「あっ…あ、あぁ…っ」


　ずんと勢いよく貫かれ、閉じた瞼まぶたの裏で閃せん光こうが弾ける。抱きすくめられた腕うでの中、限界まで背中を撓しならせて、忍は極きわめていた。


「……っ」


　絶頂に窄すぼまった粘膜の締めつけに遭あい、高嶺がぐっと奥歯を嚙かみ締める。体内の雄おすがひときわ大きく脈打ち、弾けた。


「あ…っ、あ…ぁ」


　体の奥をねっとりと熱いもので濡らされて、征せい服ふくされる、被ひ虐ぎやく的な愉悦に陶とう酔すいする。したたかな放出のあいだも、高嶺はゆるゆると抽挿を続けた。


「あ…あ…っ」


　忍の細ほそ腰ごしもまた卑ひ猥わいな弧こを描えがいて、応えた。いつまでも震えが収まらない。だらだらと尾おを引く、甘い絶頂感もだ。本来の性では得られないこの感覚は、女性のそれに近いのかもしれない。


「は…、ふ……」


　胸を喘がせて浅い呼吸を繰り返していると、高嶺が唇を寄せてきた。額に目許、鼻筋に頰にとキスの雨を降らせたあと、唇をやさしく啄ついばまれる。


　まるで、恋こい人びと同士のようだ。


　現実には、高嶺への想おもいを口にするどころか、過ちの謝罪すらしていないのに。


　いまだけでいい。刹せつ那なの幸福に溺おぼれたくて、忍は男の胸先に顔を埋うずめた。自分と同じように速い鼓こ動どうが聞こえる。


「……忍」


　熱く掠かすれた声に呼ばれて、愉悦に潤うるんだ視線を上げる。


　そこには、いまだ消えない欲情を孕はらんだ闇やみ色の双眸があった。灼やけつくように熱いまなざしに、求められていることを知る。


　どきりとして身じろいだ刹那、体内で高嶺の雄が跳はねた。一度放ったというのに、猛たけ々だけしい質量は衰おとろえていない。


「あ…っ」


　達したばかりで敏びん感かんになっている襞ひだをぬるりと擦られただけで、怖いほど感じた。鎮しずまりかけていた欲情の炎ほのおが、一いつ瞬しゆんにして燃え上がる。


　恥はずかしい。自分はこんなに淫みだらな人間だったのだろうか。


「……まだだ」


「あ……」


　いつもよりずっと甘みを増した低音で囁ささやかれると、恐おそれも、羞しゆう恥ちも消えてしまう。


「あっ、あ……たかね、さ……」


　やさしく、情熱的な抽挿が忍を苛さいなむ。


　緩やかに、力強く突つき上げられて、深く、熱い愉ゆ楽らくに呑のみ込まれていく。


　日常を離はなれた、二人きりの世界が見せてくれる一晩だけの魔ま法ほうでもいい。いまだけは、なにもかも忘れて溺れてしまいたかった。




５







　ドアをノックする音に、忍はパソコンのディスプレイから顔を上げた。経営改革推進室のスタッフだろう。


　だが、どうぞという声にドアから現れたのは、予想していなかった人物だった。


「高嶺さん」


　黒に近い濃のう紺こんの三つ揃ぞろい、ロイヤルブルーのネクタイ。水際立った高嶺の姿を目にしただけで、鼓動が速くなった。


　高嶺に会うのは、日曜日に松本から戻もどって以来だ。昼過ぎに東京に戻り、いっしょに昼食を摂とってから、仕事があるという高嶺と別れた。


「風邪かぜは引かなかったみたいだな」


「はい。おかげさまで」


　高嶺と過ごした先週末の出来事を思い出すと、じんわり頰ほおが熱くなる。まるで恋人同士のような甘く、やさしい時間だった。


　想いが通じたのではないか。期待してしまいたくなるくらい、高嶺はやさしかった。何度も求められて、奔ほん放ぽうに乱れて。翌朝目覚めたときも、高嶺の腕の中だった。


　いまとなっては気き恥はずかしいばかりで、高嶺の顔をまともに見られない。眼鏡めがねのブリッジを押し上げるふりをして微び妙みように視線を逸そらし、話題を変える。


「今日は会議ですか？」


「Ｋコンサルティングとの打ち合わせが入ったんだ」


　会長に退いた父が社長を兼けん任にんする、ブランド管理会社に用があるらしい。同社は本社ビルの一角にオフィスを構えている。


「日曜日、あれから『ｅａ』の直営店を見にいってきました。それを参考にデュフィの出店計画を練り直してみたんですが、あとでお時間をいただけますか？」


「わかった。打ち合わせが終わったらここに寄ろう」


「ありがとうございます」


　デュフィの出店計画書を見て、高嶺はどう言ってくれるだろう。期待と不安が交こう錯さくする。


　松本に誘さそってくれた高嶺の厚意に、なんとしても応こたえたい。桐原物産を再生させるという目的もあるが、高嶺に認められたいという気持ちも大きかった。


　すぐに会話は途と切ぎれ、沈ちん黙もくが落ちる。しかし、二人のあいだに漂う空気に刺々しさはなく、むしろ面おも映はゆいような甘さを孕んでいた。


　打ち合わせのまえに、わざわざ立ち寄ってくれたのだろうか。


　オフィスだというのに、高嶺と向きあっているとどきどきしてしまう。こんなことでは、仕事にならない。不ふ謹きん慎しんなときめきを押し殺し、忍は机の上にあったチョコレートを勧すすめた。


「さっき、悠がギネヴィアの試作品を持ってきたんですが、いかがですか？　シャンパントリュフだそうです」


「へえ。おいしそうだな」


　机の上にあった試作品を勧すすめると、高嶺が唇くちびるを綻ほころばせた。一個摘つまみ、「うまいな」と感心したように呟つぶやく。


「ちゃんとシャンパンの味がしているが、くどくない。これなら、アルコールが苦手な人も食べられるだろう」


「よかった。高嶺さんにそう言っていただけると、安心です」


「ただの個人的な感想だ」


　忍が勧めるままに、高嶺は三個のチョコレートを平らげた。かなり気に入ってくれたようだ。


「コーヒーでも入れますか？　それともお茶を……」


「いや、いい。そろそろ打ち合わせだ」


　飲みものを入れようとする忍を制し、高嶺はソファから腰こしを上げた。


「一時間ほどで終わるはずだ。そのあとで寄る」


「わかりました」


　ドア口まで見送ろうとすると、ふいに高嶺が立ち止まった。広い背中に視界を遮さえぎられ、忍もつられて足を止める。


「高嶺さん？」


　振ふり返った高嶺に顎あごを掬すくわれる。熱く翳かげった瞳ひとみが近づいてきて、視界を高嶺の貌かおが占しめた。


「……っ」


　掠めるような、淡あわいキスだった。かすかにチョコレートの香かおりがする。唇を触ふれあわせただけで、高嶺はすぐに離れた。


「口直しだ」


　悪戯いたずらっぽく笑い、高嶺はドアに向かった。忍が動どう揺ように立ち尽つくしているあいだに、「あとでな」と出ていってしまう。


　目の前でドアが閉まる。ぱたんという音で、忍はようやく我に返った。


　オフィスで、キスされるなんて。なにが起きたのかを把は握あくするなり、頭の中が茹ゆで上がったようになった。


　頰が熱い。顔だけでなく、きっと耳まで真っ赤になっているだろう。


　そっと指先を伸のばし、唇に触れる。触れただけのキスだったのに、高嶺の唇の感かん触しよくがはっきりと残っていた。


　チョコレートよりも甘いキスだった。唇から、溶とけてしまいそうな。


　唇に刻まれた甘やかな熱に、忍はふるりと身み震ぶるいした。


　やさしくしてくれるのも、不意打ちのキスも、ただの気まぐれかもしれない。でも、日曜以来、高嶺との距きよ離りが縮まった気がする。


　取り引きなどを介かい在ざいせず、高嶺と向きあえたらと思わずにいられない。想いが叶かなわなくてもいいから、せめて昔のような関係に戻りたかった。


　それができるのは、桐原物産が再生を果たし、サンライズが投資を終えたときだろう。


　そのときこそ、高嶺とただの一人の人間として向きあえるはずだ。


　高嶺に認められたい。対等になりたかった。


　まずは、高嶺を納なつ得とくさせるようなデュフィの出店計画を提示しなければならない。


　高嶺が戻ってくるまで、準備を完かん璧ぺきにしておこう。


　パソコンに向かいながらも、高嶺の唇の感触はなかなか消えなかった。











「ピエール・デュフィは、アンチ・ギネヴィアをコンセプトに展開していきたいと考えています」


　約一時間後、打ち合わせから戻ってきた高嶺に、忍はデュフィの出店計画書を提出した。


「ずいぶん大だい胆たんなコンセプトだな」


「自社のナンバーワンブランドに対たい抗こうするくらいでなければ、成功しませんから」


　松本から帰ってから中目黒の「ｅａ」を見学し、新規事業部のデュフィチーム、再生委員会のクロス・ファンクショナル・チームとも打ち合わせを重ねた。


「おまえの言うとおりだ。で？」


　提案書をめくりながら、高嶺が続きを促うながす。コンセプトには同意してくれたようだ。高嶺の反応に力を得て、説明をはじめる。


「ギネヴィアは、すでにブランドが確立されています。万人に好まれる、高級チョコレートのトップブランドで、たいていの百貨店に店てん舗ぽがある。逆に言えば、可もなく不可もなくといった感があるのは否いなめません」


　高嶺が頷うなずくのを確かめてから、忍は続けた。


「対して、デュフィは希少性で勝負したいと思います。ギネヴィアが日常の贅ぜい沢たくなら、デュフィは非日常の贅沢です。それにふさわしい出店地は、銀座という意見の一いつ致ちをみました。第一号は、銀座に路面店を出したいと思います」


「有ゆう楽らく町ちようや銀座界かい隈わいに新しい商業施し設せつの建設が続くなかで、あえて路面店にする理由は？　あのあたりには、すでに競合ブランドが路面店を出しているだろう」


　高嶺の言うとおり、銀座にはすでにライバル店が進出している。ブランドショップがひしめく通りや、人通りの多い交差点近くなど、いずれも一等地だ。


「銀座はハイクラスブランドの密集地です。確かなものが正しく評価される場所でもある。路面店ならば、デュフィをご存じないお客さまでも、買い物の途と中ちゆう、休きゆう憩けいに立ち寄っていただける可能性があります。また、競合店があることで相乗効果が期待できます」


「ブランドショップ巡めぐりならぬ、チョコレートショップ巡りをする客もいるだろうな」


　忍の答えに、高嶺は薄うすく唇を綻ばせた。


「こちらが競合店の一覧です。百貨店内に出店しているブランドを含ふくめ、カフェを併へい設せつしている競合店はありませんから、その点ではこちらに分があると思います」


「ショップのアイディアもいいな。『チョコレート好きのための隠かくれ家』か」


　計画書には、社内から出されたショップのアイディアも記してある。もし銀座にデュフィの路面店を出すとしたら、という質問に対する社員の意見だ。


「『ｅａ』のように、デュフィの商品が目的で銀座に足を運んでくださる顧こ客きやくを作りたいと思います」


「このショップなら、大勢のデュフィファンができるだろう」


「ありがとうございます」


　高嶺のお墨すみつきを得て、忍はほっと肩かたから力を抜ぬいた。


「カフェメニューの開発も進んでいると言っていたな。できれば、年内の出店を目指したほうがいいだろう。クリスマスにヴァレンタイン、売上が見込めるシーズンだ」


「年内、ですか……」


　間に合うだろうか。当初は、来年二月に完成する丸の内の新ビルに出店することを想定していた。


　メニューの開発は順調だから、なんとかなるかもしれない。しかし、肝かん心じんの店舗が見つかるかどうかが問題だった。


　銀座の中心に近く、隠れ家というからには、大通りから奥まった、でも人通りのある場所。ロケーションは絶対に譲ゆずれない。


　言いよどむ気配からそれを察したのか、テーブルの向こうから高嶺が身を乗り出してくる。あまり感情が顔に出ないたちなのだが、高嶺にはすぐ見み抜ぬかれてしまう。


「問題があるのか？」


「いいえ。ただ、ふさわしい物件が見つかるかどうか……」


「うちの関連会社に、不動産ファンド専門の運営会社がある。いろいろとつてがあるだろうから、訊たずねてみよう」


「ぜひお願いします」


　頼たのもしい言葉だった。高嶺がいてくれれば、どんな難問でも解決できるような気がしてくる。


　昂こう揚ようする気分のまま、忍は勢い込んで続けた。


「桐原物産再生のためにも、なんとしてもデュフィの出店を成功させたいんです。少しでも早く、投資していただいた金額に見合うだけの成果を出したい。投資期間の短縮を目標に、再建を進めていきたいと思います」


　とたん、高嶺の顔からすっと表情が消えた。さきほどまでの、親密な空気がいっきに霧む散さんする。


　なにかまずいことを言っただろうか。


　桐原物産にとっては経営再建を進めること、サンライズにとっては利益を上げること。それがお互たがいの目的だ。


　サンライズとの資本関係が解消できたときこそ、取り引きではなく、高嶺と対等な関係を築けるかもしれない。そのためにも、桐原物産を早く再生させたい。


　それは、甘い考えだったのだろうか。


　感情が剝はく落らくした高嶺の顔は、整っているだけに彫ちよう像ぞうめいて見え、忍は不安になった。


「高嶺さん……？」


　忍の声が合図だったかのように、高嶺がふと唇くちびるを歪ゆがめた。


「……そうだ。短期間に、最小の投資で最大の利益を生むのが俺たちの仕事だ。桐原物産には、儲もうけさせてもらわないとな」


　皮肉っぽく細めた目に、失望とも怒いかりともつかないものが浮うかぶ。


　この表情には、見覚えがある。初めて高嶺に抱だかれたあの日、事後に高嶺が見せたのと同じ表情ではないか。


　どうしてこんな貌かおをするのだろう。暗い色合いの瞳ひとみに見み据すえられ、喉のどが震ふるえた。


「ともかく、投資期間は俺との契けい約やくが有効だということを忘れるな」


「……わかっています」


　契約という単語の冷ややかな響ひびきに胸を深く抉えぐられる。


　高嶺との距離が近づいたと思ったのは、都合のよい錯さつ覚かくだったのだ。忍の四し肢しを、激しい落らく胆たんが搦からめ捕とる。昔に戻もどったかのような和なごやかな空気が漂ただよっていただけに、冷ややかなまなざしをした高嶺がいっそう遠く感じられた。


　どうして、高嶺の不興を買ったのかわからない。デュフィの出店計画には賛成してくれたはずだ。


　原因がわからないことじたい、高嶺をまったく理解できていない証あかしなのかもしれなかった。


「そういえば、まだ話していなかったが」


　天気の話でもするようなごく淡たん々たんとした口調で、高嶺が切り出した。


「年内で社外取とり締しまり役やくを降りようと思う。後任にはしかるべき人物を据すえて、桐原物産の立て直しに尽じん力りよくしてもらうつもりだ」


「そんな……」


　思いもしない話を聞かされて、すうっと目の前が暗くなった。


　確約されたわけではない。けれど、三年の再建計画のあいだ、高嶺が社外役員としてかかわってくれるものとばかり思っていた。それが、半年足らずで退任とは。高嶺に打ち解けはじめた社員のあいだにも、動どう揺ようが走るだろう。


　高嶺を、引き止めなければ。桐原物産のためという以上に、高嶺との接点を失いたくないという焦しよう燥そう感かんが大きかった。


「再建がはじまったばかりなのに、高嶺さんがいらっしゃらないと……」


「役員を降りるだけで、桐原物産の案件から手を引くと言っているわけじゃない。俺には、サンライズ代表としての仕事もある。いつまでも桐原物産の案件にかかりきりというわけにはいかない」


　もっともな理由だったが、高嶺の冷ややかな口調に突つき放されたという気分が込み上げてくる。高嶺のどこにももう、打ち合わせのまえにキスを仕し掛かけたときの甘やかな気配はない。


「次の経営会議でこの話をして、後任の人事を相談するつもりだ」


「高嶺さん、」


「今日はこれで失礼する」


　忍の声を遮さえぎって強ごう引いんに話を打ち切り、高嶺はソファから腰こしを上げた。忍に対する、絶対の拒きよ絶ぜつを漂わせて。


　待ってくださいと言いたいのに、喉の奥が錆さびついたようになって声が出なかった。


　広い背中がドアの向こうに消える。高嶺は一度も振ふり返らなかった。


　以前に見た夢のようだ。高嶺に見放され、一人取り残される夢。


　こめかみがどくどくと音を立てている。突とつ然ぜんすぎて、なにがどうしたのかわからなかった。悪い夢を見ている気がする。


　高嶺の再びの変へん貌ぼう、社外取締役の辞任。


　自分の言動をきっかけに、高嶺の態度が変わったのは明らかだ。けれど、具体的な原因が忍にはわからなかった。


　松本で過ごした夜の、恋こい人びとのように甘やかな情交。あれこそが、都合のよい夢だったのか。


　閉ざされたドアを見つめたまま、忍はいつまでも動けなかった。











　だるい。


　だらだらと続く残暑と、忙いそがしかった一週間の疲つかれが出たのか、ひどく体が重かった。


　こんなときに実家まで帰るのは正直おっくうだったが、母に帰ると言った以上は仕方がない。


　父は海外出張で、今週半ばから不在だ。


　桐原物産の会長とブランド管理会社の社長を兼けん任にんしながらも、父はこれまでの鬱うつ屈くつが噓うそのように生き生きとしている。店てん舗ぽのインテリアから什じゆう器き、プライスカードのデザインなどを通してブランドイメージを構築する仕事は、意外と父に向いていたようだ。


　今回の出張は、ベルギーにあるデュフィ本店の見学や、ピエール・デュフィ本人との打ち合わせのためなのだが、父は嬉き々きとして旅立っていった。母が羨うらやましがったほどだ。


「お帰りなさい」


　重い体を引きずって実家に帰ると、母の早智子に出で迎むかえられた。今日は幸い、カレーの匂においはしない。遅おそくなるからあっさりしたものを、と連れん絡らくした甲か斐いがあったようだ。


「あら、具合が悪いの？」


　さすがに母親は侮あなどれない。小首を傾かしげた早智子に顔を覗のぞき込まれ、忍は内心で焦あせった。この数日、ろくに寝ねていないし、食べていない。


「空腹のせいかもしれません」


「まあ、かわいそうに。すぐ準備するわね」


　母がキッチンに消えたあと、さきに帰宅していた悠が「お帰りなさい」と顔を覗かせた。


「今日は冷やしうどんとお刺さし身みと肉じゃがだって」


「そうか。比ひ較かく的てきまともな組み合わせだな」


　母は料理の腕うではいいのだが、あれもこれもと作ってしまうため、ときに突とつ拍ぴよう子しもない組み合わせになることがある。


　忍の帰宅を待っていた二人と、遅い夕食を摂とる。父がいないのは淋さびしいが、その反面、気楽でもあった。


　母は息むす子こ二人が揃そろうと、決まって父との出会いから結けつ婚こんに至るまでののろけ話を披ひ露ろうしてくれる。


「嘉か島しまのおばさまに亮介さんを紹しよう介かいされたときはもう、理想の王子さまが現れたと思ったわ。きりっとしていて、かっこよくて」


「でも、お父さんたらビールを零こぼしたんでしょう？　何度も聞いたよ、その話」


　悠が茶々を入れる。


　祖父の友人である政府官かん僚りようの部下だった父は、上司の自宅で開かれたホームパーティで母と出会った。おかげで、省庁を退職して桐原物産に入社したのだから、母との出会いによって人生が変わったと言える。


　──人生を変える恋こいか……。


　そんなものとは一生、無む縁えんそうだ。込み上げてくる自じ嘲ちようと果てしなく沈しずみそうになる気持ちを抑おさえ、忍は弟と母の前で努めて明るく振る舞まった。


　二人に心配をかけたくないという思いが常に、忍の行動を規き範はんしている。


　二人に対する気き遣づかいや長男としての義務感よりも、弱みを見せたくないという意固地さのせいかもしれない。家族にくらい、弱みを見せて甘えられれば楽になれるとわかっていても、二十八年間培つちかった習性は変えられない。


　食事を終えて自室に向かおうとすると、悠が声をかけてきた。


「兄さん、少しいい？」


「どうした？　仕事の話か？」


「うん……ちょっと」


　悠は神しん妙みような面おも持もちをしている。なにか悩なやみごとだろうか。忙しさにかまけて悠の様子に目を配ってこなかったことを悔くやみつつ、自室に招き入れた。


「兄さん、大だい丈じよう夫ぶ？」


「大丈夫とは？」


　ネクタイを外す手を止め、ソファに座った悠を見み遣やる。心配そうに小首を傾げた弟のしぐさは、母によく似ていた。


「明日も仕事なんでしょう？　先週末も休んでないよね」


　弟に心配されるとは思わなかった。気をつけていたのだが、余よ裕ゆうのなさが言動に出ていたのだろうか。忍は少しほろ苦い気分で笑った。


「先週は埼さい玉たま工場での会議があったからね。明日はデュフィチームとメニューの打ち合わせだから、半分趣しゆ味みみたいなものだ。明後日はちゃんと休むから」


「本当？　パソコンに向かったりしない？」


「うーん……少しは。読みたい資料もあるし」


「もう、そんなんじゃ休みじゃないよ」


　かんしゃくを起こした子供のように、悠はぶんぶんと首を振った。


「心配だよ。最近はますます忙しそうだし、顔色もあんまりよくないし」


「そうかな」


「そうだよ。それに……」


　強い口調で断じたものの、悠は言っていいものかどうかためらうように視線をさ迷わせた。


「それに？」


　続きを促うながしてやると、俯うつむいていた視線をそろそろと上げる。忍と同じ薄うすい色合いをした瞳ひとみは、兄への気遣いと不安とに揺ゆれていた。


「高嶺さん、年内で社外役員を辞やめるんでしょう？」


　心臓がどくんと音を立てて、凍こおりつく。いちばん聞きたくない名前だった。


　高嶺が年内で社外役員を退任することは、まだ公表していない。幹部のみが知っているはずなのだが、社員にも広まりはじめていた。再生委員会をはじめ、マーケティングや経営企き画かくなどの戦略部門を中心にサンライズから派は遣けんされたスタッフがいるから、話が洩もれたのだろう。


「就任してから半年足らずだよね。サンライズがうちから手を引くんじゃないかとか、改革の効果が上がってないからじゃないのかとか、社員のあいだで不安がる声が出てるよ」


「それは違ちがう。サンライズの仲ちゆう介かいで、寿福園の売ばい却きやく先もミマツ食品に決まったし、デュフィの出店計画も順調に進んでいる。再建が軌き道どうに乗りはじめたからこそ、高嶺さんは役員を降りるんだ」


「少しずつよくなってるのは、社内の雰ふん囲い気きからもわかるよ。でも、こんなときだからこそ、高嶺さんにはまだ役員としていてほし……」


「いい加減にしろ」


　自分でも思いがけないほど、厳しい声だった。悠の肩かたがびくりと竦すくむのを見て、しまったと思ったが、あとの祭りだ。高嶺に依い存ぞんしている気持ちを悠に代弁されたようで、聞くに耐たえなかった。要は、ただの八つ当たりだ。


　驚おどろきと困惑を湛たたえたまなざしが、忍を凝ぎよう視ししている。一つ息をついて昂たかぶった気持ちを静め、忍は穏おだやかに言った。


「高嶺さんはうちの社員じゃない。あくまで、サンライズ・キャピタルの代表だ。ほかにもたくさんの案件を抱かかえているなかで、いままでうちに時間を割さいてくれたことのほうが異例だったんだ」


「……うん。そうだね」


　すっかりしょげ返った悠が、ぎこちなく微ほほ笑えもうとするから、よけい罪悪感が募つのった。ソファに歩み寄って悠の隣となりに腰こしを下ろし、自分よりさらに細い肩を抱だき寄せる。


「とにかく、おまえが心配するようなことはなにもないよ」


　含ふくみ聞かせるように言うと、うん、と悠が頷うなずいて肩かた先さきに額を預けてくる。


「ごめんなさい。よけいなこと言って」


「いや。俺のほうこそ、悪かった。大きな声を出して」


「ううん」


　ふるふるとかぶりを振ふってから、悠は意を決したように忍を見上げた。


「兄さんはすごく優ゆう秀しゆうだし、なんでもできるから、俺の助けなんかいらないと思うけれど……でも、もし俺になにかできることがあったら言ってね」


　真しん剣けんなまなざしからも自分を案じてくれていることがわかって、忍は嬉うれしいような切ないような気分になった。


　悠が自分を過小評価して、卑ひ下げしがちなのは忍のせいだ。甘やかして、世話を焼いて。自分がいないと、なにもできないように仕向けた。悠に必要とされたかったからだ。


　けれど、忍の庇ひ護ご下にあっても、悠本来の素す直なおでまっすぐな気性はまったく損なわれなかった。小さいころは自己主張せず、忍の言いなりだったが、いまは自分で考え、自分の足で歩いていこうとしている。


　兄というだけで、無条件に自分を慕したってくれている悠が眩まぶしかった。悠にはいつも、罪悪感とともにいくばくかの羨せん望ぼうと劣れつ等とう感を抱かずにいられない。絶対に知られたくない、屈くつ折せつした感情だ。


「ありがとう。おまえが弟でよかったよ」


　柔やわらかな髪かみを撫なでると、悠は面おも映はゆそうに微笑んだ。


「お風ふ呂ろ、沸わいてるから」


「ありがとう」


　お邪じや魔ましましたと少しふざけて頭を下げて、悠は部屋を出ていった。


　疲つかれていたとはいえ、自分を気遣ってくれる弟に声を荒あららげるなんて、情けない。一人になったとたん、忍は自嘲に唇くちびるを歪ゆがめた。


　桐原物産の再建は順調に進んでいる。まずは、オリジナルブランド寿福園の売却が決まった。サンライズの仲介により、製造に携たずさわる全従業員の雇こ用ようを条件に、理想的な金額でミマツ食品が買ってくれたのだ。


　デュフィの出店準備も、驚くほどのスピードで進んでいる。第一の問題だった物件も、高嶺が紹介してくれたつてを辿たどり、銀座の目め抜ぬき通りからほど近い、理想的な場所に見つけることができた。


　物件じたいは、築五十年近くになる雑居ビルだ。ベルギー本店のイメージを損ねることなく、また隠かくれ家というコンセプトにふさわしい店になるよう、全面的な改装を行っている。


　再建が軌道に乗りはじめたおかげで、忍は以前にも増して多た忙ぼうになっていた。これほどの充じゆう実じつ感かんがあるのは、桐原物産に移ってから初めてかもしれない。それがいっそう、忍を仕事にのめり込ませていた。


　報われない高嶺への想おもいを、仕事で埋うめあわせるように。


　役員室でのやりとり以降、高嶺との関係が途と絶だえて一ヵ月以上になる。


　あの日、いきなり話を打ち切って帰っていった高嶺は、それきり忍に指一本触ふれようとしなかった。サンライズが投資しているあいだ、契けい約やくは有効だと言ったにもかかわらず。


　会話は仕事に関することのみで、それ以外は口を利きくどころか、ろくに忍を見ようともしない。いったん氷解しはじめていた高嶺の態度は、以前にも増して冷れい淡たんになっていた。


　どうして、こんなことになってしまったのだろう。


　あの日の出来事を何度反はん芻すうしても、高嶺の態度が変わった理由がわからなかった。ギネヴィアの新商品を食べたときも、デュフィの出店計画を相談したときも、高嶺に変わったところはなかった。むしろ、機き嫌げんがいいように見えた。


　様子が変わったのは、デュフィの出店を成功させて、早く再生を果たしたいと忍が言ってからだ。


　出すぎたことを言ったのだろうか。理由を訊たずねたくとも、仕事以外ではまともに会話が成立していないのだから、機会すらなかった。そのうちまた高嶺の態度が変わるのではないかと期待していたのだが、いまだ変化の兆きざしはない。


　なんとか、しなければ。


　気持ちが焦あせるばかりで、高嶺との関係を好転させるきっかけが摑つかめなかった。いくら考えてもこうなった理由がわからないのだから、どうすればいいかなんてわかるはずがない。最近では思い悩なやむことに倦うんで、仕事に逃にげているありさまだった。


　その仕事が順調なのも、高嶺のアドバイスのおかげだ。松本に同行させてもらわなければ、デュフィのアイディアは生まれなかっただろう。


　高嶺のアドバイスは厳しいが、それだけに的確だった。しかも、口先だけではない。労を惜おしまず、自みずから先頭に立って行動する。


　そんなところは、昔と少しも変わっていない。本質的に高嶺は変わっていないのだと思う。変わったのは、忍に対する態度だけだ。


　高嶺が社外役員を退しりぞくことで、いろいろな噂うわさが出ているのは忍も知っている。悠には否定したが、サンライズが手を引くのではないかという不安は忍の胸にも芽生えていた。


　忍の体と引き換かえに交かわされた、高嶺との密約。


　けれど、高嶺が自分に飽あきてしまったのならば、あの密約は効力を失うのではないか。


　入浴しようとバスルームに向かったものの、忍は自分の考えに暗あん澹たんとした気分に陥おちいった。


　桐原物産の再生は、はじまったばかりだ。この段階でサンライズが撤てつ退たいすれば、自主再建は困難になる。今度こそ他社に買収されるかもしれない。


　なによりも、高嶺に見捨てられるのが怖こわかった。家族にさえ弱音を吐はけない忍が、唯ゆい一いつ甘えられる相手。関係がこじれてしまったいまでも、高嶺は忍にとって心の支えだった。


　あの人を、失いたくない──。


　切実な恋れん情じようが忍の身を灼やく。会社のためでも、取り引きのためでもなく、高嶺を失いたくない。


　どうしたら、高嶺を繫つなぎ止められるだろう。それとも、もう手て遅おくれなのだろうか。


　もしかしたら、自分の気持ちに気づいて興ざめしたのかもしれない。後あと腐くされのない遊び相手から好かれているとわかったら、鬱うつ陶とうしいだろう。


　だったら、体だけでもいい。取り引きでいいから高嶺と繫がっていたいのに、この一ヵ月以上、それすらも途絶えている。


　バスルームの鏡に昏くらい貌かおをした自分が映る。主人に見捨てられた、惨みじめな犬のようだ。


　鏡から目を逸そらし、さきに髪を洗おうとシャワーのカランを捻ひねる。肌はだがひりつくような熱いお湯でさえも、高嶺への想おもいを洗い流してはくれなかった。


　高嶺の声が聞きたい。肌に触れたい。ぬくもりが、欲しい。


　希求の想いは薄うすれるどころか増すばかりで、高嶺のことを想うだけで身も心も激しく波立つ。絶望しかけた心とは裏腹に、餓うえて干ひ涸からびた体は高嶺の与あたえてくれる快楽を欲ほつしていた。


　浅ましい。高嶺のことを考えただけで、昂たかぶってしまうなんて。


　性的には淡たん白ぱくだったから、必要に駆かられて自らを慰なぐさめる程度だった。その行こう為いにさえ、やましさを捨てきれなかった。


　なのに。


　体の疼うずきと激しい欲望に駆り立てられて、自分の体にふらふらと手が伸のびる。いまだけでも、絶望から逃のがれたかった。


「……、ぅ……」


　胸先の尖とがりに触れただけで、ぞくりとするような快感が生じる。高嶺によって丹たん念ねんに可愛かわいがられたそこは、快楽を得るための器官に変えられていた。


　どんなふうに高嶺に触れられたか、記き憶おくを反芻しながら、自分の指を這はわせる。柔らかな突とつ起きを摘つまんでじりじりと縒よりあわせて、凝しこってきたところで感かん触しよくを確かめるようにわざと押し潰つぶす。


「ん……ん…っ」


　高嶺の指の動きをなぞるうち、触れていない下か肢しまでが張りつめていく。こりっと凝った乳にゆう嘴しを軽く弾はじくと、じんと熱い痺しびれが脊せき髄ずいを貫つらぬいた。お湯とは異なる、とろりとした先走りが溢あふれる。


「っ……く」


　たまらなくなって、両手で自身を包み込んだ。久しぶりに帰った実家の浴室で、浅ましい行為に耽ふけるなんて。高嶺に顧かえりみられないからといって、こんな惨めな行為はやめなければ。


　いけないと思うほどに、禁きん忌きの快感は抗あらがいがたい勢いで忍を呑のみ込もうとする。


　高嶺の声、体温。抱だきしめた腕うでの強さ。巧たくみに快楽を引き出す、しなやかな指先。最さい奥おうまで穿うがつ、あの──。


「……、……っ」


　ぞくぞくっと背中が震ふるえた瞬しゆん間かん、昂りきったものが弾ける。吐き出した白はく濁だくはあっという間にシャワーに流され、排はい水すい口こうに消えた。


　浅い呼吸を繰くり返しながら、呆ぼう然ぜんと熱い湯に打たれる。忍の頰ほおを、涙なみだとも湯ともつかないものが流れ落ちた。


「──たか…ね、さん……」


　呼びかけに答える声はない。


　刹せつ那なの快楽と引き換えに忍が手にしたのは、どこまでも虚むなしい後こう悔かいだった。




６







「高嶺はただいま外出中でして、いつ戻もどるかわかりかねます」


「そうですか……」


　高嶺の秘書の返答に、忍は小さく息をついた。


　クロス・ファンクショナル・チームが提出した報告書にかこつけて、サンライズ・キャピタルのオフィスを訪ねたのだが、空から振ぶりに終わってしまった。


　アポイントなしで訪ねたのだから、仕方がない。そう自みずからを慰めてみるが、落らく胆たんは堪こらえられなかった。


　最近、電話をしても会議中だったり出張中だったりで、高嶺に取り次いでもらえないことが続いている。


　避さけられているのだろうか。


　高嶺との関係を修復できないまま、すでに二ヵ月になろうとしている。最近では高嶺が桐原物産にやってくる回数も減り、顔を見ることさえ難しかった。


「わかりました。また改めてご連れん絡らくいたします」


　もしかしたら会えるかもしれないと期待していただけに、すっかり気持ちが挫くじけてしまった。確実に会うためにはアポイントを取るべきだが、高嶺に避けられているのかもしれないと思うと、言い出せなかった。


　申し訳なさそうな秘書に見送られて、すごすごとオフィスをあとにする。


　幸いなのは、危き惧ぐしたような事態が起きていないことだ。


　サンライズが保有する桐原物産の株式に動きはなく、同社から派は遣けんされているスタッフも熱心に経営再建に取り組んでくれている。


　結局、高嶺に飽きられただけなのだ。


　高嶺の関心を失ったというその事実が、鋭するどい棘とげとなって忍の胸に突つき刺ささっている。傷口からは絶えず血が流れ出し、激しい痛みをもたらしていた。


　苦しい──。


　見上げた空が、高かった。いつの間にか秋は深まり、街路樹がすっかり色づいている。


　仕事は山積みだったが、このまままっすぐ会社に帰る気にはなれなかった。会議や来客の予定が入っていないのをいいことに、ふらふらと歩く。


　ショーウィンドーに映る貌は、自分でも嫌いやになるほど沈しずんでいた。


『たまには気分転換も必要だ』


　ふと高嶺の言葉を思い出してしまう。高嶺と釣つりをすることはもう二度とないだろうと思うと、やりきれない切なさに胸が軋きしんだ。


　三年ものあいだ、こんな思いをしなければならないのだろうか。


　時折、仕事のために顔を合わせるだけ。しかも、見知らぬ他人を見るような冷ややかなまなざしを向けられることに、耐たえられるだろうか。


　現状を打開する唯ゆい一いつの方法は、直接高嶺に疑問をぶつけてみることだ。大学を辞やめた理由から現在の取り引きのこと、態度が変化した理由を訊たずねればいい。


　だが、こうもあからさまに避けられていては、訊ねるまでもないという気がしてくる。


　もっとなりふり構わず、努力すべきかもしれない。けれどその結果、高嶺から決定的な言葉を投げつけられたらと思うと、勇気が出なかった。


　プライドが、邪じや魔まをしている。わかってはいても、これ以上傷つきたくないという気持ちが勝まさった。


　そのくせ、高嶺への恋情を捨てきれず、こうしてぐだぐだ悩なやんでいるのだ。


　目的もなく歩くうち、ビルの隙すき間まに老舗しにせホテルが見えた。コーヒーの一いつ杯ぱいでも飲めば、気分を切り替かえられるかもしれない。


　周辺に外資系企き業ぎようや大使館が多いせいか、ホテルのロビーにはいかにもエグゼクティブといった雰ふん囲い気きの客が行き交かっている。


　窓から日本庭園が望めるラウンジに足を踏ふみ入れたところで、聞き覚えのある声に呼び止められた。


「桐原じゃないか？」


「……安あん東どうさん」


　かつての勤務先である丸菱商事の先せん輩ぱい社員を見つけて、忍は目を瞠みはった。


「元気か？　連絡を取ろうと思ってたんだが、つい不精をして……音おと沙さ汰たなしですまない」


「いいえ。こちらのほうこそ、ご無沙汰して申し訳ありません」


　安東孝たか志しは五歳上で、同じゼミの卒業生でもある。ＯＢ訪問がきっかけで知りあい、入社後もいろいろとアドバイスをくれた。すっきりとした端たん整せいな顔立ちと温厚な言動が、育ちのよさを感じさせる人物だ。


　社内では金きん融ゆう事業本部の若手エリートとして有名で、社費でハーバード・ビジネススクールに留学していたこともある。


　忍が丸菱を退職したあとも細々としたつきあいが続いていたが、今年は年初に大学時代の恩師の家で顔を合わせたきりだった。


「どうだ？　時間があるなら、お茶でも」


「いいですね」


　ちょうどコーヒーでも飲もうと思っていたのだし、一人でいるとどんどん落ち込んでしまいそうだ。忍は一も二もなく安東の誘さそいを承諾した。


　窓際のテーブルに案内されてオーダーをすませると、安東がおもむろに口を開く。


「桐原には言っていなかったんだが……実は、この春に丸菱を辞めたんだ」


　丸菱商事にとって安東は、手放したくない人材のはずだ。安東が丸菱に愛着を持っていたのも知っているから、忍は思いがけない告白に驚おどろいた。


「では、いまどちらに？」


「ＳＫパートナーズだ。まだまだ見習いなんだが」


　小さく笑って謙けん遜そんしながら、安東は新しい名めい刺しを差し出した。


　同社は、米国の大手コンサルティング会社と丸菱系の都市銀行の出身者二人によって設立された、投資ファンド会社だ。丸菱は同社の設立時に出資したことから繫つながりが深く、共同でファンド運営会社を設立したり、投資先企業に人材を派遣したりしている。


「さすがですね……。でも、安東さんはなにがあっても丸菱にいらっしゃると思っていたので、驚きました」


「俺もそのつもりだったんだが、ＳＫパートナーズの佐さ野の代表に口説かれて、ついその気になってね」


　金融事業本部にいた安東は、Ｍ＆Ａ事業部や企業投資事業部を経験している。その経験と、留学時代に取ったＭＢＡの資格が評価され、ＳＫパートナーズにヘッドハンティングされたのだろう。


「新しいお仕事はいかがですか？」


「やりがいもあるし、楽しいんだが、慣れないことも多いよ。投資ファンドというだけで、いまだに『ハゲタカ』のイメージがあるらしくてね。このあいだ初めて訪ねた企業なんて、塩を撒まかれんばかりの勢いだった」


　参ったよ、と安東は柔やわらかに苦く笑しようした。


　ＳＫパートナーズは国内資本の独立系ファンドで、代表、副代表ともに日本人だ。企業再生分野で実績を上げており、経営陣じんに圧力をかける目的で株式を大量取得したり、短期に株式を売り抜ぬけるたぐいのファンドではない。


　そんな彼らですらマイナスのイメージを持たれているのだから、元祖ハゲタカと名高いサンライズ・キャピタルの代表である高嶺の苦労は推おして知るべしだ。


「それより、桐原のほうはどうだ？　サンライズ・キャピタルが支し援えんに乗り出したんだろう？」


　高嶺のことを考えていただけに、心臓が止まりそうになった。安東は忍の動どう揺ようには気づかず、心配そうに続ける。


「親会社のＫＫＷは、買収後にかなり大だい胆たんなリストラをやることで有名だ。もっとも、日本に進出してから十年、本国と同じ手法が通用しないことは彼らも理解しているだろうが」


「サンライズから投資の提案を受けたときは、社内でかなり揉もめました。でも、経営権を握にぎらず、三年かけて再生するという計画だったので、提案を受け入れたんです」


「桐原は経営改革担当役員だろう？　いろいろたいへんだったんじゃないのか」


「ええ。再生計画の練り直しを迫せまられました。ただ、サンライズが父とのあいだのワンクッションになってくれることで、やりやすくなった面もあります」


「なにか力になれるとよかったんだが……俺も転職したばかりでばたばたしていて、すまない」


「いいえ。とんでもありません」


　安東の気き遣づかいに、胸があたたかくなる。誠実で温厚な安東は、尊敬できる先輩だった。高嶺を除けば、唯一親しくなった先輩でもある。


「新聞で見たんだが、新しいチョコレートショップを銀座に出すんだって？」


「はい。十二月にオープンする予定です。カフェも併へい設せつするので、ぜひいらしてください」


「でも、メニューはチョコレートばっかりなんだろう？」


「大だい丈じよう夫ぶですよ。コーヒーやシャンパンもありますから」


　甘いものが苦手な安東が恐おそる恐る訊ねるのがおかしくて、忍は声を立てて笑った。気の置けない相手と話すのも、他た愛わいのない話題で笑うのも、ずいぶん久しぶりだ。沈んでいた気持ちが、少しだけ軽くなる。


　そのとき、ふと横顔に突き刺さるような視線を感じた。嫌な胸むな騒さわぎを覚えて振ふり返る。


　──噓うそだ……。


　ラウンジ脇わきの通路を高嶺が歩いている。イタリア製のスーツを完かん璧ぺきに着こなした姿は、相変わらず端正だ。


　忍と目が合ったとたん、精せい悍かんな顔立ちに侮ぶ蔑べつとも憤いきどおりともつかぬ色が過よぎった。次に、切りつけるような鋭するどいまなざしで安東を一いち瞥べつする。


　ほんの一いつ瞬しゆんの出来事だった。興味を失ったように視線を逸そらすと、高嶺は隣となりの部下と話しながら、玄げん関かんに向かって歩いていく。その後ろを、さらに数人の部下が続いた。


　なんという偶ぐう然ぜんだろう。


　サンライズのオフィスからこのホテルまで、歩いて十分ほどの距きよ離りだ。高嶺たちが会食や会議に使うには便利だろう。


　外出中というのは、噓ではなかったのだ。


　突とつ然ぜんの邂かい逅こうに驚く一方で、避さけられたのではないとわかって忍は内心でほっとした。


「噂うわさをすれば、だな」


　感心したように安東が呟つぶやく。どうやら、高嶺の顔を知っているようだ。


　高嶺はマスコミにいっさい露ろ出しゆつしておらず、顔を知る者は限られる。同窓生とはいえ、安東と高嶺は学年が違ちがうし、大学時代に接点があったとは聞いていない。ゼミも違ちがったはずだ。


「サンライズ・キャピタルの高嶺代表だろう？　声をかけなくてよかったのか？」


「あ……はい。お忙いそがしそうでしたし」


　安東は、高嶺の剣けん呑のんなまなざしに気づいただろうか。どぎまぎしながら、忍は安東に訊たずね返した。


「高嶺さんをご存じなんですか？」


「ああ。俺が留学したときにはもう彼は卒業してたんだが、ハーバードの日本人留学生のあいだでは有名でね。大学を中退しておきながら、ハーバード・ビジネススクールでＭＢＡを取ったのも、彼くらいのものだろう」


「高嶺さんが、ですか……？」


「知らなかったのか？」


「はい」


　ＫＫＷのジョン・ウィルスとの出会いは話してくれたが、ハーバード・ビジネススクールに通っていたことも、ＭＢＡを取得したことも話してくれなかった。


「ごくごく稀まれな特例だろうな。入学の際も、ＫＫＷのパートナー三人の推すい薦せんがあったというし。それもあって、留学生のあいだで半ば伝説の人物扱あつかいされてるんだよ」


「そうだったんですか……」


　世界が違いすぎる。高嶺はやはり遠い存在なのだ。


　忍に話してくれたのは、高嶺が過ごしてきた八年間のごく一部に過ぎない。まだまだ忍の知らない過去がたくさんある。


　すべてを話してくれなかったことこそが、忍に対する高嶺のわだかまりの証あかしなのだろう。


　松本へ同行したことで高嶺との距離が縮まったと思ったのは、独りよがりな誤解だったのだ。


　沈しずんだ空気を察し、安東が「そろそろ会社に戻もどらないと」と会話を打ち切った。


「すみません。すっかりお引き止めしてしまって」


「いいや。久しぶりに話ができてよかったよ」


　たまに会うときくらい奢おごらせてくれという安東に押し切られて、ご馳ち走そうになってしまった。


「もしなにかあったら、遠えん慮りよなく連れん絡らくしてくれ。話を聞くくらいしかできないかもしれないが」


「ありがとうございます」


　エントランスでの別れ際、安東は真しん剣けんな表情で忍に念を押した。


「俺が言うのも妙みようだが、ファンドは儲もうけを出すのが第一の目的だ。充じゆう分ぶん、気をつけてくれ」











　経営改革推進室から役員室に戻ると、フロアはしんと静まり返っていた。ほとんどの役員は帰宅し、秘書室に数人残っているだけのようだ。


　安東と会ってから会社に戻った忍は、さぼった時間を取り戻そうと働いた。


　けれど、あれから心は波立ったままだ。偶然通りかかった高嶺の射るようなまなざし、安東の忠告。


　仕事をしているあいだは頭の隅すみに追いやっていたが、手を止めた瞬しゆん間かんにふと考え込んでしまう。


　時計は午後七時過ぎを指している。この調子では、残業しても捗はかどらないだろう。パソコンの電源を落としたとき、静せい寂じやくを破って直通電話が鳴り響ひびいた。心臓が止まりそうなほど驚おどろいたが、慌あわてて受話器を取り上げる。


「はい、桐原で……」


『俺だ』


「……高嶺さん」


　声を聞いただけで、ホテルで遭そう遇ぐうした高嶺の剣呑なまなざしが蘇よみがえる。電話がかかってくるとは思いもしなかった。


『話がある。これから新宿のＰホテルに来てくれ』


「これからですか？」


『そうだ。四十五階の四五〇七号室で待っている』


　一方的に用件だけを告げて、通話が切れる。回線が切れたことを示すツーツーという音を虚むなしく聞きながら、忍は呆ぼう然ぜんとした。


　なんの話だろう。


　わざわざホテルに呼び出すからには、例の密約の件かもしれない。契けい約やくの破は棄きとともに、投資の回収を告げられたら──。


　考えただけで、胃のあたりがきゅうっと締しめつけられた。とにかく、新宿まで行かなければならない。


　この時間、道路は混んでいる。タクシーよりは地下鉄のほうが確実だが、それでも三十分はかかるだろう。


　帰り支度をするのももどかしく、忍はあたふたとオフィスをあとにした。


　指定されたホテルは、外資系のラグジュアリーホテルのさきがけとして有名で、広い間取りを売りにしている。高嶺が指定したのは、二百平方メートル近くあるディプロマットスイートだった。


　緊きん張ちように震ふるえる指でインターホンを押す。ややあってドアが開き、険しい貌をした高嶺が現れた。ネクタイを緩ゆるめ、背広を脱ぬいだベスト姿だ。


「入れ」


　傲ごう慢まんなしぐさで顎あごをしゃくり、ぶっきらぼうに命じる。


　緊張しながら足を踏ふみ入れた室内は欧おう米べいの邸てい宅たく風で、上品なベージュと茶色を中心にまとめられていた。広々としたリビングルームの一角にあるソファに座るように言われる。


　広い部屋に高嶺と二人きりという状じよう況きように、緊張がますます高まっていく。テーブルに用意されていたグラスと氷で高嶺が水割りを作ってくれたが、口をつける気にはなれなかった。


　忍を尻しり目めに、高嶺がグラスをあおる。奇き妙みように張りつめた空気のなか、からりという氷の音がやけに鮮せん明めいに聞こえた。


「お話というのは、なんでしょう」


　沈ちん黙もくに耐たえきれなくなって切り出すと、グラスを見つめていた高嶺がじろりと忍を見み遣やった。氷のように凍いてついたまなざしは、怒ど気きさえ孕はらんでいる。


　なにかあったのだろうか。剣呑なまなざしを向けられる理由が思いつかず、緊張に喉のどがこくりと鳴った。


「ホテルで会っていたのは、ＳＫパートナーズの安東だな」


「……ご存じなんですか？」


　忍が訊きき返すと、高嶺がふんと鼻で嗤わらった。


「ＳＫとは、買収案件を巡めぐって何度か競せりあってきた。ライバル会社の新人は、当然チェックする」


　同業なのだから、高嶺が安東を見知っていてもおかしくない。しかし、いくらライバル会社の社員にせよ、安東を一瞥した高嶺のまなざしは険しかった。まるで、安東個人に対して敵てき愾がい心しんを抱いだいているかのように。


　訝いぶかしく思っていると、高嶺の双そう眸ぼうがじわりと細められた。


「サンライズに見切りをつけて、ＳＫと組むつもりか」


「……え…？」


　予想もしていなかった言葉に、絶句する。まったくの誤解だ。安東とは偶ぐう然ぜん会ったのだし、彼がＳＫパートナーズに転職していたことも今日初めて知った。


　呆然と目を瞠みはる忍を、高嶺が冷れい淡たんなまなざしでじっと凝ぎよう視ししている。真意を、疑われているのだ。誤解を解かなければ。焦しよう燥そうに胸を灼やかれながら、忍は口を開いた。


「そんなことは、まったく考えていません。御おん社しやの計画に沿って再建を進めていきたいと思っています。すでに寿福園の売ばい却きやくなどにより目に見える効果が出ていますし、社内の雰ふん囲い気きも明るくなってきました。デュフィのオープンも控ひかえています。御社には今後ともぜひ、変わらぬご支し援えんをお願いいたします」


「必死だな」


　深々と下げた忍の頭上に、ひんやりとした嘲ちよう笑しようが落ちた。


「そういえば、俺と寝ねたのも会社のためだったな」


　はっとして顔を上げると、高嶺は自嘲とも憤いきどおりともつかない、昏くらいまなざしで嗤っていた。


　違ちがう。会社のためじゃない。あなたが、好きだからだ。


　いっそ、そう言ってしまいたかった。けれど、言ってどうなるだろう。軽けい蔑べつされるか、呆あきれられるか。二度と顔を見せるなと言われるかもしれない。


　経営再建を大義名分に、高嶺の取り引きを受け入れながら、内心では彼に触ふれられることを喜んでいたのだ。高嶺に疎うとまれてからは、火ほ照てる体を持て余し、彼を想おもって自みずからを慰なぐさめたこともある。こんな浅ましい自分を、絶対に知られたくなかった。


「俺にしたように、あいつにも脚あしを開いたのか」


「してません……！」


　ひどい言いざまに、頭を殴なぐられたようなショックを受けた。


　誰とでも寝るような人間に思われていたのだろうか。高嶺とのあいだには、基本的な信しん頼らいさえないのか。


「信用できないな。見かけによらず、おまえは淫いん乱らんだからな」


　すうっと血の気が引いて、目の前が昏くなった。


　反論しなければと思うのに、声を発するどころか、瞬まばたきすらできない。傷ついたまなざしを向けていると、高嶺の眉み間けんがつと寄せられた。ひそめた瞳ひとみに苦い表情が浮うかぶものの、すぐに冷淡な輝かがやきに消されてしまう。


「うちが投資しているあいだ、俺との契約は有効だと言ったはずだ。忘れたとは言わせない」


　忘れたのは、高嶺のほうではないのか。二ヵ月あまりも触れてくれないくせに。利益を出すのがファンドの第一使命だという安東の言葉が脳のう裡りを掠かすめ、忍は喘あえぐように口を開いた。


「高嶺さんのほうこそ、本当に契約を守ってくださるんですか……!?　いざとなれば、ただの口約束だと言い逃のがれするつもりじゃないんですか…っ」


「──ほう。そんなふうに思っていたのか」


　一段低くなった声は、心臓を抉えぐるほど酷こく薄はくだった。激しい怒いかりを湛たたえたまなざしに見み据すえられて、肌はだがひりつく。


　後こう悔かいしても遅おそかった。高嶺の逆げき鱗りんに触れてしまったのだ。


　謝ろうにも、高嶺が全身から発する凄すさまじい怒りに気け圧おされて声が出ない。凍こおりついていると、Ｌ字型ソファの対角にいた高嶺がおもむろに腰こしを上げた。


「なにを、……」


　近づいてきた高嶺に無言で腕うでを摑つかまれ、ソファから引きずり上げられる。骨が軋きしむほど、容よう赦しやのない力だった。


「決まっているだろう？」


　反射的に引きずられまいと踏んばる忍を振ふり返り、高嶺は唇くちびるの片かた端はしだけで嗤った。


「二ヵ月放っておいたくらいで、他ほかの男を銜くわえ込むとは思わなかった。契約の意味を理解していないようだから、改めて教えてやろう」


「ち、違います……！」


　高嶺の言葉が鋭えい利りな破片となって、忍の胸に突つき刺ささる。安東のことはただの言いがかりなのか、それとも本気で誤解しているのか、高嶺の表情からはわからなかった。


「安東さんは丸菱の先せん輩ぱいで、今日はあそこで偶然会ったんです……！」


「うるさい」


　取りつく島もない口調で忍をぴしゃりと遮さえぎり、広いリビングを横切っていく。


　リビング同様、ベッドルームはシックでモダンなインテリアでまとめられていた。窓の外には新宿の夜景が広がっている。


　だが、夜景を眺ながめる余よ裕ゆうなどなかった。中央に据すえられた、キングサイズのベッドに放り出される。荷物でも扱あつかうような手て荒あらな仕打ちだった。


「おとなしく俺に犯されればいい」


「あ…っ」


　冷れい酷こくな言葉に慄りつ然ぜんとしていると、高嶺が伸のしかかってきた。眼鏡めがねを奪うばわれ、視界がぶれる。


「言い忘れていたが、ここはある案件の打ち合わせのために借りている。隣となりのコネクティングルームを会議室代わりにしているから、途と中ちゆうで部下がやってくるかもしれないな。まあ、おまえが大声を出さなければ気づかないだろう」


「……そんな……っ」


　襟えり許もとのネクタイを引き抜ぬかれ、俯うつぶせに押さえつけられて、両手を後ろ手に縛しばり上げられる。圧あつ倒とう的な力の差のまえに、なすすべもなかった。


　再び忍の体を表に返し、高嶺がやけに冷静な手つきでワイシャツのボタンを外していく。冷えた怒りを湛えた貌かおは、端たん整せいなだけに空そら恐おそろしいほどだった。


「やめてください、高嶺さ……あっ」


　逃れようと体を捻ひねったが、股こ間かんに男の膝ひざ頭がしらが押し当てられて動けなくなった。じわりと力が加わり、痛みと恐きよう怖ふに体が竦すくむ。


　力ずくで体を奪われるなんて、絶対に嫌いやだ。男としての矜きよう持じが赦ゆるさない。だが、抵てい抗こうすれば、さらなる苦痛を与あたえられることは明白だった。


「痛い目に遭あいたくなかったら、おとなしくしていろ」


　首筋に顔を伏ふせてきた高嶺が、薄うすい皮ひ膚ふに歯を立てた。つきんと鋭するどい痛みが走り、紅あかい鬱うつ血けつの痕あとが散る。


「……あ、っ」


　肌にくちづけられながら胸の突とつ起きを乱暴に押し潰つぶされて、思わず眉まゆが歪ゆがんだ。高嶺は忍の苦痛になど頓とん着ちやくせず、小さな乳にゆう嘴しを摘つまみ、捏こね回す。


「……っ」


　かりっと引っ搔かかれて、詰つめていた吐と息いきが艶なまめかしく引き攣つった。痛みとは異なる感覚に、突起が芯しんを持ちはじめている。


　意思に反する行こう為いを強要されているというのに、反応してしまう自分が厭いとわしい。もたらされる快感から意識を逸そらそうと、忍は懸けん命めいに震ふるえる唇を開いた。


「こ…、こんなことをしなくても、話せばわかるはずです…っ」


「話してどうなる？　おまえと俺とじゃ、どうしたってわかりあえないさ」


　嘲あざけるような物言いと、諦てい念ねんを湛えたまなざしに、高嶺とのあいだにある埋うめがたい溝みぞを思い知らされる。


　恐おそらくそれは、八年前のあの夏の日、忍の軽率な一言から生じたものなのだ。


「……やっぱり、怒ってるんですか……？　八年前、俺があんなことを言ったから……」


　八年前の出来事に言げん及きゆうするのは、これが初めてだった。忍を見下ろしている高嶺の双眸が一いつ瞬しゆん凍こおる。


「そんな昔のことは、どうだっていい」


「あ…っ」


　もう片方の乳ち首くびを唇に含ふくまれて、全身で跳はね上がった。熱い舌先にねっとりとねぶられれば、なすすべもなく体が震える。


　二ヵ月以上にも及およぶ空白が、欲情に疼うずく体をいっそう敏びん感かんにさせていた。胸先しか弄いじられていないのに、体中が淫いん靡びな熱に包まれていく。


「や…め……」


「やめてくれ？　だったら、どうしてこんなに紅くなって、尖とがってるんだ？」


　いやらしいなと嘲笑う声すらも、危あやうい刺し激げきになってしまう。違ちがうとかぶりを振れば、噓うそをついたお仕置きに、尖りきった乳首をぎゅっと抓つねられた。


「痛…っ」


「痛いほうが感じるんじゃないのか？」


　違うと否定したいのに、衣服の下で、ぬめった雫しずくがつうっと滴したたる感かん触しよくがあった。被ひ虐ぎやくにすら感応する浅ましい体を見み抜ぬかれて、視界が羞しゆう恥ちに熱く潤うるむ。


「こっちだって、もう熱くなってるんだろう？」


「ひ…っ」


　衣服ごと両りよう脚あしのあいだを無ぶ遠えん慮りよに揉もみしだかれて、ぶざまに喉のどが鳴る。少しでも身じろげば、卑ひ猥わいな水音が聞こえそうだった。


　羞恥と恐れに強こわばる体を裏返され、下着ごとスラックスを引きずりおろされる。


　滑こつ稽けいで、惨みじめだった。身につけているのは前をはだけられたワイシャツだけで、後ろ手に縛られ、尻しりを剝むき出しにしているのだ。どういう縛りかたをしてあるのか、もがいても緩ゆるむどころか、いっそうきつくなったネクタイが手首に喰くい込んでくる。


「焦あせらなくても、すぐに入れてやる」


「っ」


　不自由な俯せの格好でもがく忍を揶や揄ゆし、高嶺が双そう丘きゆうを摑む。両腿に力を入れたが遅く、あっさりと割り開かれてしまった。


「綺き麗れいなものだな。ふだんは男なんて知らないような清せい楚そな色をしているくせに、少し弄っただけで欲しがってひくつきはじめる」


「や……いやだ……！」


　見ないで──。唯ゆい一いつ自由になる首をちぎれそうなほど振って、必死に声を張り上げる。しかし、高嶺は容赦がなかった。


「どうした？　見られただけで感じたのか？　もうひくひくしている」


「ちが……っ」


　喘ぐように開閉するはしたない様子を指し摘てきし、高嶺が喉のど奥おくで笑った。高嶺の冷れい徹てつな視線に暴かれたそこが、羞はじらうようにひくんと波打つ。


　高嶺のまとう冷ややかな空気と言動から、怒りの激しさが伝わってきて、言い知れぬ恐れが湧わく。


「焦じらしたりしないから、安心しろ」


「う…ぅ」


　乾かわいた指先がめり込んでくる。閉じた粘ねん膜まくを抉こじ開けられる痛みに、ワイシャツに包まれた忍の背中が引き攣った。


「きついな。緩めろ」


「ツ…っ」


　力を抜こうと試みるが、苦痛に竦み上がった体は忍の意思どおりにはならない。これでは埒らちが明かないと判断したらしく、高嶺は指を引き抜いた。


　ベッドが軋きしんで、高嶺の気配が遠ざかる。恐る恐る首を捻って背後を振ふり返ると、高嶺がベッドルームを出ていくのが見えた。


　まさか、このまま置き去りにされるのだろうか。ワイシャツをまとっただけの、下か肢しを剝き出しにした格好で。


　肩かたを使ってベッドの端はしまで行き、絨じゆう毯たんに足を着こうとしたところで、ドアが開く。


「往生際の悪い」


「あ…っ」


　底冷えのするような一言とともに、歩み寄ってきた高嶺に腕うでを摑つかまれ、絨毯に引きずり下ろされた。体勢を立て直す間もなく、背後からベッドに押さえつけられる。床ゆかに膝ひざを突いて上体をベッドに預け、腰こしを突き出した格好だった。


「ベッドが嫌なら、犬のように床に這はいつくばった格好で犯してやろうか」


　体温の感じられない声が、残ざん酷こくな言葉を紡つむぐ。


「や…やめて、くださ……あ、う…っ」


　ぐっと重みをかけて押さえつけられ、上体を圧あつ迫ぱくされる。両脚のあいだに男の体たい軀くが割り入ってきて、閉じられなくなった。これでは、床に這った格好とさほど大差ない。


「……っ」


　とろりとしたものが双丘のあいだに垂らされる。ボディローションのたぐいだろう。窄すぼまりの周辺に塗ぬりつけられて、全身が粟あわ立だった。


「ぅ……」


　高嶺は、本気なのだ。体を繫つなげるためだけの愛あい撫ぶに、まざまざと思い知らされる。蕾つぼみを濡ぬらそうとする高嶺の指ゆび遣づかいは、愛撫とすら言えないものだった。


　たっぷりとローションをまぶした指が、さきほどとは違ちがい、なめらかに押し入ってくる。根元まで沈しずめては引き抜ぬき、ローションを足しては差し入れられる作業が何度か繰くり返された。


「すごい音だな」


　死にたいほど恥はずかしかった。ぬかるみのようになったそこで高嶺の指が蠢うごめくたび、塗り込められたローションが聞くに耐たえない音を立てる。そんなはずはないのに、まるで自身が潤うるおったかのような錯さつ覚かくがあった。


　高嶺の無む慈じ悲ひな言動に心は打ちひしがれているのに、熱くなった体は歪いびつな快楽に溶とけていく。ベッドに押しつけられた腰が、男の指遣いに合わせてうずうずと揺ゆれていた。


「なんだ、もう感じているのか？」


　見み咎とがめた高嶺が、腰とシーツのあいだに片方の手を差し込んできた。張りつめた前方の形を辿たどり、零こぼれた蜜みつを指先に掬すくい取る。


「見てみろ。ぐちゃぐちゃに洩もらしてるじゃないか」


　蜜で濡れた指先を目の前に突つきつけられ、忍は顔を逸らしてシーツに埋めた。自身の淫みだらさの証あかしなど、見たくもない。


「呆あきれたな。相手が誰でも、感じるんだろう？」


「違います……！」


「違うといっても、これでは説得力がない」


　高嶺だからだ。高嶺に触ふれられているからこそ、浅ましいほどに感じているのだ。そう言えたら、どんなに楽だろう。


　だが、忍にもまだプライドが残っている。たとえそれが、傷つくことを恐れる脆もろさの裏返しだとしても。


「やめ…っ」


　大きな掌てのひらで双丘を鷲わし摑づかみにされ、剝き出しになった花弁に熱い楔くさびが押し当てられる。高嶺の体とベッドのあいだに挟はさまれていては、逃のがれられなかった。


「あ、ぁ…ッ」


　強制的に濡らされた花びらのあわいに、熱く漲みなぎった切っ先が打ち込まれる。


　痛い。灼しやく熱ねつの楔で、体を真っ二つに引き裂さかれていくようだった。捩ねじ込まれる痛みが、一方的に犯されているという事実を忍に知らしめる。


「締めつけるのは、まだ早いぞ。奥まで欲しいんだろう？」


「あ、あっ」


　苛いら立だちのこもった声とともに、高嶺が腰を揺すり上げた。襞ひだをめくり上げるようにして、巨きよ大だいなものがずるりと入り込む。二ヵ月ぶりのせいか、以前にも増して高嶺の容積が大きく感じられた。


　男から与あたえられる悦えつ楽らくを思い出して、灼熱に擦こすられた柔やわ襞ひだがとろりと蕩とろける。迎むかえ入れた高嶺に吸いつき、歓かん迎げいするように締めつけた。


「こんなに濡らすとは、呆れた淫いん乱らんだな」


「あ、ぁ…っん」


　花蜜に濡れそぼった下肢をまさぐられ、潤んだ声が洩れる。口を塞ふさぎたくとも、手を縛しばられていては叶かなわない。


「嫌いやがっていたくせに、腰が揺れているじゃないか。発情期の雌めす犬以下だぞ」


「ちが……ちが…う…っ」


　こんなふうに蔑さげすまれるためだけに抱だかれるのは、嫌だ。


　なのに、高嶺と体を繫げているという事実が、忍を悦楽に酩めい酊ていさせた。体内に感じる逞たくましい鼓こ動どうが、それに拍はく車しやをかける。


　決定的に擦すれ違ったまま、体だけを重ねる行こう為いに耐えかねた精神が、快楽へと逃にげ込もうとしていた。そうしなければ、いまにも崩ほう壊かいしそうな自分を守れない。


「あっ、あ…っ、あぁ…っ」


　床に膝立ちになった高嶺が、抜き差しをはじめる。浅く深く、ときにリズムを違たがえて大きく捏こね回し、浅ましく絡からみつく襞を思うさま蹂じゆう躙りんした。


「恥ずかしくないのか？　そんな、男を誘さそうような声を出して」


「……ぅ」


　恥ずかしいに決まっている。淫らさを詰なじる言葉にも、羞しゆう恥ち心しんと官能を煽あおられてしまうのだから。唇くちびるを嚙かんで、洩れそうになった嗚お咽えつを押し殺した。


「っひ…あ…ぁっ」


　忍の努力を嘲あざ笑わらうように、高嶺が勢いをつけて突き上げてくる。ずんと鈍にぶい衝しよう撃げきが背筋を走り、忍の体が撓たわんだ。


「あ…っ、あ…ぁ」


　突き上げられるたびに、剝むき出しになった肌はだに高嶺の衣服が擦れる。衣服を脱ぬごうともしない男に、犯されているのだ。その惨みじめささえも、被ひ虐ぎやくの愉ゆ楽らくを倍増した。


「ずいぶん快いいようだな。中がひくひく震ふるえて、絡みついてくる」


「や…、あ…うッ」


　隙すき間まから割り込んできた手に、凝しこった乳にゆう嘴しを探り当てられる。中心の芯しんを転がすように揉もみしだかれて、仰のけ反った弾はずみに収縮した内ない奥おうが高嶺を絞しぼり上げてしまう。


「……そんなに締しめつけるな」


　背後で息を詰つめる気配があって、熱を帯びた囁ささやきがうなじに落ちる。体内でずくずくと脈打つ獰どう猛もうな昂たかぶりからも、高嶺が快感を得ていることがわかった。


　自分の体で、高嶺が愉たのしんでくれている──。


　惨めなまでの快楽に、忍はきつく目を閉じた。溢あふれそうになる想おもいのかわりに、眦まなじりから涙なみだが零れる。


「あ、ああ…っ」


　縛られた手をぐっと後ろに引かれ、肩と上体がベッドから浮うき上がった。苦しい姿勢でずぷずぷと貫つらぬかれ、結合が深まる。


　これまでと異なる角度で犯されて、新たな悦楽に歓かん喜きする柔襞が高嶺の雄ゆう芯しんをみっしりと押し包む。隙間なく満たされていながら、まだ足りないというように、奥へ誘い込もうとしていた。


「あ…あ…っ」


　熱い息を吐きながら、高嶺が淫いん奔ぽんに跳はねる忍の腰を押さえつける。最奥まで叩たたきつけられた瞬しゆん間かん、体内で熱が弾はじけた。


「あぁ……っ」


　灼熱の奔ほん流りゆうを浴びせかけられる感かん触しよくに、忍も達していた。絶頂に震える体が小さく慄おののきながら、断続的に白はく濁だくを撒まき散らす雄芯を締め上げる。精せい緻ちな襞の一枚一枚に浸しん透とうさせようとするように、高嶺は執しつ拗ような抽ちゆう挿そうを続けた。


「……くそ」


　余よ韻いんに朦もう朧ろうとしていると、低い罵ののしりが聞こえた。高嶺が体を離はなしたとたん、注がれたものがとろりと溢れ出して太ふと腿ももを濡らす。


「おまえといると……俺は、自分が嫌になる」


　吐と息いきのような囁きだった。いつも自信に溢れる高嶺らしからぬ声は、自じ嘲ちようの響ひびきを宿して、ひりつくように痛い。


　なにを言われたのか、瞬時に理解できなかった。やっとネクタイを解かれた手首が痺しびれて感覚がないように、頭がぼうっとしてうまく働かない。


　ぐったりとベッドに伏ふせる忍をそのままに、高嶺が立ち上がる。ドアが閉まる音がして、ベッドルームから高嶺の気配が完全に消えた。


　しんとした静せい寂じやくが広がる。


　そのうち戻もどってきてくれるだろう。しばらく耳を澄すませていたが、聞こえるのは痛いほどの静寂だった。


　見捨てられたのだ。


　状じよう況きようを理解したとたん、わずかな期待が絶望に変わった。


　肺も心臓も動きを止めてしまったようなのに、こめかみだけが痛いほどずきずきと脈打っている。


　高嶺の部下と鉢はち合あわせてはまずい。早く帰らなければ。


　気持ちとは裏腹に、忍は壊こわれた人形のように体を投げ出したまま、動けなかった。


　知らなかった。こんなに嫌きらわれていたなんて。


　自信家の男を、自己嫌けん悪おさせるほどに。


「……っ」


　高嶺の言葉を理解するにつれ、目の奥が熱くなった。表面張力が限界に達し、視界を覆おおう水の皮ひ膜まくが弾ける。


「っ…ぅ……く」


　凍こおりついていた喉のどがひくっと引き攣つり、ぼろぼろと涙が溢れてくる。


　二十八にもなった男が泣くなんて。いつもの冷静さを必死で取り戻そうとするが、涙は止まらなかった。


　零れる涙さえも苦く、痛い。


　鋭するどい切っ先と化した高嶺の言葉を突つき立てられた胸の奥は、それ以上に激しい痛みを訴うつたえていた。


　謝りたくとも、高嶺はいない。自分の嗚咽以外はなにも聞こえない静寂こそが、高嶺の拒きよ絶ぜつの表れだった。


　もう取り返しがつかない。忍が、赦ゆるされることはないのだ。


　八年前の夏の日、自分が軽率に犯した罪。


　本当は、気づかないふりをして、目を逸そらしてきただけだ。後こう輩はいに嫉しつ妬としていることからも、高嶺に惹ひかれていることからも。


『あんなの、気持ち悪いです。男同士で、あんな、穢けがらわしいこと……』


　あれは、自己保身ゆえの欺ぎ瞞まんだった。高嶺はきっと見み抜ぬいていたのだろう。


　こんな自分が、高嶺を好きでいる資格はない。


　押し寄せてくる昏くらい絶望に搦からめ捕とられて、忍はベッドから起き上がることができなかった。




７







「年内に削さく減げんするギネヴィアの不採算店てん舗ぽは十店、リストにあるとおりです」


　忍はそこで言葉を区切り、資料に目を通している出席者を見み渡わたした。向かい側に座っている高嶺と目が合わないよう、慎しん重ちように避さけながら。


　上質のダークスーツにきっちりとプレスされたワイシャツをまとった高嶺は、いつもながら隙すきがない。


　貌かおを見るのが怖こわいのに、どうしても視線を惹きつけられてしまう。


　高嶺が社外役員として経営会議に参加するのは、年内で終わりだ。後任にはすでに、大手百貨店の元取とり締しまり役やくが決まっている。もちろん、サンライズからの紹しよう介かいだ。


「店舗の拡大のほうですが、新宿の丸まる嶋しま屋百貨店が来年の九月に行う食品フロアの改装を機に、ギネヴィアの増ぞう床しように応じてくれました。また、再来年は日本橋店の改装を行うとの話でしたので、そちらも打だ診しん中です」


　ホテルに呼びつけられた日から、すでに二週間。


　高嶺を前にしても、冷静に振ふる舞まえるようになっていた。もっとも、こうして人目があるからで、高嶺と二人きりになれば同じようにできる自信はない。


　あれはまさしく、陵りよう辱じよくだった。


　むろん、おまえも感じていたじゃないかと言われれば否定できない。体を引き裂さかれる痛苦から逃のがれるために、理性を手放し、快楽に溺おぼれたのだから。


　そんな忍を、高嶺は淫みだらだと詰なじった。プライドを傷つけるやりかたで忍を貶おとしめ、強ごう引いんに体を繫つなげて、恣ほしいままに蹂じゆう躙りんしながら。


　けれど、高嶺を嗜し虐ぎやく的な仕打ちに駆かり立てたのは忍なのだ。


『おまえといると……俺は、自分が嫌いやになる』


　ひりつくような痛みに満ちた声。思い出しただけで、胸が引き絞られるように痛んだ。手首に刻まれた拘こう束そくの痕あとは消えたが、心の傷口からは絶え間なく血が流れ続けている。


　嫌われているとわかっていながら、高嶺と顔を合わせなければならないのがつらかった。けれど、もしもう二度と高嶺に会えなくなったら、もっとつらいだろう。


　あれほどの目に遭あいながら、高嶺への気持ちを捨てきれないでいる。永遠に成就しない片かた恋こいを後生大事に抱かかえている自分の、なんと愚おろかなことか。


　救いは、再生計画が順調なことだ。この五ヵ月近くのあいだ、商品の見直しや不採算店舗の撤てつ退たいを行ったことで、ギネヴィアなど既き存そんブランドの売上高が少しずつ上じよう昇しようしている。


　サンライズの投資を受けるまえは、下半期の業績の悪化が懸け念ねんされていたが、寿福園ブランドの売ばい却きやくもあって、むしろこの数年になかった利益が出るだろう。


　高嶺との心の繫がりが失われても、桐原物産の再生という共通の目的がある。それが、いまの忍を支えていた。


　報告を終えて、椅い子すに腰こしを下ろす。向かい側の高嶺と目線がほぼ等しくなり、忍は手許の書類に視線を落とした。


　いよいよ明日は、マスコミ関係者を招いて、デュフィ一号店のプレオープンを迎むかえる。明後日は正式のオープンだ。


　急な計画変へん更こうにより、準備に充じゆう分ぶんな時間がかけられたわけではないが、だからといって失敗は赦されない。


　雑居ビルを改装した店舗は、一階がチョコレートショップ、二階と三階がカフェ、四階がスタッフルームになっている。室内はすべてダークチョコレートカラーで統一し、落ち着いた雰ふん囲い気きにまとめた。


　隠かくれ家というコンセプトもあり、ワンフロアの面積は広くはない。スペースを有効に利用しつつ、客にくつろいでもらえるように、テーブルと椅子のサイズにはこだわった。


　店舗デザインを担当したインテリアデザイナーの薦すすめもあって、松本の家具工こう房ぼうにオーダーしたのだが、突とつ然ぜんの依い頼らいだったため、搬はん入にゆうは今日遅おそくになる予定だ。プレオープンに間に合うよう頼たのみ込んで、無理を聞いてもらった結果だった。


　ただ、心配なのは天気だ。


　もうすぐ十二月だというのに、台風並みに発達した低気圧が各地に雨を降らせている。長野県全域でも雨が降っており、工房のある一帯は豪ごう雨うに見み舞まわれているという。搬入に支障が出なければいいのだが。


　各部門の報告が終わり、最後に高嶺が立ち上がる。


「勘かんや経験で物事を決めるのではなく、数値を分ぶん析せきして仮説を立てることが重要です。消費者の目が肥え、競争が激化する現在、感覚だけでは太刀打ちできない。一人一人の社員が、計画・実行・評価・改善の循じゆん環かんの大切さを理解できるように、各部門の責任者は心がけてください」


　会議を総そう括かつした高嶺の言葉に、幹部たちが真しん剣けんな貌で頷うなずく。当初、あれほど外資系ファンドを毛け嫌ぎらいし、高嶺をただの不ぶ躾しつけな若造と侮あなどっていた連中も、いまではすっかり高嶺の手しゆ腕わんに心しん酔すいしていた。


　二時間あまりで経営会議は終わり、出席者たちが三々五々連れ立って会議室をあとにする。忍はデュフィチームの責任者である新規事業部の加か西さい部長を見つけ、声をかけた。


「ショップのほうはいかがですか」


「取締役」


　三十代後半の加西は、忍が二年前に経営改革担当となったときから協力的だった。加西の同期のなかには転職した者も多いが、彼自身は桐原物産に残り、再生に尽じん力りよくする道を選んだのだ。


「内装は完かん璧ぺきです。あとは、テーブルと椅子の搬入を待つだけです。今朝の段階では、夕刻には出発するという連れん絡らくがあったのですが、この雨ですから遅おくれるかもしれません」


「工房は、山際にあるんですよね」


「はい。とても環かん境きようのいいところなんですが、これだけ雨が降ると土ど砂しや崩くずれが心配です」


　そこで携けい帯たいが振しん動どうし、加西は「失礼します」と忍に断って通話ボタンを押した。


「はい、加西です。……は？　すみませんが、もう一度……」


　加西の横顔が見る見る強こわばっていく。なにかあったのだろうか。嫌な胸むな騒さわぎを感じていると、通話を終えた加西が深刻な面おも持もちで告げた。


「たいへんなことになりました。工房の三み倉くらさんからだったのですが、工房の裏手で土砂崩れが起きたそうです。工房やご自宅は無事で怪け我が人は出なかったものの、鉄てつ砲ぽう水みずが倉庫を直ちよく撃げきして、搬入する椅子とテーブルに被ひ害がいが出たとのことです」


「では、今日中の搬入は……」


「……三倉さんが、申し訳ないとおっしゃっていました」


　悪い予感が的中してしまった。


　これでは、明日どころか、明後日の正式オープンにも間に合わない。被害の程度によるだろうが、最悪の場合、一から作り直しだろう。


　いよいよというときに出しゆつ来たいした予想外のトラブルに、頭の中が真っ白になる。なんて運が悪いのだろう。季節はずれの低気圧も、土砂崩れも、そうそうない不運な出来事だった。


　家具作家の三倉に頼み込み、やっと間に合わせてもらった特注品だ。しかも、時間が差し迫せまったせいで、三倉がアシスタントとともに自みずから搬入してくれることになっていた。


　感謝こそすれ、三倉たちを責めるつもりは毛頭ない。彼らが無事でよかったと、心から思う。


　だが、ダークチョコレートカラーで統一した店舗の内装に合うのは、三倉の家具しかない。独特の艶つやと色みを持つ家具を、これから新たに探すのは難しいだろう。


「既き製せい品ひんでもいいから、明後日までに間に合わせられませんか？」


「倉庫にあった既製品の在庫も全ぜん滅めつだったので、三倉さんからインテリア会社に連絡して、都内のショールームやショップに在庫がないか、当たってもらっているそうです。いざとなれば、展示品をレンタルしてしのぐしかありません。ただ、……」


「ただ？」


　鸚おう鵡む返がえしにし、忍は口ごもる加西に続きを促うながした。


「三倉さんは、納なつ得とくできる作品を作りたいという職人気質かたぎのかたです。それだけに人気も高いし、三倉さんの家具を扱あつかうショップは限られています。いまから、必要な数を集められるかどうか……」


　プレオープンの明日は、マスコミの取材用のテーブルと椅子をセッティングできればいい。だが、明後日はそうはいかない。


　廊ろう下かの隅すみで加西とともに立ち尽つくしていると、背後から思いもしない声がかかった。


「どうした？」


「……高嶺さん」


　振ふり返ると、コンサルタントの中根を従えた高嶺がいた。


　会議以外で高嶺の声を聞くのは、ずいぶん久しぶりだ。二週間前、ホテルで会って以来だろう。


　忍を見た高嶺の瞳ひとみに、なにか言いたげな色が浮うかんだ。しかし、すぐに忍を避さけるように視線を逸そらし、加西に声をかける。


「デュフィの件でなにか？」


「それが……」


　加西が緊きん張ちようした面持ちで事情を説明する。土砂崩れのせいで搬入予定だったテーブルと椅子がだめになり、現在、都内のショールームやショップを探していることもだ。


「松本の工房なら、地元のショップやショールームにも卸おろしているのでは？」


「はい。そちらのほうも確かく認にん中です」


　そこでまた加西の携帯が振しん動どうする。新たな情報が入ったらしい。


「たいへんなことになりましたね。開店の二日前になって」


「本当に……予想外です」


　中根に話しかけられて、忍は内心でほっとした。高嶺と二人きりで向かいあうのは、いかにも気き詰づまりだ。


　高嶺も同様らしく、手持ち無ぶ沙さ汰たそうに煙草たばこを取り出したものの、眉まゆをしかめて引っ込めた。社内が禁きん煙えんだったことを思い出したのだろう。厳しい表情で腕うで組ぐみし、加西の電話が終わるのを待つ構えだ。


　高嶺が愛用するフレグランスの匂においが、かすかに漂ただよってくる。


　言葉を交かわすことはおろか、ろくに視線さえ合わせていないというのに、高嶺の気配を感じているだけで鼓こ動どうが速くなった。


　中根と会話しながら、忍は高嶺の視界に入らないようにさりげなく背を向けた。嫌きらわれていると知った以上、高嶺を不ふ愉ゆ快かいにさせたくない。


「インテリア会社からでした」


　通話を終えた加西が、三人に向き直る。


「神か奈な川がわと都内のショップを合わせて、椅子を半数確保できました。松本にもまだ在庫があるのですが、中央自動車道と長野自動車道の一部が雨のため通行止めになっていて、これから配送を手配しても、明日は間に合わないという話でした」


「松本か……」


　ぽつりと呟つぶやいた高嶺は、次に思いもしないことを言い出した。


「佐原さんに協力してもらえないか、訊きいてみよう」


「佐原さんにですか？」


　久しぶりに聞く名前に、忍は思わず高嶺を振り返った。高嶺に伴ともなわれて、佐原が代表取とり締しまり役やくを務める松本の五十嵐産業を訪ねたのは五ヵ月近くまえのことになる。


「そうだ」


　取り出した携けい帯たい電でん話わのボタンを押しながら、高嶺はちらりと忍を見み遣やった。


「あそこには、中目黒のショップに搬はん入にゆうするためのトラックがある。家具の搬入に使わせてもらえないか、訊いてみるんだ。──ああ、佐原さん、サンライズの高嶺です。急ですみませんが、お願いがありまして」


　松本にあるショールームから、東京まで家具を運んでもらえないか訊たずねる高嶺を、忍は夢でも見ているような心ここ地ちで見つめた。


　スケジュール管理が甘いと叱しつ責せきされるか、おまえたちの責任だと突つき放されるか。なんにせよ、高嶺が手を貸してくれるとは思わなかった。


　佐原に搬入を頼たのむなんて、高嶺がいなければできなかっただろう。図ずう々ずうしいが、ここは佐原の厚意に期待するしかなかった。


「そうですか、ありがとうございます。──引き受けてもらえたぞ」


　息を潜ひそめて成りゆきを見守っていた、加西と中根の表情がいっきに緩ゆるむ。詳くわしい話は折り返しといったん通話を切った高嶺は、加西に佐原の携帯番号を伝え、ショールームの所在地を連絡するよう指示を出す。


　祈いのるような気持ちでいた忍も、ほっと肩かたの力を抜ぬいた。佐原の人のよい顔が脳のう裡りに浮かぶ。力を貸してくれる義理などないのに、高嶺の頼みだからと聞き入れてくれたのだろう。二人に対する感謝でいっぱいになった。


「店てん舗ぽのほうに行くぞ」


　自分に言っているのだろうか。戸と惑まどっていると、高嶺が視線を逸らしたままで続ける。


「都内のショップから展示品が搬入されるんだろう？　立ち会わなくていいのか」


「あ……はい」


　いっしょに行ってくれるつもりらしい。忍が返事をしたときにはもう、高嶺は歩き出していた。慌あわてて追いかけ、広い背中に向かって頭を下げる。


「ありがとうございました」


「礼を言うなら、俺じゃなくて佐原さんに言ってくれ」


　そっけない口調だったが、立ち止まった高嶺の横顔にはどこか気き恥はずかしげな色が漂っていた。


　もしかして、照れているのだろうか。


　高嶺が手を貸してくれたのは、仕事だからだ。自分のためではない。窮きゆう地ちに陥おちいったのを見かねただけ。そこに、特別な感情はない。


　どれほど戒いましめても浮き立つ気持ちを堪こらえきれず、忍は軽い足取りで高嶺のあとを追った。











　午前三時を過ぎ、ネオンがまた一つ消えていく。


　デュフィのショップ周辺もすでにひっそりとしていた。通行人は稀まれで、ライトアップされたブランドショップのショーウィンドーだけが明るい。


　見上げた空は真っ暗だ。夕刻から降りはじめた雨は日付が変わったころから弱まり、いまは小こ雨さめがぽつぽつと降っている。


　さきほどから忍は店先に佇たたずみ、松本からやってくるトラックを待っていた。


「取締役」


　加西が目を充じゆう血けつさせていた。連日の残業に加えて、この徹てつ夜やが応こたえているのだろう。店内には、加西のほかにもデュフィチームのメンバーが搬入を手伝うために待機している。


「お疲つかれでしょう。あとは私たちがやりますので、帰宅なさってください」


「いいえ、大だい丈じよう夫ぶです。八王子に着いたという連れん絡らくがありましたから、もう少しで着くでしょう。それより、加西さんこそお疲れなのでは？」


「いやあ、ついうたた寝ねしてしまって……目が腫はれてお恥はずかしいです」


　苦く笑しようする加西の表情の端はし々ばしに疲れが窺うかがえる。加西を含ふくめ、スタッフはみな疲ひ労ろうが蓄ちく積せきしているはずだ。


「トラックが来たら呼びますから、みんなには四階で休んでいるように言ってください。明日、明後日とさらに忙いそがしくなりますから」


「ありがとうございます」


「それにしても、少し遅おそいですね。通りに出て見てきます」


　慌てて傘かさを差し出そうとする加西に、すぐ戻もどりますからと言い置いて、店の外に出た。


　雨う滴てきがぽつりと額に落ちたが、たいしたことはない。街灯に照らされて、雨に濡ぬれたアスファルトが黒々と浮かび上がる。


　店のまえの通りを小走りで抜け、十メートルばかりさきにある大通りに出た。さすがにこの時間はトラックと、タクシーが時折通るだけだ。


　目を凝こらしてみるが、五十嵐産業のトラックは見えなかった。


「……」


　しんとした寒さにぞくりとする。雨が降り続いたせいで、ずいぶん冷え込んでいた。


　店内は空調が利きいていたから、コートも羽織らずに外に出てしまったが、これでは風邪かぜを引いてしまう。


　店に戻ろうとしたとき、目の前で一台のタクシーが停とまった。ドアが開いて、よく見慣れた人物が降りてくる。


「なにをしてるんだ」


　傘も差さずにいる忍を見み咎とがめて、高嶺が濃こい眉を寄せる。


　どうして高嶺がやってきたのだろう。昨日の夕刻、忍とともに銀座のショップを訪ねた高嶺は、展示品の搬入を見守ったあと会社に戻っていった。外せない会食があるのだという。まさか、こんな時間にまたやってくるとは思わなかった。


　黒いコートの裾すそをはためかせて近づいてくると、手にした傘を差しかけてくれる。


「傘くらい差せ。風邪を引くだろう」


「え…あ、大丈夫です。ちょっと様子を見に来ただけなので」


「そんなことを言って、風邪を引いたらどうするんだ」


　遠えん慮りよして体を引きかけたら、怒おこったような貌かおをした高嶺に肩を摑つかまれた。強ごう引いんに引き寄せられ、傘の中に入れられる。雨の匂いに混じって、高嶺の愛用するフレグランスと煙草の匂いが漂った。


「……ありがとうございます」


「いまおまえに倒たおれられたら、みんなが困る」


　口調はそっけなかったが、ちらりと忍を見遣った瞳ひとみは気き遣づかいに満ちていた。


　嫌きらっているのに、どうして心配してくれるのだろう。深夜に再び来てくれたのも、仕事のためにはいかなる労力も惜おしまない、責任感ゆえなのだろうか。


　衣服越ごしに、高嶺の体温を感じる。鼓こ動どうが早はや鐘がねを打ちはじめ、冷えていた体がじわりと熱を持った。


「どうして来てくださったんですか……？」


「さっき、佐原さんから都内に入ったという連絡があった。仕事が一区切りついたときだったから、様子を見に来たんだ」


　こんな時間まで仕事をしていたのか。それほどに多た忙ぼうな高嶺が、デュフィのオープンに心を砕くだいてくれている。じんわりと込み上げてくるもので、胸がいっぱいになった。


「佐原さんや五十嵐産業のかたに、ご迷めい惑わくをおかけしてしまいました」


　結局、松本のショールームだけではテーブルの数が足らず、三倉の自宅にあったテーブルを取りにいってもらう羽目になった。そこで時間をロスしたうえに、雨による通行止めと道路の混雑で、到とう着ちやくが深夜にずれ込んでしまったのだ。頼みを聞いてくれた佐原には、申し訳ない限りだった。


「高い運送料を要求されるだろうな、覚かく悟ごしとけよ」


「はい」


　忍が生き真面まじ目めに頷うなずくと、高嶺はふっと息だけで笑った。


「冗じよう談だんだ。佐原さんは、実費しかいらないと言っていた」


「でも、そういうわけには……」


　忍が言いさしたとき、ふと高嶺が通りの向こうを見み遣やった。


「あれじゃないのか。ほら、あの銀色の」


「あ、……」


　高嶺が指差したさきに目を凝らすと、確かにそれらしいトラックが信号待ちで停まっている。信号が青に変わって近づいてくるにつれ、車体に記された五十嵐産業の文字が見えた。


　高嶺が手を上げて合図すると、トラックが停まり、佐原が助手席の窓から顔を覗のぞかせる。


「いやあ、すみません。すっかり遅くなってしまって」


　このあいだと同じ作業着姿の佐原は、長時間のドライブでいささか疲れた様子だ。それなのに、待たせて申し訳ないと頭を下げられて、忍はすっかり恐きよう縮しゆくしてしまった。


「とんでもありません。申し訳ないのは、こちらのほうです。佐原さんのご厚意に甘えて、ご迷惑をかけてしまって」


「困ったときはお互たがいさまですよ。さっそく搬はん入にゆうしましょう。お店はどこですか？」


　高嶺がトラックを店の前に誘ゆう導どうすると、スタッフの歓かん声せいに迎むかえられた。


　さきほどまで眠ねむたそうだった若手社員が、高嶺の姿を見て目を丸くする。


「また来てくださったんですか？」


「到着が遅おくれているというから、心配でね」


　ごくあたりまえのように、高嶺が搬入を手伝おうとする。


　忍だけでなく、その場にいた全員がぎょっとしていた。社員と気軽に接する高嶺はデュフィチームにも馴な染じんでいたが、深夜にまた駆かけつけて、搬入を手伝ってくれるとはスタッフの誰も思わなかっただろう。


「高嶺さん、うちの社員がやりますから」


「人手が多いほうがいいだろう。おまえは、傘でも差していろ」


　忍に自分の傘を押しつけ、両りよう脇わきに椅い子すを二脚きやく抱かかえて階段を上っていく。家具類は厳重に梱こん包ぽうされているから、濡れる心配はない。トラックと店のあいだを行き来する社員が濡れないように、忍は傘を差しかけた。


「あ、ありがとうございます」


「足許に気をつけて」


　忍が声をかけると、社員が嬉うれしそうに顔を綻ほころばせた。創業者一族の出身で、改革担当役員ということもあり、社員からは敬遠されがちだったが、デュフィの仕事を通して距きよ離りが縮まった気がする。


「三階に搬入したぶんから、梱包を解こう。あとで、階段とカウンターの保護材を外すのを忘れないように」


　深夜というよりもはや早朝に近い時間なのに、高嶺は疲つかれを感じさせない口調で指示を出していく。


　梱包を解くのを手伝いながら、忍は高嶺の背中をそっと見遣った。コートと背広を脱ぬぎ、ベスト姿になって、桐原物産の社員に交じって働いている。


　自分の会社ではなく、桐原物産のために。


　それが、自社の利益に繫つながるからだとしても、誰もが高嶺と同じことをしてくれるわけではない。高嶺だから、自みずから汗あせを流すことを厭いとわずに行動してくれるのだ。


　高嶺の背中が、このうえもなく頼たのもしく思えた。


　どんな難問に直面しても、予想外のトラブルが起きても、高嶺がいてくれるなら切り抜ぬけられる。


　──やっぱり、この人が好きだ……。


　やるせなく湧わき上がる恋れん情じように、胸が苦しくなる。


　報われなくともいい。顔を見せるなというなら、会わないから。


　だから、せめて心の中で想おもうくらいは赦ゆるしてほしい。




８







「このたびは、本当にありがとうございました」


「お役に立ててよかったです。三倉さんも、くれぐれもよろしくとおっしゃっていましたよ」


　改めて礼を述べると、佐原がにこにこと笑った。パーティとあって、さすがに今日は作業着ではなく、スーツ姿だ。


「三倉さんも、いらしていただけるとよかったんですけれど……」


「被ひ害がいに遭あわれて二日ですからね。後始末でたいへんでしょう」


　デュフィが正式オープンした日の夜、取引先や関係者を招いて、銀座のホテルでオープニングパーティを開いた。来日したピエール・デュフィ本人はもちろん、佐原やサンライズの面々もいる。


　デザインを担当したインテリアデザイナーなどに一とおり挨あい拶さつをすると、忍は高嶺の姿を捜した。バンケットルームの入り口で出で迎むかえた際、顔を見ただけだ。


　大勢いても、高嶺の姿はすぐに見つけられた。


　均整の取れた長身に三つ揃ぞろいのスーツをまとった高嶺は、デュフィチームの若手社員たちと話していた。グラスを手に、くつろいだ表情だ。


　高嶺を囲む社員たちのまなざしには、尊敬と親愛があった。それ以上に熱のこもったまなざしを向ける女性社員もいる。


　どんよりとした感情に胸を塞ふさがれ、忍は高嶺のいる方向から顔を背けた。そんな資格もないのに、高嶺の周囲にいる人間すべてに嫉しつ妬としてしまいそうになる。八年前から、進歩がない。


「兄さん」


　少し休もうとバンケットルームを出たら、悠が追いかけてきた。


「まだ食べてないんでしょう？　よかったら、これ」


　アイスティーと、サンドイッチやサラダなどを盛った皿を差し出してくる。どうやら、忍の好きなものを見み繕つくろってくれたらしい。


「気が利きいているな。ありがとう」


　バンケットルームの外にある、休きゆう憩けい用のソファに悠と並んで腰こしを下ろす。


「一昨日から、ずっとショップに詰つめていたんでしょう？　あんまり食べてないんじゃないの？」


「そうでもないよ。ショップのスタッフが、ちょっとしたものを作ってくれたし」


「いいなあ。俺、まだパフェの味見をさせてもらってないんだけれど」


「あれは数量限定だからね。これからは、並ばないと食べられないかもしれないな」


　ええー、と悠が残念そうに唇くちびるを尖とがらせる。オープンの今日は、パフェを目当てに長ちよう蛇だの列ができるほどの盛せい況きようだった。カフェ限定で、持ち帰りができないせいだ。


　悠と話していると、高嶺がバンケットルームから出てくるのが見えた。携けい帯たい電でん話わで話しながら、ロビーのほうへ歩いていく。


「高嶺さん、相変わらず忙いそがしそうだね。すごいなあ……」


　高嶺の姿を追う悠のまなざしには、純じゆん粋すいな賛さん嘆たんがあった。


「高嶺さんがいなきゃ、テーブルと椅子は間に合わなかったんでしょう？　おまけに、深夜の搬入にもつきあってくれるなんて、いい人だよね」


「そうだな……」


　無む邪じや気きな悠の言葉が、胸に染みる。高嶺の行動は、仕事だからという義務感を超こえたものだった。愛あい想そを尽つかした相手にさえ、窮きゆう地ちの際には手を差し伸のべてくれる。それが、高嶺本来の性格なのだ。


「あんな人が先せん輩ぱいだなんて、兄さんもすごいなあって思うよ」


「俺はすごくないよ」


　苦笑して、ソファから立ち上がる。高嶺との本当の関係を打ち明けられないやましさがあった。


「ごちそうさま。高嶺さんと少し話してくる」


　一昨日から今日まで慌あわただしく過ぎてしまい、高嶺に礼を言い損ねたままだ。


　携帯で話しているのだろうと吹ふき抜けからロビーを見下ろしたが、高嶺の姿はなかった。まさか、帰ったのだろうか。


　この機会を逃のがせば、会議でしか高嶺に会えない。今日のうちに、ちゃんと感謝を伝えたかった。


　ロビーに下りてみたが、やはり高嶺はいなかった。ドアマンに訊たずねると、高嶺らしき人物が中庭のほうへ歩いていくのを見かけたという。このホテルは、見事な日本庭園があることで知られている。


　しかし、十二月に入った夜にそぞろ歩きを楽しむ酔すい狂きような客はおらず、冴さえた冬の月光に樹々が照らされているだけだ。


　意外に広い庭園に戸と惑まどったものの、忍はしばらくして池の傍かたわらに佇たたずむ高嶺を見つけた。


　なにか考えごとでもしているのか、じっと池の水みな面もを眺ながめている。樹々のあいだから覗のぞく高嶺の横顔には、うかつに声をかけるのをためらうほどの、孤こ高こうの気配があった。


　昔と、同じだ。サークルの飲み会でみんなの中心になって場を盛り上げていたかと思えば、ふと姿が見えなくなっている。捜しにいくと、居酒屋の外で煙草たばこを吸っていることもあれば、民宿近くの川辺に佇んでいることもあった。


　八年前、高嶺と気まずくなったあの夜もそうだ。散歩に行くという高嶺の背中を見たのが、最後になってしまった。


　また、なにも言わずに自分の前から消えてしまうのだろうか。


　──嫌いやだ。


　高嶺が社外役員を降りても、サンライズとの関係は続く。わかっていても、心の底からひどい恐きよう怖ふが湧いてきて、忍はぞくりとした。仕事だけであれ、どんな形でもいいから高嶺との繫がりを失いたくない。


「高嶺さん」


　池辺に立ち尽くしていた高嶺が、ゆっくりと振ふり返る。こちらを認めて目を細めた表情に迷めい惑わくそうな色はなく、忍は内心でほっとした。


「どうかなさったんですか」


「鯉こいを見てた」


　ほら、と高嶺が指差した方向を見ると、黒々とした水の中に錦にしき鯉ごいが見えた。なにかに驚おどろいたのか、ぱしゃりと水音を立てて跳はね、魚ぎよ鱗りんが月光を弾はじいてきらりと光る。


　高嶺とこうして魚を眺めるのは、松本で釣つりをして以来だ。行き詰づまった忍を気き遣づかい、気分転てん換かんに連れ出してくれた。


　あのときだって、いつだって、高嶺はやさしかった。取り引きだと言いながら、強ごう引いんに忍の体を奪うばったのは、一度きりだ。


　それは、仕事でも同様だった。闇やみ雲くもに改革を推おし進めるのではなく、社員の気持ちを理解し、彼らから目標を引き出し、士気を高める。利益だけが目的なら、もっと強引な手法を取っただろう。


『金かね儲もうけのためだ。俺たちは、ボランティアをやっているわけじゃない』


　言葉とは裏腹に、高嶺は仕事以上の誠実さと情熱を持って、桐原物産の再生に力を注いでくれた。


　高嶺にとっては、あくまで仕事の範はん疇ちゆうなのだろう。桐原物産だけが、特別なケースではないに違ちがいない。


　それでも、心から感謝していることを伝えたかった。


「今回は、本当にありがとうございました」


　忍が頭を下げると、高嶺がおもしろそうに眉まゆを上げる。


「なんだ、いきなり」


「一昨日からずっとばたばたしていて、ちゃんとお礼を言っていなかったので」


「俺は佐原さんに頼たのんだだけだ。礼を言われるようなことはしていない」


　深夜に駆かけつけて搬はん入にゆうを手伝っておきながら、高嶺は気負いのない口調で、礼を言われる筋合いはないと言ってのける。


「高嶺さんがいらっしゃらなければ、佐原さんにお願いできませんでした」


「佐原さんがああいう人だから、快く引き受けてくれたんだ。家具工こう房ぼうが同じ松本で、幸運だったな」


「高嶺さんが頼んでくださったからです。ありがとうございました」


「もういいから、顔を上げろ」


　肩かた先さきに高嶺の手が触ふれる。不意打ちだった。予想していなかった高嶺の行動に驚いて、忍はびくりと体を震ふるわせた。


「……っ」


　見上げると、高嶺の瞳ひとみがじわじわと細められる。凝ぎよう然ぜんとしている忍に、高嶺は唇を歪ゆがめて嗤わらいかけた。


「あんなことをしたんじゃ、おまえに嫌きらわれても無理ないな」


　自じ虐ぎやく的な口調だった。逸そらされたまなざしには苦い悔かい恨こんと、痛みがある。


　自分が、高嶺を嫌う？


　──違ちがう。高嶺のほうが、俺を嫌っているはずだ。


　どうしてそんなことを言うのだろう。高嶺の表情には諦てい念ねんさえ浮うかんでいて、忍は焦しよう燥そうを覚えた。


　なにかが、決定的に食い違っている。それがいつ生じたのかわからないけれど、いまここで高嶺の誤解を解かなければ、取り返しがつかなくなるという切実な恐おそれがあった。


「違います…っ」


　激しい焦燥に突つき動かされて、忍は胸を喘あえがせた。これまで抑よく制せいしてきた気持ちを口にしてしまう。


「俺は、高嶺さんが好きです……！」


　あまりにもストレートな告白が、闇やみに包まれた庭園に落ちる。いま、なにを言った？　口許を押さえたが、もう遅おそかった。


　虚きよを衝つかれたような貌かおで、高嶺が眉を寄せる。ひそめられた目に浮かぶのは、驚きと困こん惑わくだった。


　迷惑だったのだ。高嶺の険しいまなざしに射い貫ぬかれて、忍は全身から血の気が引いていく気がした。


　あたりまえだ。男同士は気持ち悪いだの、穢けがらわしいだのと言っておきながら、いまになって高嶺に好意を告げるなんて、虫が良すぎる。


　高嶺の貌をまともに見られず、忍は目を伏ふせた。一刻も早く、ここから消えてしまいたい。


「申し訳ありません。不ふ愉ゆ快かいなことを言ってしまって」


　嫌な思いをさせたことを詫わびる。全身が心臓になったように、ずきずきと脈打っていた。


　きっと情けない貌をしているに違いない。高嶺には、絶対に見られたくなかった。


「待て」


　踵きびすを返したところで高嶺の声がしたが、振り返らなかった。立ち止まってしまったら、もう動けなくなる。


「待てって言ってるだろうが」


　背後から玉砂利を踏ふみしめる音が近づいてきて、いきなり肩かたを摑つかまれる。険しい瞳に間近から見み据すえられ、忍は心臓まで竦すくみ上がった。不愉快にさせたことはいくらでも謝罪するから、どうか赦ゆるしてほしいと思う。


「すみませんでした。どうか、忘れてください。今後は、仕事でもなるべく顔を見せないように……」


「そうじゃない」


　苛いら立だった声こわ音ねで鋭するどく遮さえぎられ、忍は続く言葉を呑のみ込んだ。庭園の闇の中、忍を見つめる高嶺の瞳が底光りする。


「俺もだ」


「……え？」


　なにが、俺も、なのだろう。高嶺の短い言葉がなにに対してのものなのかわからず、忍は眼鏡めがねの下で長い睫まつ毛げを瞬またたかせた。


「気づいていなかったのか」


　高嶺がいまいましそうに呻うめき、髪かみを搔かき上げた。忍に対してというより、自分の不ふ甲が斐いなさに苛立っているように見える。


　ますますわけがわからない。立ち尽つくしていると、心臓まで射貫かれそうな熱いまなざしに見つめられた。


　腕うでを摑まれて引き寄せられ、唇くちびるを奪われる。すっかり冷えていた唇に高嶺の体温を感じ、頭の中が真っ白になった。


　──どうして、キスなんか……。


　動どう揺ようしているあいだに、触れるだけのキスは離はなれていった。


「いい加減わかれよ。俺は、おまえがずっと好きだった」


　──好き？　高嶺が、自分を？


　心臓が止まりそうだった。とっくに、思考はその働きを放ほう棄きしている。


「……噓うそ、でしょう……？」


　驚きのあまり、そんな言葉しか出てこなかった。自分の気持ちを疑われていると思ったのか、高嶺がむっと眉を寄せる。


「噓じゃない。おまえがサークルに入ってきたときから、好きだった。正しよう真しん正しよう銘めいの一ひと目め惚ぼれだ」


　都合のよい夢でも見ている気がする。一目惚れという言葉に鼓こ動どうを速くしながら、でも、と忍は言い募つのった。


「嫌いだって、言ったじゃないですか……俺といると、自分が嫌になるって」


　とたん、高嶺は苦々しい表情になった。漆しつ黒こくの瞳が痛切な悔恨に歪む。


「……あれは、おまえを前にすると自制できなくなる自分自身が嫌いだって言ったんだ。嫌われてるのがわかっているのに、おまえを誰にも渡わたしたくなくて……悪かったよ、あんな真似まねをして」


　高嶺に嫌われたわけでは、なかったのだ。この二ヵ月あまり、忍を苦しめていた胸の奥のわだかまりがすうっと溶とけていく。


「八年前のあの日、一度だけでいいからとせがまれて後こう輩はいにキスをした。しつこくまとわりつかれるより、キスくらいで諦あきらめてくれるなら安いもんだと思ったんだ。そのせいで、おまえに軽けい蔑べつされ、嫌われちまったんだが」


　あの日の出来事を語る高嶺のまなざしには後こう悔かいと自じ嘲ちようがあって、忍の胸をやるせなく軋きしませた。


「違うんです。あのときはまだ自分の気持ちに気づいてなくて、……本当はあの後輩に嫉しつ妬としていたのに、取り乱してしまって、ついあんなことを言ったんです。高嶺さんを詰なじるつもりじゃなかったのに……赦してください」


　八年前の出来事をようやく謝ると、高嶺は「もういいさ」と淡あわく微ほほ笑えんだ。


「俺だって、おまえに一目惚れしておきながら、なにも言わずにただの先せん輩ぱい面づらをしていたんだからな。真面まじ目めで潔けつ癖ぺきなおまえには、好きだと告げたところで、とうてい受け入れられないだろうと思った。そのくせ、口にできないような想像ばかりしていた」


「想像って……」


「口にできないって、言っただろう？」


　意味深なまなざしで流し見られて、頰ほおが熱くなる。高嶺の頭の中で、いったいどんなことをされたのだろう。


「この調子じゃ、いずれおまえの信しん頼らいを裏切ってしまうんじゃないかと心配だった。おまえに気づかれないようにしようと決めたはずなのに、だんだん煮に詰つまっていったんだ。おまえに、男同士なんて気持ちが悪いと言われたとき、もしかしたら自分の気持ちに気づかれていたのかもしれないと思った」


　高嶺の口調はただ穏おだやかで、それがかえって忍の胸を締しめつけた。


「大学を辞やめたのは、そのせいですか……？」


「べつにおまえのせいじゃない。あのころの俺には、将来の展望なんてなにもなかった。友人やサークルの連中は必要以上に俺を買ってくれたけど、……周囲を騙だまし、自分自身を偽いつわっているようで居い心ごこ地ちが悪かったな。親おや父じともうまくいっていなかったし、一度、自分が存在する環かん境きようすべてをリセットしたかった」


　知らなかった。高嶺が抱かかえていた矛む盾じゆんや、悩なやみの深さに気づいていなかった。高嶺だって、あのころはまだ二十二歳の青年だ。年相応の悩みがあって当然だったのに、いつも忍ばかりが相談していた。


「おかげで、いまの仕事に出合った。桐原物産の業績が悪化しているのは知っていたが、八年ぶりに帰国して、早くなんとかしないと取り返しがつかないことになると思ったんだ。うちには企き業ぎよう再生のノウハウもある。おまえが経営改革担当役員になっていることを知って、さらにその思いが強くなった」


　高嶺の真しん摯しな気持ちが伝わってきて、どんどん胸が熱くなる。


「だが、八年ぶりに会ったおまえに、幽ゆう霊れいにでも会ったような貌をされたときはショックだったな」


「あ…あれは、驚おどろいただけです。高嶺さんが投資ファンドの代表になっているなんて、まったく知りませんでしたから」


　冗じよう談だんめいた口調で悪戯いたずらっぽく笑った高嶺は、表情を改めて忍を見つめた。


「どうせ嫌きらわれているなら、体だけでも手に入れたかった。だから、あんな取り引きを突きつけたんだが、……おまえに受け入れられて、逆に腹が立った。ほかの誰かがこんな馬ば鹿かげた要求をしても、おまえは会社のために体を投げ出すのかと思うと。……なんにせよ、俺が勝手に自分の気持ちを押しつけていただけなんだが」


「高嶺さんにあんなことを言ったのを、ずっと後悔していました。だから、取り引きを受け入れることで高嶺さんの気がすむなら、それでいいと思いました。もちろん、会社のためもあったけれど、……でも、高嶺さんでなければ、あんな取り引きは受け入れませんでした」


「わかっている。──お互たがい、つまらない勘かん違ちがいをしていたようだな」


　傷つくのが怖こわくて、高嶺に気持ちを打ち明けられなかった。それは、高嶺も同様らしい。


　自分の気持ちを素す直なおに告げて、相手に向きあってみるべきだったのだ。プライドや意地よりも、相手を想おもう気持ちのほうが大切だったのに。


「そうですね。……っ」


　両想いだとわかってほっとしたのか、小さなくしゃみが出た。高嶺が目を細め、肩かた先さきに腕を回してくる。冷えていた体が、高嶺のぬくもりに包まれた。


「風邪かぜを引いたんじゃないのか？」


「そうかもしれません。また葛くず湯ゆを作ってくれますか？」


「もちろん。丁重に看病してやる」


　額に唇が落ちてくる。やさしいキスからも、高嶺の気持ちが伝わってきた。


「この上に部屋を取りたいところだが、今夜は桐原の関係者が多いから、やめておいたほうが無難だろうな。──俺のうちに行こう」


「はい」


　ようやく想いが通じあった喜びに、胸が熱く沸わき立つ。体温が上じよう昇しようしたのはそれだけでなく、はしたない期待のせいだ。


　中庭の出口を目指して高嶺に寄り添そって歩きながら、忍はそういえば、と切り出した。


「どうして松本から帰ったあと、冷たくなったんですか？」


　ぎくりとしたように、高嶺が足を止めた。機き嫌げんのよかった表情が気まずそうに固まる。


「それは……その、おまえが、いつまでも俺を取り引き相手としか見なさなかったからだ。再生計画案より早く経営を再建したいと言うから、よほど俺との関係を終わらせたいんだろうと思った」


　ぼそぼそと返し、忍を置いてさきに歩き出す。


　これまでに高嶺が不機嫌になった状じよう況きようを思い出してみると、確かに仕事の話をしたときだった。


　取り引きだと言ったくせに、そんなことで拗すねていたのかと思うと、どうしても頰が緩ゆるんでしまう。


　掌てのひらで口許を覆おおうより早く、振ふり返った高嶺に睨にらまれた。


「あんまり笑っていると、キスするぞ」


「……どうぞ。でも、煙草たばこの匂においのするキスは、好きではありません」


「わかった。これからは、禁きん煙えんに努力しよう」


　少し悔くやしそうな、けれど幸せそうな貌かおが近づいてきて、唇に掠かすめるようなキスが落ちた。











　高嶺のマンションを訪れるのは、何ヵ月ぶりだろう。


　感かん慨がいに耽ふけりつつ玄げん関かんに足を踏ふみ入れると、いきなり抱だきすくめられた。驚きに声を上げる間もなく、唇くちびるを重ねられる。


「……っ」


　唇の隙すき間まを割って、熱い舌先が潜もぐり込んでくる。敏びん感かんな歯は茎ぐきを舐なめられて反射的に身じろぐと、抱きしめる男の腕うでが強くなった。


「ん……、ふ…っ」


　これまでの空白を贖あがなうような、情熱的なキスだった。


　濡ぬれた舌が触ふれあい、背筋がぞくりと慄おののく。きつく巻きつけられて吸い上げられると、全身が浮うき上がるような感覚があった。


　上うわ顎あごや、脇わきの柔やわらかな粘ねん膜まくを舌頭に刺し激げきされて、唾だ液えきが滲にじむ。体中が甘く潤うるみ、思考が曖あい昧まいにぼやけた。


「は…、…っ」


　唇が離はなれたときには、自分一人の足で立っていられなかった。抱き寄せられるままに高嶺の肩かたにもたれる。その手にネクタイを解かれて、忍はぎょっとした。


「高嶺さん」


「嫌いやか？」


　忍の手を取ってくちづけながら、高嶺が訊たずねてくる。唇の感かん触しよくと熱情を湛たたえたまなざしに、体の中ちゆう枢すうがずきりと疼うずく。早くと思う気持ちは同じだけれど、さすがに玄関先ではまずい。


「ここでは、ちょっと……」


「せっかくだから、場所を変えるのも刺激があっていいかと思ったんだが」


　ぐっと腰こしを摑つかんで引き寄せられ、すでに存在を主張しているものを押しつけられた。猛たけ々だけしい熱が、衣服越ごしに感じられる。頭の中が茹ゆで上がったようになっているうちに、抱きかかえられるようにして寝しん室しつに連れていかれた。


　相変わらず、生活感のない空間だった。あれほど多た忙ぼうでは、自宅でくつろぐ時間などないだろう。


　高嶺の手がワイシャツのボタンにかかり、部屋の様子を眺ながめるどころではなくなった。当然のように、高嶺が衣服を脱ぬがせようとする。


「待ってください。せめて、シャワーを……」


「これ以上焦じらすつもりか？　終わったら、俺がいくらでも洗ってやる」


「高嶺さ……、ん…っ」


　すみずみまでな、と意味深に笑った男に眼鏡めがねを奪うばわれ、唇を塞ふさがれた。強ごう引いんなのは相変わらずだけれど、高嶺のまなざしも声もこれまでよりずっと甘い。


「ん……」


　熱っぽく唇を啄ついばまれながら、衣服を脱がされる。自分だけ肌はだを晒さらすのが恥はずかしくて、忍は高嶺のネクタイに手を伸のばした。くちづけを交かわしながら、互いに脱がせあう。


　幸せすぎて、まだ夢を見ているような気がする。高嶺に想いが通じる日が来るなんて、思わなかった。


　ベッドに横たえられて、伸のしかかってくる男の背中に掌を這はわせる。しなやかに張りつめた筋肉の感触と確かな重みが、夢ではないことを実証していた。


　顔中にキスの雨を降らされ、顎あごから喉のど仏ぼとけ、鎖さ骨こつにかけてくちづけられる。胸の飾かざりめいた小さな突とつ起きはすでにぷつりと凝しこっており、男の唇に食はまれると全身の神経が快感にざわめいた。


「あ、……っ」


　胸を弄いじられただけで体の中枢が疼いてしまう。一本の神経で結ばれたかのように、胸先に与あたえられる刺激に下か肢しが反応する。


「は…、ふ……っ」


　深く含ふくまれ、濡れた舌先でちろちろと先せん端たんをくすぐられて、息が弾はずむ。片方の乳ち首くびは、巧たくみな指先に摘つままれ、捏こねられていた。触れられてもいない下腹部がどんどん昂たかぶっていき、いまにもぬめった雫しずくが溢あふれそうになる。


「だ、め……そこ……」


　哀あい訴そする声は、自分のものとは思えないほど妖あやしく潤んでいた。高嶺が呆あきれないかと、心配になるほどだ。


「胸を弄られるのが嫌なのか？　だったら、ここは？」


「あ…んっ」


　高嶺が胸むな許もとから顔を上げてほっとしたのもつかの間、張りつめた昂りを掌に包まれて上うわ擦ずった声が洩もれる。


「ずいぶん嬉うれしそうだな。濡れてきた」


「あ…ぁ…っ」


　蜜みつ口くちに滲んだ雫を塗ぬり広げられ、愉ゆ悦えつに腰が引き攣つる。くちゅくちゅという卑ひ猥わいな水音がやけに大きく聞こえて、いたたまれない。


「高嶺さ……？　やめて、ください……！」


　高嶺が身を屈かがめる気配があって、昂った屹きつ立りつを熱く濡れた粘膜に包まれる。


　噓うそだ。高嶺が、自分の──。一いつ瞬しゆんにして全身が、羞しゆう恥ちと惑わく乱らんに沸き立った。


「やめ……だめ、です……そんなの、汚きたない…っ」


「おまえはどこも汚くない」


　内うち腿ももを掠める吐と息いきすらも、耐たえがたい悦えつ楽らくを生む。逃のがれようともがく腰こしを押さえつけられ、熱い口内に深く含まれて、快楽に脆もろい果実が限界まで昂る。


「……っ、ぅ……」


　恥ずかしい。でも、気持ちがいい。


　理性も思考もなにもかもが、快感に蕩とろけていく。窄すぼめた粘膜で括くびれを締しめつけられると、腰がうねった。堪こらえなければと思うのに、忍の体は意思を裏切り、巧みな愛あい撫ぶを享きよう受じゆしてしまう。


「いや……や、だ……やめて……」


　駄だ々だを捏ねる子供のように同じ言葉を繰くり返したが、高嶺はまったく聞き入れてくれなかった。引き剝はがそうとして高嶺の頭に伸ばした手が、花か芯しんをきつく吸い上げられて力をなくし、虚むなしく髪かみを搔かき乱す。


「あっ、あ…っ、や、あ…っ」


　蜜が詰つまった袋ふくろをやわやわと揉もみ込まれて、先端の切れ込みからじゅくっと蜜が溢れた。濡れた舌が閃ひらめき、一ひと滴しずく残らず舐め啜すすろうとする。過か敏びんになっていた体は、ひとたまりもなかった。


「ひ…あ、や、あ…あぁっ」


　高嶺の口内に含まれたまま、とろりとした蜜を撒まき散らしてしまう。


　やめてと言ったのに。


　それだけでもいたたまれなかったのに、顔を上げた高嶺の喉のどがこくりと上下するのを見て、羞恥に息が止まりそうになる。


「濃こいな。俺と会わなかったあいだ、悪戯いたずらはしなかったようだ」


　直ちよく截さいな台詞せりふが忍に追い討ちをかけた。羞恥と申し訳なさとで頭の中がぐちゃぐちゃになる。


「すみません……」


「おまえが謝ることはないだろう？　俺がしたくて、したんだ」


　少しでも自分の残ざん滓しを拭ぬぐい去りたくて、忍は高嶺の唇を求めた。


　官能的なラインを描えがく唇に吸いつき、恐こわ々ごわと舌を差し入れる。忍の意図を察したのか、高嶺は好きにさせてくれた。


　口内をくまなく探り、自分の匂においを消し去ろうとする。ふと思いついて上顎をつつくと、抱きしめる高嶺の腕がぴくんと震ふるえた。


「……ん、ぅ…っ」


　いきなり高嶺が忍の頰ほおを包み取り、意い趣しゆ返がえしのように激しく舌を絡からめてくる。


　互たがいを奪い、与えあう。情熱的なキスに体の内側に灯ともる淫みだらな火ほ照てりを搔き立てられるのを感じながら、忍は意を決して切り出した。


「今度は、俺にさせてください」


　だが、高嶺の返答はにべもなかった。驚おどろいたように瞠どう目もくしたあと、とんでもないと言いたげな表情で首を横に振ふる。


「おまえはしなくてもいい」


「自分だけして、俺にさせてくれないなんてずるいです」


「どういう論理だ、それは」


「嫌いやなんですか？」


　経験はないし、きっと下手へただろう。でも、自分だけが快楽を与えられるのではなく、高嶺にも快楽を与えたかった。


「そうじゃない。無理をすることはないと言っているんだ」


「無理じゃありません。したいんです」


「おい、……」


　ベッドに起き上がり、長い両りよう脚あしのあいだに手を伸ばす。逃にげられないよう両手で包み込むと、高嶺がふっと息をついた。


「呆れましたか？」


「まさか。嬉しいよ」


　その言葉が偽いつわりではない証あかしに、忍の掌てのひらの中で高嶺が脈打っていた。


　できるだろうか。言い出しておきながら、あまりの猛々しさと巨きよ大だいな質量に怯ひるみそうになる。


　何度も体の中に迎むかえ入れて、蕩けそうな愉悦を味わわせてくれたもの。


　高嶺は優位な立場にいたのに、一度も口こう腔こうでの愛撫を強要しなかった。さすがに抵てい抗こうがあると思ったのかもしれない。


　いま、忍の胸にあるのは嫌けん悪おでも抵抗感でもなく、切ないほどの愛いとおしさだった。


　そろそろと顔を近づけ、捧ささげ持ったものに舌を這わせる。一度触ふれると、勇気が出た。根元から先端にかけて、舌先で丹たん念ねんに辿たどる。


　初めてのことなので、勝手がわからない。ただ舐なめているだけではつまらないだろう。さきほど高嶺に施ほどこされた愛撫を思い出し、口に含もうとした。


「ん……、っ」


　平時でも大きなそれをすべて含むのは不可能だ。口を開いて、先端から半ばまでを慎しん重ちように含む。それだけでも、口内をいっぱいに占しめられて苦しかった。


「無理するなよ」


　心配そうな声がして、やさしく髪を撫なでられる。愛情に満ちたしぐさに力づけられ、忍は視線だけを上げて、大だい丈じよう夫ぶと目顔で訴うつたえた。


「ふ…、ん…っ」


　含みきれない部分を指で愛撫しながら、先端を舌先でなぞると、高嶺の硬かたい腹筋がぴくりと震えた。忍の口内で、逞たくましい雄ゆう蘂ずいがさらに硬く張りつめていく。


　高嶺から反応を引き出せたことが、純じゆん粋すいに嬉しかった。誇ほこらしいような気分で、懸けん命めいに情熱的な愛撫を施す。


「は…っ、ふ…ぅ」


　舌先に感じる、高嶺の味と匂い。独特のそれも、高嶺のものだと思えば悦よろこびに繫つながった。


　もっと、感じてほしい。自分の体で、よくなってほしかった。


「ん……ぅっ」


　顔を前後させて、唇くちびるで扱しごく。動きに合わせて卑猥な水音が零こぼれ、口の端はしから飲みきれない唾だ液えきが滴したたった。逞しく漲みなぎった切っ先に柔やわらかな粘ねん膜まくを刺し激げきされて、体が震える。さきほど放ったはずなのに、熟うれた中心が花か蜜みつを滴らせていた。


「忍」


　愛おしくてたまらないという声に、心臓がきゅうっと締めつけられる。そっと髪を引かれて顔を上げると、濡ぬれた口許をやさしく拭われた。


「もういい」


「でも、……」


　最後までしていないと喰くい下がろうとする忍を、高嶺が遮さえぎる。


「それはまた今度だ」


　顎あごから頰にかけてなぞり、愛おしげに髪を撫でてから、くちづけてくる。さきほどのお返しのように、舌先が滑すべり込んできた。深く探り入るキスに翻ほん弄ろうされ、恍こう惚こつとする。


「咥くわえただけで、感じたのか？」


「あ…っ」


　愛撫を待ちわび、蜜みつを滴らせていた果実を摘つみ取られる。またとろりとした雫しずくが零れた。


　羞はじらいに脳が灼やけつく。だが、高嶺の掌に包まれたそれは、萎なえるどころかはしたなく膨ふくらんで、蜜を滴らせるばかりだ。


「……って、高嶺さんだから……」


　我ながら、子供じみた口調だったが、好きな人に触れられるから感じるのだと伝えたかった。


「高嶺さんが……好きだから……」


「あんまり煽あおるなよ」


　いまいましそうに呟つぶやくなり、高嶺が忍の両脚を捉とらえて左右に押し開いた。肌はだに触れる空気がひんやりとして、溢あふれた花蜜の多さを忍に知らしめる。


「た、高嶺さん…？……ぁっ」


　両りよう膝ひざの裏を摑つかんで折り曲げられ、腰こしがぐっと浮うき上がる。明るい照明の下、高嶺に向かって秘めた部分を差し出すような格好だ。


「……っ」


　恥はずかしい。これだけでも悶もん死ししそうなのに、高嶺が両脚の狭はざ間まに顔を伏ふせるのが見えて、忍は息を呑のんだ。濡れた感かん触しよくが、最さい奥おうの窄すぼまりに触れる。見えなくとも、その正体は明らかだった。


「あ…ぁ……っ」


　驚きよう愕がくと羞しゆう恥ちに惑わく乱らんしかけ、忍はがくがくと痙けい攣れんじみた震えを放った。ねっとりと柔らかな感触が、もっとも恥ずかしい場所を舐めている。


「い…や、あ…ぁ、や…めて、くださ…い…っ」


　か細い声を振り絞しぼり、必死に制止した。恥ずかしくてたまらないのに、ひそやかに咲さき初めていた花の輪りん郭かくを舌先に辿られて、深く、甘い愉ゆ悦えつが込み上げてくる。それが、怖こわかった。


「おまえを傷つけたくない。我が慢まんしてくれ」


　顔を上げた高嶺の表情にもまなざしにも、忍への労いたわりと真しん摯しな愛情があった。


「……ぅ」


　唇を嚙かみ締しめ、洩もれそうになった嗚お咽えつを殺す。懇こん願がんめいた口調で囁ささやかれると、嫌だと言えなくなった。


　繊せん細さいな花弁の一枚ずつを丹念に潤うるおしたあと、指が両りよう端たんに添そえられて、左右にくつろげられる。無防備に花開いた中心を、尖とがらせた舌先が割った。


「ひぅ…っ」


　耐たえがたい羞恥と快感が激しく鬩せめぎあい、火花を散らす。熱くぬめった舌先に内側まで熱心に愛されて、全身が蕩とろけてしまいそうになる。


「あ……あ…ぁっ」


　送り込まれた唾液がとろりと柔やわ襞ひだを滴り落ちる感触が、忍を懊おう悩のうさせた。弾だん力りよくのある舌先に抉えぐられるたび、熟れた柔襞がなにかを咀そ嚼しやくするような音を立てた。


「あ…あ…ふ、…っく、……ん」


　感じやすい粘膜を舐めとかされる快感に切ない欷き歔きよを洩らしながら、掲かかげられた腰をうねらせる。その中心では、熟れきった果実がひっきりなしに雫を零していた。


「だいぶ柔らかくなったな」


「あ、ん…っ」


　ぬめった舌が去り、かわりに指が入ってきた。蕩けた内部の様子を確かめてから、ゆるゆると前後して、舌先では届かなかった場所に潤いを行き渡わたらせようとする。


「高嶺さ……もう、……」


「大丈夫か？」


「ん…っ、平気……」


　沈しずめた指を小刻みに揺ゆらされて、答える声が弾はずむ。無む理り強じいしたことを悔くいて、高嶺は慎重になっているのだろう。傷つけまいとするやさしさが、いまの忍にはもどかしかった。苦痛を感じていないか、自分の表情を窺うかがっている高嶺を見つめ返す。


「もう大丈夫ですから、……ください」


　自分が溺おぼれているように、高嶺にもいっしょに溺れてほしい。愉悦の深しん淵えんまで。


「……俺だけ、溺れさせるつもりですか？」


「まさか」


　いかにも意外そうに、高嶺が男らしい眉まゆを上げる。


「俺ならとっくに、おまえに溺れている」


　目許にキスが落ちてくる。ずるい。そんな台詞せりふを言って喜ばせるなんて。もっと忍を溺れさせるつもりなのだろうか。


「だったら、早くください」


　なんだか悔くやしくて、高嶺の首筋にしがみついた。いつものフレグランスに混じって、かすかに汗あせの匂においがする。ひどく動物的な衝しよう動どうを触しよく発はつされ、高嶺の首筋に唇を押し当て、耳じ朶だを食はむ。


「煽るなって言っただろう」


　低く唸うなるように呟き、高嶺が忍の細い肢し体たいをシーツに押さえつけた。両りよう脚あしを広げられ、膝ひざを立てさせられる。


「……ぁ」


　丹念に慣らされ、従順に口を開いている中心に熱い漲りが触れた。硬い切っ先を押し当てられているだけで、蕩けた花びらが高嶺を迎むかえ入れようと慄おののく。


　はしたない動きが、忍にもはっきりと知覚できた。けれど、もう高嶺を欲ほつする気持ちを堪こらえられない。


「あ…っ、あ…、高嶺さ…」


　あからさまに求める声を上げると、情熱と欲望を湛たたえた瞳ひとみがぐっと細められた。それ以上忍を焦じらすことなく、高嶺が腰を突つき入れる。


「あ…あぁ…っ」


　ずずっと濡れた音を立てて、逞たくましい雄ゆう蘂ずいが花弁を搔かきわけて入ってくる。狭きよう隘あいな粘膜を抉こじ開けられ、満たされていく凄すさまじい感覚に、忍は極きわまったような嬌きよう声せいを上げた。


　灼しやく熱ねつの塊かたまりが、ずくずくと脈打っている。高嶺が自分を欲してこんなにも激しく昂たかぶっているのだと思うと、体の奥深くから震ふるえるような悦びが湧わき上がった。


　もっと深くまで繫がって、一つに溶とけあってしまいたい。


「あ…っ、ん……も…、もっと……」


「忍？」


「も…っと、奥まで……」


　喘あえぎながら告げると、高嶺がくっと息を詰つめた。同時に、受け入れたものが生きもののように跳はねて、さらに膨れ上がる。


「あっあ、っ……、おおき…っ」


「快いいんだろう？　俺を煽りたくて言ったくせに」


「あ、ん…んっ、い…い」


　もっと奥まで高嶺を迎え入れようと腰をくねらせながら、自分が感じている快楽を訴うつたえる。ふだんの忍からは想像もできない痴ち態たいに、高嶺の双そう眸ぼうが熱っぽく翳かげった。


「そんなに締めつけたら、奥まで入れられない」


「ん…ん…っ」


　ぐっしょりと濡ぬれそぼった花か茎けいを扱しごかれながら、半ばほど沈めたもので熟れた花はな襞ひだを捏こねられる。密着した粘ねん膜まくから、痺しびれるような快感が脊せき髄ずいまで駆かけ上った。


「あ、あ…だめ、擦こすれ……あ、あ……っ」


　奥へと向かって動き出した雄ゆう刀とうに、吸いつくように締め上げている襞を擦こすり立てられる。触ふれあう部分から狂くるおしい愉悦が撒まき散らされ、忍を煩はん悶もんさせた。


「忍」


　掠かすれた声がして、背中を掬すくい上げるように抱だきしめられる。高嶺が反動をつけて体を起こし、忍が腿ももの上に座る形になった。


「あ…あぁ…っ」


　自重が加わり、真下から深く高嶺の楔くさびを打ち込まれる。凄まじい存在感が脳のう髄ずいにまで喰くい込んできて、忍は振ふり絞るような嬌声とともに絶頂に達していた。


「は…ぁ……」


　噴ふき上げた濃のう密みつな果か汁じゆうが互たがいの肌はだを濡らす。肩かたで息をしていると、高嶺に頰ほおを撫なでられた。


「きついか？」


　汗に湿しめった髪かみを搔き上げられ、額に唇くちびるを押し当てられる。かぶりを振って、高嶺にしがみついた。汗で濡れた肌が吸いつくように密着するのが、たまらなく嬉うれしい。


　高嶺の体温、鼓こ動どう。切ないほどの幸福感が指先にまで満ちてくる。


「……好き」


　耳許で囁いたとたん、忍を抱きしめている高嶺の全身がぴくりと反応した。どうしたのだろう。愉悦に蕩けたまなざしをゆるゆると上げると、高嶺は少し困ったような、怒おこったような表情をしていた。


「だから嫌いやだったんだ。おまえが相手だと、自制が利きかなくなる」


「あ、ん…っ」


　ゆさっと大きく揺すぶられて、高嶺の雄芯にまとわりつく柔襞を擦られる。仰のけ反った弾みに浮うき上がった腰こしを押さえつけられ、ぐるりと搔き混ぜられた。


「ああ…っ」


　そのまま腰を摑つかまれて、上下させられる。猛たけり立つ刃やいばが勢いよく引きずり出され、痺れたようになっている花弁が口を閉ざす間もなく、いっそう深く打ち込まれる。


「あ…っ、あ……ふか…」


「ここだろう？」


「あ…んっ、そ…そこ…っ」


　もうないと思っていた以上の深みにまで、高嶺の存在を感じる。好きな人と体を繫つなげる幸福に酔よい痴しれながらも、もっと、と訴える貪どん欲よくなもう一人の自分がいた。


「……もっと……」


「まだ足りないのか？」


　揶揄からかうように言いながら、高嶺が微ほほ笑えむ。深く食みあった部分に震しん動どうが伝い落ち、淫みだらな刺し激げきとなって忍を追いつめる。


「……なか、に……欲しい」


　出して、と耳許に吹ふき込む。忍の腰を抱く腕うでにぐっと力がこもった。


「参ったな。完敗だ」


　言葉とは裏腹に、高嶺の声は笑えみを含ふくんでいた。瞳だけが、いまにも堰せきを切って溢あふれ出しそうな情熱を湛えて、猛たけ々だけしい。


「ひ…あ、あ……んっ」


　揺るぎない腕に抱かれて激しく揺さぶられ、容よう赦しやのない抽ちゆう挿そうに翻ほん弄ろうされる。時折わざとリズムを崩くずして、深く沈めたままで大きく捏ね回された。


「あぁ……っ」


　奥の奥まで突き上げられ、滾たぎり立つ愉ゆ悦えつに大きく仰け反る。完熟した果実が弾はじけ、豊ほう潤じゆんな果汁を撒き散らした。


「……っ」


　ぎっちりと締しめ上げられた高嶺が、痛いほどの力で抱きしめてくる。最さい奥おう深く打ち込まれた楔がひときわ激しく脈打ち、灼熱の奔ほん流りゆうを溢れさせた。


「は……ぁ…ぁっ」


　立て続けの絶頂に意識を眩くらませかけながら、忍は望みどおり、恋こい人びとの熱情が注ぎ込まれるのを感じていた。


　ねっとりと熱いもので濡らされた内奥が、一ひと滴しずく残さず味わうように、はしたなくうねっている。高嶺が最後まで抽挿をやめないから、延々と極きわみをたゆたう羽目になった。


「……熱い……」


　満たされきって、うっとりとした囁ささやきが洩もれた。


　デュフィのオープン準備に加え、予想外のトラブルの出しゆつ来たい。マスコミの取材対応から今日の正式オープン、そしてパーティと息をつく暇ひまもなかった。


　まともに寝ねていなかったこともあり、ほっと息をついたとたん、とろとろとしたまどろみが押し寄せてくる。


　本当はもっともっと、高嶺と愛しあいたいのに。


「忍？　寝たのか」


「ん……」


　子供のようにこっくりと頷うなずき、恋人の胸むな許もとに鼻先を寄せる。自分がこんなふうに甘えられるのは、高嶺だけだ。


　みっともないところや、だめなところを見せられるのも。


　慈いつくしむように髪を撫でられ、額からこめかみ、瞼まぶたの上にキスされる。


「愛している」


　これからは、密約ではなく愛が、二人を繫ぐだろう。


　恋人のひそやかな囁きを聞きながら、忍は幸せな気分で眠ねむりに落ちていった。







〈終〉





密みつ約やくは淫みだらに甘あまく





藤ふじ森もりちひろ
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